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　西暦二四一七年十二月一日。場所は地球─月のラグランジュ点の一つ、Ｌ４宙域を公転する人工天体・磐いわ都とアイランド。その軍港側沖合に全長十メートルの円筒形宇宙艇ていが三隻せき、アイランドとほぼ相対静止状態で浮かんでいた。

　底辺の短い二等辺三角形を形作る三隻の、底辺側二隻は格納庫のハッチを開いている。

　そこから伸びる、細いチューブ。

　その先は無重力格闘戦を演じている二機のロボットにつながっていた。宇宙艇のオペレーターによって、有線コントロールで操作される人型機械。マリオネット・ドウル、マリオンとも呼ばれるサイクロニクス搭載機だ。

　この遠えん隔かく操作機械は本来、宇宙船や人工天体の外部作業用で、宇宙空間を航行・周回する有人構造物の外装に損傷をもたらすデブリや微小隕いん石せきの除去を目的として作られたマシンだ。しかし同時にマリオンは、巨大人型兵器タイタニック・ドウルの原型になったロボットでもある。操縦感覚が極めて近いこともあり、ドウルのパイロット、ドウルマスターの訓練にも用いられている。

　背中、両肩、両足に取り付けられたスラスターを断続的に噴かしながら白兵戦を演じる二機のマリオン。十じゆう文もん字じ槍やりを操るオレンジ色の機体と、長柄刀グレイブを振るうレモンイエローの機体。オレンジを操縦しているのは早さ乙女おとめ朱あか理り、イエローを操縦しているのは早乙女蒼生あおい。現在の対戦は姉弟きようだい対決だ。

　上昇したイエローがオレンジの頭上で折り返す。派手な噴射炎とともに落ちてくる機体に、オレンジは自ら後方へ倒れることで正対する。イエローが頭上に突き上げるグレイブを、オレンジは十文字槍で搦からめ捕とるようにして逸そらす。槍を回転させ、その反動でイエローの背後に回り込む。

　イエローが背中のスラスターを噴かせる。

　オレンジの槍は、石いし突づきがギリギリでイエローのスラスターノズルを掠かすめたが、ダメージは与えられなかった。

「チッ、上手うまく避よけたわね！」

　マリオンの操縦ユニットで朱理が舌打ちする。

　別々の宇宙艇、通信はオフ。

　故ゆえに彼女の声が聞こえたはずもないが、蒼生はオレンジの機体から朱理の、焦あせりのようなものを感じた。

（これで決める！）

　そこに勝機を見た蒼生は、目の前に広がる漆しつ黒こくの宇宙空間を両足で蹴けり飛ばした。

　イエローの機体が脚部のスラスターから爆炎を噴き出して反転する。プールの端で水泳選手がターンするような、陸上ではあり得ない挙動に朱あか理りの反応がわずかに遅れる。オレンジの喉のどを狙ねらって繰り出されたイエローのグレイブは、十じゆう文もん字じ槍やりの柄えを滑すべって肩のバーニアスラスターを捉とらえた。

　オレンジの右肩で小さな閃せん光こうが生じる。スラスターに充じゆう塡てんされていた推進剤が一気に燃焼したことで発生した爆発だ。マリオンの機体そのものにダメージをもたらす威い力りよくはなかったが、宇宙空間における姿勢制御を失わせるには十分な反動をオレンジにもたらす。左肩と右足を貫つらぬく線を軸にして斜め回転を始める朱理の機体。

『それまで』

　電力線、推進剤補給管、サイクロニクス伝達ケーブル、機体制御信号伝達ラインを一本に纏まとめたチューブが機体に絡からみつき、オレンジが身動きできなくなったことで、訓練の監督を務める吉き良ら教官から戦闘終了の合図が掛かる。

　蒼生あおいと朱理が操縦ユニットで同時に息を吐き出した。しかしその意味は正反対。蒼生の吐息には達成感、朱理のため息には落らく胆たんがこもっていた。

『次、高たか城じよう玲れい音ね候補生、早さ乙おと女め朱理候補生と交代』

『はい』

　玲音の操るアイボリーのマリオンが後方から進み出る。

『ありがとうございました』

　四苦八苦して絡まったチューブを自力で解ほどいた朱理の機体が、それと入れ替わりに後退する。

　そこに教官艇ていから追加の指示が発せられた。

『早乙女朱理候補生は損傷した機体を宇宙艇に戻してください』

　通信の声は、ハイトーンな少女のもの。その主ぬしは管制官の訓練で教官の補佐を務めている、ソフィア空くう宙ちゆう母艦一番艦・グリンブルの見習いオペレーターだったレア＝プティだ。

『了解、早乙女朱理機、帰還します』

　オレンジの機体が開いたままのハッチから格納庫に戻る。もう一人の訓練参加者、如月きさらぎ龍りゆう一いちが操る青のマリオンも既すでに宇宙艇に戻っている。

　二人が文字どおりの死闘を繰り広げたのはほんの四ヶ月前のことだが、ごく普通に同どう僚りよう（同級生）として同じ訓練に参加している。訓練以外の付き合いも普通、というより良好だ。龍一はもちろんのこと、殺されかけた朱理も既に何の蟠わだかまりも持っていない。

　それは、朱理と龍一が互いの素性を知らないから、ではない。タイタニック・ドウルの操縦者の個人情報は基本的に機密事項だが、それでも腕利ききのドウルマスターの名はどこからか漏もれてしまうものなのだ。その良い例がルドラのマスター、「暴風のドルジ」だ。ソフィアの機密体制を以もつてしてもドルジのことを完全に隠し通すことはできなかった。

　娑しや羯か羅らのドウルマスター「如月龍一」の名は、東アジア地区の軍事関係者に広く知れ渡っていた。さすがに民間人にまで名前が知られているということはなかったし容姿は秘されているが、ドウルの操縦者で如月きさらぎという苗みよう字じを聞けば、同じドウルマスターならそれだけで娑しや羯か羅らのマスターだと特定できてしまう。

　朱あか理りの場合は更さらに簡単だ。十代半ばにして傭よう兵へいとして身を立てている彼女は、自分の名前をむしろ積極的に売り込む必要があった。「少女ドウルマスター」という物珍しさもあって、朱理があの戦いに参加していたというのは容易に調べがつくことだった。

　朱理も龍りゆう一いちもお互いの素性──正体を分かっている。その上で、友好的な関係を築いている。都市レベルの小国家が乱立し、敵と味方が短期間に入れ替わることなど珍しくないこの時代、一度の戦闘で殺し合いを演じた程度のことを何時いつまでも引きずっていては、兵士などやっていられないのである。

　その二人が見詰める中、漆しつ黒こくの宇宙をバックに、蒼生あおいの操るレモンイエローのマリオンと玲れい音ねの操るアイボリーのマリオンが一対一で向かい合った。

　この二人の訓練における戦績は、入学以来玲音の全勝、蒼生の全敗。あくまでもマリオンを使った模も擬ぎ戦せんでのことだが、空くう宙ちゆう戦せんでは今の勝利で朱理に勝ち越し、地上戦では龍一にも時々勝てるようになった蒼生が、玲音に対しては未いまだに空宙戦でも地上戦でも勝てたことがない。

『蒼生君、いきますよ』

　いつもどおりの口調で声を掛ける玲音に対して、

『玲音さん、お願いします』

　蒼生のそれにはやや力みが見られた。彼の声には「今日こそは一いつ矢し報むくいる」という意気込みと「今日こそは行ける」という手て応ごたえが同居している。

『演習開始』

　吉き良らの指示と共に、通信がオフになったことを示すサインが蒼生と玲音、二人の視界に表示される。

　蒼生が先手を取って突撃しようと武器を構え直した時には、玲音の操るマリオンが既すでに彼の目の前、つまりレモンイエローの機体の前に立っていた。

　蒼生にはアイボリーのマリオンが何時いつ加速を始めて何時いつ減速したのか分からなかった。

　玲音が念動を使ったわけではない。蒼生のバイザーには、彼女の機体が吐き出す噴煙が映っていた。だが彼にはそれが見えていなかった。

　戦闘機動に必要な推力を確保しつつ推進剤の消費を最少に抑えた自然な加減速。

「うわっ！」

　警戒していながら今回も間合いを摑つかめなかった蒼生が、慌あわてて防御姿勢を取る。

　アイボリーの機体はそのままグレイブ、というより薙刀なぎなたと表現した方が相応ふさわしい得え物ものを振り下ろした。

　イエローがグレイブの柄で薙刀の刃やいばを受け止める。

　蒼生あおいはマリオンの姿勢を保つ為ため、機体の慣性増大を試みる。操縦ユニットに付属する一次コンバーターでサイクロニクス機関用に変換されたＳＩＭＡシーマがサイクロニクス伝達ケーブルを通って宇宙艇ていからイエローに注入される。

　一次コンバーターからメインコンバーターへ。パイロットシーマーからサイクロニクス機関へＳＩＭＡシーマを送る為には専用ケーブルが必ひつ須すだ。

　サイクロニクス機関はＳＩＭＡシーマを無線受信できない。これこそマリオンが母船とチューブでつながっている理由であり、タイタニック・ドウルにドウルマスターが搭乗しなければならない理由だった。

　イエローが宇宙空間で踏ん張る。

　その反動を利用してアイボリーがイエローの頭上へ跳び上がった。

　身体からだを前に倒し、アイボリーがイエローを跳とび越える。

　イエローのチューブを切断すべく、アイボリーの薙刀なぎなたが振るわれる。

「このっ！」

　操縦ユニットで短い気合を漏もらしながら、蒼生は片手でグレイブを差し上げ薙刀を受け止めると共に、反対側の手で仮想の天井を押して下向きにバーニアスラスターを噴射した。

　だが薙刀を受け損なったイエローは、その衝しよう撃げきで真っ直すぐに下降するのではなく後方に回転してしまう。チューブが機体に絡からみつくのを避ける為に、蒼生は慌あわてて両足を前に振り出し上半身を前に起こすことで回転を打ち消す為の推力を作り出すスラスターに点火する。

　その結果、イエローは身体を「く」の字に曲げた姿勢でアイボリーと正対することになってしまう。

「そこです！」

　玲れい音ねはマリオンのバーニアスラスターを操作して一気に間合いを詰めた。

　鋭く踏み込んだアイボリーの薙刀が、イエローの首を刈かりにいく。

「まだまだぁ！」

　間一髪で体勢を立て直したイエローが、薙刀をグレイブで受け止める。

　そのまま横に飛ばされるイエロー。

「ほう」

「ふーん。やるわね、蒼生」

　龍りゆう一いちと朱あか理りが、宇宙艇のカメラに視点を変えた操縦ユニットの中で感かん嘆たんを漏らす。

　アイボリーは追撃せず、その場から後退した。前へ流れたチューブがアクシデントで切断されてしまうのを嫌ったのだろう。チューブが巻き取られるのを待って、改めて戦闘態勢を取る。

　蒼生はバーチャルに表示されているインジケーターの推進剤残量へ目を向けた。推進剤はマリオンの背中につながった細いチューブを通じて宇宙艇から常時補充されているが、無理な機動の所為せいで供給量が消費量に追いついていない。現在の残量は四十パーセントを切っている。

（このままだと、いつもと同じでジリ貧だ）

　会心の勝利とはいかなかったが通算戦績で姉に勝ち越し、今日こそはと意気込んでいた蒼生あおいだが、気づいてみればいつもの空くう宙ちゆう戦せん負けパターンだ。

（持久戦は不利だ）

　実は朱あか理りも、空宙戦では玲れい音ねに全敗だ。龍りゆう一いちはさすがに勝てないということはないが、劣勢を否いなめない。玲音はスラスターの操作が上手うまく、推進剤を必要最低限しか使わない。これがチューブを通して推進剤の補給を受けられるマリオンではなく搭載した推進剤だけで戦わなければならないドウルだったら、もっと手も足も出ない感じになっていたと、蒼生は正直なところそう考えていた。

　だが、だからこそマリオンで訓練している今のうちに少しでも差を縮めておきたいと、蒼生は強く思っている。

（次の攻撃で攻めきるしかない）

　イエローのスラスターがフル稼か働どうで炎を吐き出す。蒼生の操るマリオンが、グレイブに突進の勢いを乗せて玲音の機体に斬きりかかる。

　アイボリーの機体は左肩と左足のスラスターを一いつ瞬しゆんだけ噴かし、わずかな時間差で右肩と右足のスラスターに点火することで半はん身みに体たいを開いて右にスライドする。同時に薙刀なぎなたをグレイブの側面から合わせてイエローの打ち込みをいなす。

　蒼生は崩れかけた自機の体勢をスラスターで強引に立て直した。推進剤を惜しみなく使い機体を反転させ、その勢いで片手持ち状態のグレイブを振り回す。

　その斬ざん撃げきが予想外だったのか、玲音はそれを正面から受け止めた。

　足場の無い宇宙でアイボリーの機体が小揺るぎもしなかったのは自分の慣性を強化したからだろう。

　一方、イエローの機体もグレイブこそ弾はじかれたものの本体はその場に留とどまっている。

　いける、と蒼生は思った。

　今の打ち込みに対して、玲音の機体から慣性中和力場の侵しん食しよくは感じなかった。

　鉄てつ壁ぺきの防御を誇る彼女でも、反応が間に合わないことだってあるのだ。

　一いつ気き呵か成せいに攻め続ければ、あるいは──。

　イエローの機体が弾かれたグレイブを振り下ろす。

　アイボリーが受け止める。

　イエローは自分からグレイブを引いて、軌道を斜めに変えた斬撃を繰り出す。

　袈け裟さ斬り。横よこ薙なぎ。斬り上げ。幹から竹たけ割わり。逆袈裟。蒼生が攻めて、玲音が受ける。グレイブと薙刀が火花を散らす。

　イエローが袈裟斬りに振り下ろしたグレイブが、アイボリーを一歩分後退させる。

　イエローが一歩前進し、グレイブの刃やいばを返して左下から右上へ斬り上げを放つ。

　その時、アイボリーの薙刀なぎなたが下げ段だんに構えられていたことを、蒼生あおいは知覚していたかどうか。

　イエローの斬きり上げを鏡に映したように、アイボリーの薙刀が弧こを描えがく。振り上げる動作に合わせて、アイボリーの機体は一歩退ひいている。

　グレイブが薙刀に跳はね上げられて、豪ごう快かいに空から振ぶりした。

　蒼生は、視界の中を真っ直すぐ迫ってくる刃やいばに反応できなかった。

　イエローは万歳した体勢で、薙刀を喉のど元もとに突きつけられている。

『それまで』

　吉き良らから戦闘終了を告げる声が掛かり、玲れい音ねはアイボリーの機体を後退させた。

　通信が回復する。

『いい反応でしたよ、蒼生君』

『ありがとうございます』

　敗者を労いたわる玲音と、口惜くやしさを嚙かみ殺してそれに答える蒼生。

　そこにレアの声が割り込む。

『蒼生さん、推進剤の残量が規定値を下回っています。補給に戻ってください』

　最後の無理な機動で、蒼生のマリオンは推進剤をほとんど使い切った状態になっていた。こうなるとチューブからの補給では時間が掛かりすぎる。演習を継続する為ためには、いったん母船である小型艇ていに戻らなければならない。

『いや、少し早いが今日の空戦訓練は終わりにしよう』

　吉良の指示に、玲音、蒼生、朱あか理り、龍りゆう一いちが一いつ斉せいに「イエス、サー！」と答えた。




　既すでにマリオンを格納庫に戻しリンクを解除していた朱理が、操縦ユニットの蓋ふたを開けて立ち上がった。

　マリオンの操縦ユニットはドウルと同じでＮＩＴＵニツツとＭＩＴＵミツツに分かれている。朱理の使っていたＮＩＴＵニツツは、リクライニングシートの上にすっぽりと蓋を被かぶせたカプセルの形状をしている。その隣となりに並ぶ玲音のＭＩＴＵミツツは、身体からだを包み込むクッションの効いた椅い子すの形を取っていた。

　宇宙艇のこの区画は与よ圧あつされている。朱理はマリオン操縦用のヘルメットを脱いで、まず格納庫を映しているモニターに目を向け、次に機体を格納中の玲音へ視線を転じた。

　玲音は安全バーで身体を固定したシートに、端正な姿勢で座っている。華きや奢しやな身体を包んでいるのは朱理が着用しているマスタースーツではなく軽宇宙服で、ヘルメットだけがドウル操縦用の物と同じ作りになっている。

　ヘルメットのうなじから伸びる二種類のケーブルは、操縦信号の送受信用と、ＳＩＭＡシーマ送信用。ケーブルが正常に機能していることを示すパイロットランプの点滅が無ければ、シートの上でお行儀よく眠っているようにも見える姿だった。

「どうしたのですか、朱あか理り」

　玲れい音ねがいきなり、目を半分閉じたまま前を向いた姿勢を変えず、朱理に話し掛けた。

　視線を察知されたことに動揺を覚えながら、それを押し隠して朱理が反問する。

「えっ、もうリンクを切っても良いいの？」

　朱理は船内モニターを見てマリオンの格納作業がまだ完了していないと思っていたのだが、自分の見間違いだったのだろうかと思ったのだ。

　朱理の問いを聞いた玲音が、バイザーを半分だけ上げて口元を露ろ出しゆつさせた。

「いえ、まだ格納作業中ですよ……今、終わりました」

　玲音が薄うつすらと微笑ほほえんだのが、開いたバイザーの隙すき間まからのぞいて見えた。それが妙に艶なまめかしく、朱理がゴクリと唾つばを吞のむ。

　玲音が肘ひじ掛かけのスイッチを操作して、身体からだを固定していた安全バーを外した。フワッとした動作で立ち上がり、ヘルメットを脱いで手て櫛ぐしで髪を整える。癖くせの無い玲音の黒髪は、それだけで綺き麗れいに纏まとまった。

　とにかく玲音の立ち居振る舞いは体重というものを感じさせない。地上と同じ一Ｇの疑ぎ似じ重力下においてすらそうなのだから、無重力環境では余計に、目を離していると空気に溶けてしまいそうな雰ふん囲い気きさえ醸かもし出す。今も朱理は、玲音の妖よう精せいじみた軽やかな仕草に思わず見とれていた。そんな自分にハッと気づいた朱理は、話の続き──らしきもの──を口にすることで照れ臭くささを誤ご魔ま化かした。

「いつも思うんだけど、玲音って器用ね」

「そうでしょうか？」

「そうだよ。マリオンをコントロールしながらそれと全く関係の無い会話ができるなんて。少なくともあたしには無理だな」

　朱理のセリフに深い意味は無かった。少なくとも口にした本人にとっては単なる感想でしかなかった。だが玲音はその言葉に思うところがあったのか、少し首を傾かしげた格好で慎重に答えを紡つむいだ。

「ＭＩＴＵミツツはＮＩＴＵニツツほどマスターと機体が厳密にリンクしていませんから……その所為せいでしょうね。結局は慣れですよ、朱理」

　宇宙艇ていを軍用ポートに戻す為ため、玲音がコクピットに向けて歩き出す。

「そうかなぁ」

　玲音の後についていきながら、朱理は納なつ得とくできないという顔で首を捻ひねっている。

　コクピットのハッチの前で立ち止まって、玲音が柔らかな笑顔で振り返った。

「そんなことより、朱理はもう少し宇宙遊泳のシミュレーションをした方がいいのでは？　格闘戦自体は上じよう手ずなのですから、もったいないですよ」

　表情にも口調にも鋭さは全く無かったが、アドバイス自体は結構耳に痛いものだった。

「アハハハハ……」

　反論のしようもなく、朱あか理りは視線を逸そらして乾いた笑いを漏もらす。自分が宇宙空間機動を不得手としていることは、朱理もしっかり自覚していた。

「シミュレーターって苦手なのよねぇ」

　その結果、口を突いて出たのは言い訳ともボヤキともつかない曖あい昧まいな答えだ。

　玲れい音ねは意味ありげな笑顔を保つことができず、吹き出してしまった。

「朱理はマリオンもあまり得意ではないですものね」

　二人が無人のコクピットに入室。

「動いている実感が無いと調子が出ませんか？」

　笑いを収めた玲音が操縦席に向かう途中、首だけで振り向いて流し目もどきの眼まな差ざしで朱理にそう訊たずねた。

「動いている実感？」

　しかし朱理には質問の意味がピンとこなかったようで、副操縦席に座りながら、隣となりの操縦席に身体からだを固定している玲音に鸚おう鵡む返しの反問を投げ掛ける。

　玲音は自動操縦を解除し計器をチェックしながら朱理の質問に答えた。

「もしかして、気がついていませんでしたか？　タイタニック・ドウルの操縦ユニットにはマスターに掛かるＧを中和する機能がありますけど、それも完全ではありません。機体の挙動がわずかに伝わってくるのです」

「へぇ……言われてみれば」

　朱理が空中を見詰めながら無意識にうんうんと頷うなずいている。

「実質的にはほとんど問題にならない程度の『揺れ』なのですが、一部のドウルマスターはこの技術的限界をむしろ積極的に役立てているそうです。そのわずかな体感で機体の挙動を把は握あくしているのですね。ガルトマンにもそういうマスターがいましたよ」

　計器を指差してチェックしながら話す玲音の声は少し懐なつかしそうだ。空くう宙ちゆう母艦ガルトマン。ソフィアが十隻せき保有する大気圏内外兼用大型ドウルキャリアーの二番艦にしてタイタニック・ドウル「朧月ミステイムーン」の専用母艦。その船について語る彼女の態度から、玲音がガルトマンで人間関係に恵まれていた、ストレートに言えば可愛かわいがられていたということが垣かい間ま見える。

　もっとも、朱理は自分のことに気を取られていて、玲音の見せた小さな感傷には気づかなかった。彼女は腕を組んで考え込んでいた。ちなみに、副操縦士の仕事を完全に忘れている。

「うぅん……今まで意識したことはなかったけど、玲音の言うとおりかも」

　玲音が朱理の感想に答えず、「発信準備完了」と小声で告げると、朱理は慌あわてて計器を見回し「発進準備完了、了解」と返した。

「発進します。……でも、やっぱりシミュレーターは使った方が良いいですよ。何と言ってもお手軽ですから」

　ここで玲れい音ねが話題を最初のものに戻す。

　今度は朱あか理りも前向きな姿勢を見せた。

「発進了解。そうよねぇ……。宇宙服の移動ユニットも動かすのに推進剤が必要だし、自主トレしたいからって申しん請せいしてもそう簡単には貸してくれないものね」

「そういうことです。朱理、管制官へ入港許可の通信を」

　既すでに低速で前進していた宇宙艇ていは、刻一刻と港に近づいている。

「おっといけない。磐いわ都とＮＰ、こちら磐都高等訓練校訓練艇ＭＣ〇七号。入港許可願います。こちら磐都高等訓練校訓練艇……」

　ＮＰはネイブルNaval・ポートPortの略。ＭＣはマリオネット・ドウル・キャリアの略だ。朱理の呼びかけを分かりやすく言い直せば、磐都軍港に対しマリオン輸送艇七号が入港許可を求める、という意味になる。

『こちら磐都ＮＰ。ＭＣ〇七号、入港を許可する』

　無論、申請が却下されるはずもなかった。
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　宇宙艇の入港は、三隻せきともほぼ同時だった。もう一隻の訓練艇に乗っていたのは蒼生あおいと龍りゆう一いち、教官艇に同乗していたのは吉き良らとレア。しかしレアはドウルマスターコースではなくオペレーターコースであり、訓練後の指導は別に行われる。ブリーフィングルームに集められたレアを除く四人の前には、訓練を担当した吉良ではなく、一回生主任教官のヤン＝アフマディーが立っていた。

「……今日の空戦訓練については以上。次に、今月の予定について」

　さっきの演習について細々とした指摘を受けていた四人の内、龍一、朱理、蒼生が「おやっ？」という表情を見せた。教練のスケジュールは基本的にオンラインで通知される。主任教官がわざわざ口頭で予定を告げる意味が三人には分からなかったのだ。なお、玲音は訓練校でどういう教練が実施されるか、あらかじめガルトマン艦長、ユースフ＝アモンから聞かされていたので驚おどろかなかった。

「今月は二回に分けてドウルマスターコース一回生の訓練航海を行う」

　磐都訓練校のカリキュラムは半年を一期として一回生から六回生に分かれている。九月に入学した彼ら一回生にとって、入学四ヶ月目にして初の遠征の知らせだ。蒼生と朱理の顔に、軽い興奮の色が浮かぶ。

　小型艇の操縦訓練とマリオンを使った空くう宙ちゆう戦せんの訓練で二人とも随ずい分ぶん宇宙に慣れていたが、長距離航海はこれが初めてだ。行き先が月の周りというのもまた期待感を弥いやが上にも高めていた。月は地球人にとって最も身近な天体であり太陽に次いで特別な星だ。夜空を見上げて宇宙に思いを馳はせる時、真っ先に「行ってみたい」と思うのは、古来より共通して月だろう。

　姉弟きようだいが期待に目を光らせて顔を見合わせる隣となりでは、龍りゆう一いちが「たった四人で？」という早とちりの疑問を顔に出していた。龍一は磐いわ都とアイランド潜入作戦の折──潜入したのは龍一ではなくロサをはじめとしたゲノムスの工作員だ──、ゲノムスの持つ唯ゆい一いつの空くう宙ちゆう母艦ナグルで月軌道の外側を飛んで来たので、訓練航海自体にそれほど興奮することはなかったのである。

　龍一の疑問は、アフマディーの次なる説明ですぐに解消した。

「一回の航海にドウルマスターコースの候補生八名と航法コースの候補生六名が参加する。君たち第四班は第三班と合同で十九日に出港となる」

　一回生ドウルマスターコース十六名を二グループに分けて訓練航海を実施するというわけだ。しかし航法コースの訓練生は二十名以上いたはずだから、一回に六名では参加できない生徒が出てしまう。おそらく航法コースの訓練生は、レアが在ざい籍せきしているオペレーターコースの訓練生と一緒に、別の機会が設けられているのに違いなかった。

　主任教官が四人の顔を見回す。勘かん違ちがいをしていた龍一が危うく目を逸そらしそうになるが、かろうじて踏み止とどまった。

「何か質問は？　無ければ本日はこれにて解散とする」

　アフマディーが退出するのを待って、四人は無言でブリーフィングルームを後にした。
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　校舎の外、然さ程ほど広くない訓練校の前庭で、朱あか理りが大きく息を吐き出した。

「はぁ～、緊張した」

「相変わらず朱理はブリーフィングが苦手なのですね」

　大きな伸びまでして見せた朱理へ、玲れい音ねが微笑ほほえましげに話し掛ける。蒼生あおいと龍一は朱理の姿を見て苦笑していた。

「ブリーフィングが、というより、教官が苦手なのよね……」

　朱理の答えは、全面的な肯定ではなかった。あるいは子供っぽい態度の言い訳が必要と感じたのかもしれない。

「主任教官殿が？」

　玲音には、彼女の回答が少し意外だった。

「ううん。あの人だけじゃなくて吉き良ら教官も何となく苦手。別に何が悪いってわけじゃないんだけど」

「お二人とも、紳士的な方だと思うのですけど」

　玲音が示した疑問に、龍一が少し角度の違う答えで横から絡からんできた。

「今時、紳士的じゃない士官の方が少ないさ。軍は特にセクハラ、パワハラにうるさいからな。下士官どころか、兵卒にもハラスメント防止を徹底している。むしろ民間の船長とか高級船員とかに横暴なタイプが多いくらいだ」

　横暴な民間の船長という龍りゆう一いちの指摘には玲れい音ねも心当たりがあった。だが彼女はそれを具体的に示すことはなく、むしろそこから話題を遠ざけた。

「傭よう兵へいさんもそうですよね。昔は占領地の略りやく奪だつとか居留民に対する暴行とか結構あったらしいですけど、今はほとんど耳にしません」

　玲音の意図を分かってのことかどうなのか、龍一が彼女の言葉に大きく頷うなずいた。

「国家解体戦争の原因が非正規軍の暴走だったから、だろう。素行の悪い傭兵なんて、どんなに腕が良くても雇やとう所は無い。元犯罪者だって傭兵をやっている間は行ぎよう儀ぎを弁わきまえている」

　朱あか理りが顔を顰しかめた。

　ポリスの正規軍人だった龍一が傭兵として生きてきた朱理の前で傭兵について語っている。それが彼女には不愉快だったのだ。マスターコースの模も擬ぎ戦せん訓練は基本的に四人一組で面子メンツが固定されている。さすがに丸三ヶ月も少人数で顔を突き合わせていれば気心も知れてくる。この程度のことで喧けん嘩かを吹っ掛けたりはしないが、眉み間けんに皺しわを寄せるくらいのことは、逆に遠えん慮りよが無くなっていた。

　しかし、傍はたから見ていればそういう態度はやはり気を揉もむものだ。不機嫌を隠し切れていない朱理を龍一たちの目からかばう為ために、蒼生あおいが朱理の態度を茶化した。

「姉さんは堅苦しいのが嫌いなだけだよね。主任教官殿も吉き良ら教官殿もすごく真ま面じ目めな人だから」

　自分が不用意に見せた顰め面つらの所為せいで空気が悪化しないようにと振ふる舞まっている蒼生の気配りを朱理は理解していた。だが、弟の無神経なセリフに彼女自身の気分が害されたのは別の話だ。

「蒼生……それって、あたしがちゃらんぽらんな人間だって言いたいの？」

「えっ、いや」

　棘とげのある口調。いつもより低い声こわ音ね。自分が玲音と龍一に気を遣つかうあまり、姉の感情を蔑ないがしろにしていたことを蒼生は覚さとった。だが言ってしまったことは、無かったことにできない。

「あんたが丸めて置きっ放しにしていた洗濯物を毎回毎回畳たたんであげていたのは誰だれだと思っているの」

　しかし、この恥ずかしい反撃は看過できなかった。

「何時いつの話だよ！」

「まだ一年前の話よ！」

「うぐっ」

　しかし蒼生の抗弁は余計に傷を深くする結果に終わった。

「まあまあ。蒼生君は男の子ですものね」

　そこに玲れい音ねが、笑顔で仲裁に入る。

　かばわれたセリフにショックを受けて絶句する蒼生あおい。

　蒼生が受けたダメージを理解して、龍りゆう一いちが面白そうに蒼生と玲音を眺ながめる。

　しかし玲音は既すでに朱あか理りへ目を向けていて、自分と蒼生へ交互に向けられている龍一の視線に気づいていない。

「ところで朱理、本当にそんなことをしていたのですか？」

「んっ？　そんなことって？」

「ですから、蒼生君の洗濯物を畳たたんであげていたということですよ」

　玲音はそれと意識せず、蒼生の傷口を抉えぐっていた。

「うん、本当よ。家にはロボットクローゼットなんて気の利きいたものは無かったからね」

　朱理も弟に与えるダメージのことを忘れて、無む邪じや気きに答えている。

「そんな贅ぜい沢たく品ひんは軍の宿舎にもありませんでしたけど……。そうではなくてですね」

「うん？」

「その……、洗濯物って」

　下着もなのか、と玲音が訊きき掛けたところで、

「ストーップ」

　龍一が玲音の視線から蒼生を隠すように立って、会話に割って入った。

「はい？」

「どうしたの？」

　玲音と朱理の不思議そうな顔に、龍一は蒼生に対する同情を覚えた。

「玲音、それ以上は勘かん弁べんしてやれ。武士の情けだ」

　龍一が蒼生の方へ目を動かす。玲音はようやく彼の言いたいことを察して、「あっ……！」と口に手を当てた。

「えっと、蒼生君？」

　申し訳なさそうな声で、玲音が蒼生の名を呼ぶ。

　しかしこれは、止とどめを刺しに行くようなものだった。

「先に戻ります！」

　宿舎へダッシュする蒼生。呼び止めようと手を上げて、玲音は決まり悪げにその手を下ろす。

「蒼生ったら、一体どうしたのよ」

　朱理は一人だけ男心（少年心？）を理解していなかった。
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　彼らが宿舎の食堂ではなく学校から数ブロック離れた飲食街に来ていたのは、龍りゆう一いちが「偶たまには外で食べよう」と蒼生あおい、朱あか理り、玲れい音ねを誘った結果だった。放課後の気まずい空気を明日に引きずらない為ための配はい慮りよだが、少々荒療治気味ではある。案の定、蒼生はかなり渋しぶったが、そこは男同士だ。龍一は兄貴分的なポジションを利用して蒼生を強引に連れ出した。

　一方の女性陣はといえば、玲音は龍一の心配りに感謝し躊躇ためらいを自分で乗り越えて、何でもないような顔で誘いに応じている。朱理はそもそも蒼生が何を気にしているのか分かっておらず、「親しん睦ぼくの為にみんなで食事」という建前をそのまま信じて最近親しくしているレアを連れてきていた。もっとも、無関係の第三者が混ざってくれるのは蒼生にとっても玲音にとっても、この場をセッティングした龍一にとってもありがたいことで、これは朱理の意図せぬファインプレーだったと言えよう。

　龍一と蒼生はレアとそれほど親しいというわけではないが、レアは外見も性格もマスコット風の可愛かわいい少女で彼女がいるからといって緊張することはない。実は人見知りをする玲音も、レアに対しては気を許している。

　五人が訪れたのは、そこそこ大きなレストラン。ただし高級店というわけではなく、訓練生の懐ふところにも優やさしい。彼ら以外にも磐いわ都と訓練校の生徒と思おぼしきグループの姿がちらほら見える。彼らにとっては上級生の可能性が高かったが、昔の軍学校と違い、いちいち挨あい拶さつに出向く習慣は残っていない。

　予約はとっていなかったが（そもそも予約していくような店ではない）、六人掛けのテーブルが都合良く空あいていた。腰を下ろした順番は玲音、朱理、レア、向かい側に蒼生、龍一。

　運ばれてきた料理に箸はしを付けて──洋食であるにも拘かかわらず、レア以外は全員箸を使っていた──朱理が満足げに声を上げた。

「外食も偶には良いいわね。宿舎のご飯も不味まずくはないんだけど」

　龍一が苦笑というには上機嫌な表情でそれに応こたえる。なお、彼だけが低濃度とはいえアルコール飲料を注文していた。

「軍隊のメシは昔から栄養第一と相場が決まっているからな」

「コストもですよ。安くて栄養価の高いものを、ですね」

　使い古された龍一のセリフに、お愛想で相あい槌づちを打ったのは玲音。

「それはあたしたちの懐も一緒ね。美味おいしいからっていつも外食してたらたちまちお財布が空からになっちゃう」

　割と真ま面じ目めな、というか本気の答えを返したのは朱理だった。

「お洋服を買うお金も無くなってしまいますね」

　すかさず玲れい音ねが、今度は本心からの同意を示す。

　そこへ割り込んだ龍りゆう一いちのセリフは、女性を前にしていることを考えると不適切なものだった。

「そっちの方が無む駄だ遣づかいじゃないか？　アイランドでお洒落しやれと言ったって……」

　玲音の服装に改めて目を向け、龍一のセリフがフェードアウトする。

　今日の玲音は腰から上がタイトで腰から下がフワリと広がった光こう沢たく素材のミニワンピースに透明感のある素材のスキニーパンツというサイバーファッション。靴くつも爪つま先さきやかかとが半透明で、ちょっと見にはサンダルと錯さつ覚かくするに違いない物だった。ペディキュアを塗ったピンクの爪先が透けて見えている。

　朱あか理りもまた、ボーダー柄のセーターにショートパンツ、左右の足の色が違うカラータイツにハイカットスニーカーというそれなりにお洒落な出いで立ち。磐いわ都とアイランドに来るまで「着た切り雀すずめ」と大差の無い生活をしていた朱理がお洒落に目覚めたのは、言うまでもなく玲音の影えい響きようによるもの大だった。

　二人の女性から興きよう醒ざめの視線が向けられる。救いはレアが便乗していないことか。

　もっとも、視線の抗議だけで済むはずもなかったが。

「龍一ぃ……それはちょっと、無神経かも。女心に理解が無いともてないぞ？」

　朱理のストレートな非難より、

「龍一さんはせっかく格好良いいのですから、もったいないですよ」

　玲音の褒ほめ殺しが龍一に大きなショックを与えた。

　絶句した龍一をかばって、蒼生あおいが慌あわててフォローに入る。慌てているお蔭かげで、彼はさっきの気まずい空気を忘れ去っていた。

「あの、俺おれ、玲音さんに訊ききたいことがあるんです」

　蒼生の口調が硬いのは、先さき程ほど弄いじられた記憶を引きずっている所為せいではない。丸三ヶ月が過ぎても、蒼生は玲音に対してずっとこの調子だ。

　しかし、口に出しては「気軽に話して」と言っている玲音だが、本音はまだ年下とはいえ異性の蒼生に対して打ち解けているとは言い難がたい。だから、このくらいの距離感を保ってもらえる方が彼女にとっても実のところ好ましかった。

「何ですか、蒼生君」

　一方で龍一に対しても、からかい続けたくなるほどには親近感を懐いだいていないので、話題転換に抵抗感は無かった。むしろこの場では朱理の方が「もう止やめちゃうの？」という不満を懐いていた。

「ええと、空くう宙ちゆう戦せんのコツというか、宇宙でスラスターを操りながら白兵戦をするコツみたいなものはあるんですか？　俺なんかスラスターに気を取られると手元が疎おろそか、武器に意識を割さくとスラスターがお留守って状態で……」

　いきなり真ま面じ目めな話になってしまったが、この話題には龍一も身を乗り出してきた。

「それは俺おれも訊ききたい。玲れい音ねはフリー遊泳と全く同じレベルで宇宙空間を移動しながら白兵戦をこなしているじゃないか。どうやってスラスターをコントロールしているんだ？」

　朱あか理りも興味津しん々しんという目を玲音に向けている。

　玲音は三人の視線にプレッシャーを覚えていたが、何とか笑顔を崩さずに答えた。

「それは私がＭＩＴＵミツツを使っているからですよ。朱理も蒼生あおい君も龍りゆう一いちさんも操縦はＮＩＴＵニツツじゃないですか」

　玲音の指摘に三人が良く分かっていない顔で頷うなずく。

「ご存じのとおり、肉体に対する命令に機体の動作が百パーセント同調するＮＩＴＵニツツより、思念波で機体を操作するＭＩＴＵミツツの方が、自由度が高いのです」

「待った。ご存じのとおりと言われても、あたし、ＭＩＴＵミツツのことはよく知らないわ」

　いきなり話の腰を折られて玲音が動揺する。どうしよう、という風に視線をさまよわせていたが、幸い朱理がちゃんと会話のつながりをつけてくれた。

「ＭＩＴＵミツツは思念波でドウルを操作するのよね？　それって、テレパシー・オーダー・システムみたいなもの？」

　こういう風に明らかな正解の有る質問をしてくれれば、玲音も答えやすい。──彼女のコミュニケーション能力は、意外に低いのかもしれなかった。

「ええと、似ているけれども違います。テレパシー・オーダー・システムは思念波を使い、思考によって人工知能に命令を下すものですけど、ＭＩＴＵミツツは自分の身体からだをどう動かすかという意思を、それが神経パルスに変わる前に思念波を読み取って機体に伝えるものです」

「それってＮＩＴＵニツツと何処どこが違うの？　神経パルスと思念波という違いはあっても、自分の肉体に対する命令を機体の制御信号に変えるという実質的な仕組みは同じだと思うんだけど」

　朱理の指摘に、玲音は少し考え込んだ。訊かれたことが分からないというより、どう説明すれば良いいのか迷っている様子だ。

「朱理、運動を命じる神経パルスは実際に存在する運動神経にしか通らないでしょう？」

「そりゃ、当然ね」

　まさしく当然の話だ。深く考えず、ほとんど反射的に朱理は頷いた。

「でも、身体を動かそうとする思念は、肉体に対する実際の命令以外にも、色々な情報を含んでいるのです。例えば歩く為ために必要な情報は主に足の筋肉に対する運動命令で、手の動きや腰の動きがそれに伴うわけですが、歩くという思念は筋肉を動かすという無意識の命令以外に、前に進むという意思が含まれています」

「まあ……そもそも前に進もうと思わなければ、歩くという動作も生じないわね」

　今度は頷くまでに少し間があった。

「でもそれは、肉体を動かす為だけに限って言えば余分な情報です。ＮＩＴＵニツツは歩く為の動作に必要な情報しか機体に伝えません」

　この玲れい音ねの指摘に納なつ得とくの声を上げたのは龍りゆう一いちだった。

「なるほど、そういうことか。ＮＩＴＵニツツは上昇する、降下するという意思を持っても、それをジャンプする、手を上に突き出す、あるいはコントローラーを操作するという身体からだの動作に直結する形でしか読み取れない。しかしＭＩＴＵミツツは、上昇するという意思、下降するという意思そのものを機体に伝えることができる。だから身体の動作を伴わずにスラスターを操作できるというわけだ」

「そのとおりです、龍一さん」

　玲音が「正解です」というようににっこり笑った。そしてすぐに言葉足らずだったと考えたのか、彼女はただし書きのような補足を加える。

「もっとも、そういう余分な情報を機体の運動に反映させる為ためにはコツが必要で、私も思いどおり動けるようになるまで結構時間が掛かりましたけど。でも、宇宙空間機動におけるＭＩＴＵミツツの優位は確かなものだと思いますよ。宇宙は、歩いたり走ったりできないのですから」

　蒼生あおいは玲音の言葉を熱心に聞いている。それに対して、朱あか理りは未いまだに懐疑的な態度を崩していなかった。

「でもさ、いくらＭＩＴＵミツツでも曖あい昧まいなイメージはコマンドに変換できないんでしょ？　言葉にするのと同じくらい明確な思念じゃないと機体に伝わらないって、この前の授業で教わったわよ？」

　もっとも、朱理は玲音に喧けん嘩かを売っているわけではない。疑問を疑問として口にしているだけだ。それは玲音にも分かっていた。だから朱理の言い方が少々まずくても喧嘩にならずに済んでいる。

「明確な、といっても命令文にする必要はありませんよ？　単語の羅ら列れつでも構いませんし、映像イメージでも良いいのです。アレクトーだって慣れてくれば同時に二機、三機をコントロールできるのですから、機体の手足とスラスターを同時に操作するのも特別な技術というわけではありません。レアちゃんもそう思いますでしょう？」

　ただ自分一人で朱理を納得させる自信が無くなったのか、玲音はレアに助け船を求めた。

　デザートを一口一口、じっくり味わいながら食べていたレアだったが、突然話を振られても慌あわてず、名残なごり惜しそうにスプーンを置いて玲音の問い掛けに答える。

「ええと、二機程度なら……。でも、三機までしかコントロールできないアレクトーオペレーターが一般的ですから、やはり才能に依い存そんする部分は大きいと思います。例えばカーティス少しよう尉いは八機のアレクトーを同時にコントロールされていますけど、あたしがこれからどんなに訓練しても同じことができるとは思えません」

　レアの謙けん遜そんとも取れるセリフに、玲音が小首を傾かしげた。

「レアちゃんなら良い線行くと思いますけど」

　玲音はからかっているのではなく、本気で言っている。それが分かるので、レアは頰ほおを染めて俯うつむいた。

　そこへ突とつ如じよ、聞き覚えのある、ただし訓練校の生徒のものではない声が玲れい音ねとレアの背後から割り込んできた。

「私の名前が聞こえたと思ったら、君たちも来ていたのか」

　生徒ではないが、磐いわ都と訓練校の関係者ではある。声だけでなく、覆おおい被かぶさるようにして二人の肩の間から顔までのぞかせたのは教官のマユリだった。

「あれ？　マユリさん、今お帰りですか？」

　朱あか理りのこの質問は、少し頓とん珍ちん漢かんなものと言って良いいだろう。マユリが借りている宿舎は訓練校を挟はさんでこことは反対側のブロックだ。少なくとも帰り道であるはずはない。誰だれかと飲酒付きの食事に来ていると考えるのが妥当だ。

　だがマユリは朱理の言葉を否定しなかった。

「ああ、ちょっとね。ご一緒させてもらってもいいかな？」

　かと言って肯定したわけでもない。何かがあってここにいるという答えだが、具体的な用事については口を濁にごしている。

　マユリの用事は実を言うと、教官の間で訓練航海に関して食事をしながら持たれたミーティングだった。マユリの他ほかに主任教官のヤン＝アフマディーや蒼生あおいたちの戦闘訓練教官を務めている吉き良らフリードリッヒ、航法コースの担当教官の姿も見える。議題は反太陽系連盟武装組織ゲノムス対策だ。ゲノムスは独力で纏まとまった戦力を宇宙に展開する能力を有している。今回の訓練航海に手を出してくる可能性も皆かい無むではない。少なくとも、海かい賊ぞくよりは脅きよう威い度どが高い。そのもしもの場合にどう対処するか、という相談だ。

　そんな話を誰が聞いているか分からないレストランでして良いものかと、第三者なら誰もが思うに違いない。もちろん話し合いは盗聴防止装置が備わった個室で行われ、会議が終わって一部の職員が飲み直す為ために残っているだけなのだが。──もっとも、外向きにいくら守秘措そ置ちをとっても意味が無いのだが、そのことはマユリもアフマディーも知らない。

　会議の席でマユリは、いざという時に備えて自分が「ヤマタノオロチ」で訓練航行中の宇宙母艦に随ずい行こうすることを主張した。だが、オービタルガードの職務を侵害するという理由で却下された。それが面白くないマユリは、酔よっ払いこそしていないものの既すでに結構吞のんでいた。態度に出ていなくても臭においでそれが分かるレベルだった。

「カーティス教官、部下のテーブルに割り込む上官は煙たがられますよ」

　だからこれは、玲音だけの意見ではなかった。もっとも、仮に玲音が一人で食事をしていたとしても同じ趣しゆ旨しの回答をしたに違いなかったが。

「つ、つれないな、レニー」

「一般論です。個人的にも同意見ですが」

　まさしくつれない玲音の答えに、朱理の追撃が加わる。

「マユリさん、お連れの方がお待ちですよ？」

　朱あか理りの見ている先には、教官の一団がテーブルについている。彼女の視線に気がついたのか、男性教官の一人が手を振り始めた。

　あちらのテーブルは相当出来上がっているようだ。

「見てのとおり、あっちのテーブルで女性は私一人なんだよ」

　確かに、あの雰ふん囲い気きの中で女性一人は辛つらいだろう。そう考えたのは玲れい音ねや朱理ではなく、蒼生あおいと龍りゆう一いちの男性陣だった。

「見てのとおり、このテーブルは一回生のみです、カーティス教官殿」

　だが蒼生たちが同情から口添えするより早く、玲音からけんもほろろなセリフが返される。

　彼女は知っていた。マユリがかなりの酒しゆ豪ごうであり、そこらの兵卒など足元にも寄せ付けない豪傑であることを。さっきも話に出たが、そもそも宇宙士官や宇宙兵に荒くれ者はいないのだ。紅一点でちやほやされることはあっても、ハラスメントで嫌な思いをすることなどほとんど考えられない。

　つまり、マユリの弱々しい態度は全すべて演技なのだ。

「レア、二人とも冷たいと思わないか？　この御お嬢じようさんたちに何とか言ってやってくれよ」

　マユリが噓うそ泣なきしながらレアの小さな身体からだに覆おおいかぶさる。

「えっ、あのっ、教官殿、やんっ！」

　ついでにレアの身体を撫なでまわすのも忘れない。

　レアは教官という自分より地位の高い者に泣きつかれたことと（高レベルＥＳＰ保持者のくせに、彼女にはマユリの噓泣きが見抜けなかった）普段他人に触れられることの無い部分をまさぐられたことですっかりパニックに陥おちいっている。

　既すでにマユリは泣き顔を取り繕つくろうことも止やめて、楽しげに笑っている。

　朱理は白けた顔で、マユリが来る前のテーマに話を戻した。──マユリをいない者として扱うことにした、とも言う。

「スラスターの思念操作かぁ。玲音の言ってることは理解できるんだけど……あたしにはそんな器用な真似まね、できそうにないわ」

「朱理はＮＩＴＵニツツに慣かん熟じゆくしていますから余計にそう感じるのでしょうね。ＮＩＴＵニツツに対して朱理ほど高い適性があれば、操縦システムを変えるのは確かに止めた方が良いいでしょう」

　玲音もマユリのことは完全無視の態勢だ。

「俺おれも無理だ。今いま更さらＭＩＴＵミツツに転向して今以上に戦えるとは思えない」

　龍一もレアの幼い痴ち態たいから目を背そむけて、朱理の意見に同意を示した。

「龍一さんはＳＩＭＡシーマ指数も高そうですし、ＭＩＴＵミツツも扱えると思いますが……」

　玲音は自分の呟つぶやきを否定するように首を振った。

「確かに、操縦システムの適正はＳＩＭＡシーマ指数で決まるものではなく、最終的には向き、不向きですしね」

　俯うつむき加減に考え込む表情から一転、玲れい音ねは顔を上げて蒼生あおいに笑顔を見せた。

「そういう意味でも、蒼生君はＭＩＴＵミツツに向いていると思いますけど。一度試してみてはどうでしょうか」

　一人、マユリのセクハラを無視できずオロオロしていた蒼生も、玲音に話を振られて一いつ瞬しゆんで意識の焦点が移動した。

「そ、そうですね」

　玲音の笑顔に蒼生がしどろもどろになりながら答える。

「玲音……あんた、一人で訓練するのが退屈なだけなんじゃないの」

　朱あか理りが弟へ冷ややかな眼まな差ざしを向けた後、悪ぶった表情でツッコミを入れた。

「ばれちゃいましたか」

　玲音が小さく肩をすくめながらおどけた声で答える。

　それを聞いて蒼生ががっくり肩を落とす。

　分かりやすい態度に、龍りゆう一いちがにやにやしながらその肩を叩たたいた。

「きゃっ、教官！　そこ、だめです。やめてください、あんっ！」

　幼い少女の（といっても今月で十六歳だ）尊とうとい犠ぎ牲せいの上に、四人の若きドウルマスターたちは親しん睦ぼくを深めていた。
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　叩きつける雨と吹き荒すさぶ風。

　西暦二四一七年十二月二日、オーストラリア大陸北部は二十年ぶりという大型で極めて強い勢力のサイクロンに見舞われていた。

　しかしこの暴ぼう威いをものともせず、機械仕掛けの巨神たちは行進する。

　ケアンズポリスの城じよう壁へきへ確実に近づいて行くブリスベン反乱軍のドウル十八機。

　むしろポリスの防衛機構が、この暴風雨で機能不全を起こしていた。

　方形の城壁、その四よ隅すみに建つ円筒形の要よう塞さい。防衛タワーが備える高出力レーザーは濃密な雨滴で全く役に立たず、巨大な砲座から放たれるロケットモーター内蔵の貫かん通つう弾だん──着弾と同時にロケットモーターが点火し、その爆発的な推進力で慣性制御に守られた機体を撃ち抜く巨大な杭くい──も、正確な照準を得られない。

　役に立たない防衛用長射程火器に代わって、扁へん平ぺい低重心の高速突撃戦車三十輛がケアンズポリスから出撃する。高速突撃戦車は主砲塔の代わりに電磁力で打ち込む衝しよう角かく、パワード・ラムを装備し、体当たりでドウルの足を止める軽戦車サイズ（全長六メートル）の遠えん隔かく操作無人装軌車両だ。タイタニック・ドウルの迎撃に特化した、一種の自走地雷と言える。

　突撃戦車の接近を見て、ブリスベン反乱軍のドウルはバックパックをパージした。巡航機動から戦闘機動に移行したブリスベンポリスの主世代機「アトラス」がスピードを上げる。

　突撃戦車がその名のとおり突進し、接触状態からパワード・ラムを射出。

　アトラスは地面すれすれを走り回る戦車に、上から白兵戦用武装を叩たたきつける。

　対ドウル戦に特化した兵器だけあって、接触を成し遂とげた戦車は自分が破壊されるのと引き換えにアトラスの片足を貫つらぬき、進撃を止めることに成功する。だが出動目的を達成した戦車はわずか三輛りよう。三機のアトラスを歩行不能に追い込んだだけで突撃戦車隊は全滅した。

　ここに至り、ケアンズポリスはようやくドウル隊を出撃させた。機体は同じアトラス。外装が違うだけで中身は東京ポリス開発の金こん剛ごうであり、オーストラリア大陸のポリスは全すべてアトラスを制せい式しき機きとしている。

　出撃した機体数は十二機。ケアンズポリスは元々軍事面でブリスベンポリスに依い存そんしており、ドウルの保有機数は二十機と少ない。ケアンズがドウルの出撃を渋しぶったのは、決して理由のないことではなかった。

　機体だけでなく、装備も両軍同じだった。サイクロンの影えい響きようを受けるのでガンジャベリンは使用せず、シールドも風の抵抗を減らす為ためにトラス構造の網目状の物を使用している。武装はジグソーアックス。リーチよりも取り回し優先だ。機体のカラーリングも同じ、アースカラーに両肩が青。外見で敵味方の区別を付けることができない状態だが、ドウルマスターの視界では機影に重なって識別マークが常に表示されているので同士討ちの心配は無い。

　軍事面をブリスベンに依存しているといっても、ケアンズのドウルマスターの腕が劣っているわけではない。

　機体性能、武装、ドウルマスターの操縦技術、全てが互角。

　そうなれば、十五機対十二機の三機の差が優勢と劣勢を分ける。

　天候が普通なら長距離を行軍してきたブリスベン反乱軍より出撃したばかりのケアンズ軍の方が有利なはずだが、暴風雨に対する慣れが反乱軍に有利に働いた。

　互いの慣性制御力場を食い合い、激しく打ち合わされるジグソーアックス。盾たてで受けきれなかった動力鋸のこぎりの刃やいばが装甲を削けずり、腕に、肩に、胴体に喰くい込む。

　ダメージを受けた機体は、その損傷の度合いに応じてサイクロニクス機関の効率低下に見舞われる。

　打ち込まれる斧おのに、弱った機体の首が飛ぶ。

　十五対十二が十四対十になり、十三対七になり、十二対四になる。

　ケアンズ軍が遂ついに、撤てつ退たいを始めた。

　ブリスベン反乱軍はその後にぴったり食いついて、城じよう壁へき内への侵入を図る。

　反乱軍のドウルが、防衛軍のドウルに追いつこうとした、ちょうど、その時だった。




　天上から、新たな機神が降こう臨りんした。




　分厚い黒雲の中から、中央アジアの草原を連想させる緑色のドウルがブリスベン反乱部隊の前に立ちふさがる形で降りてきた。

　落ちてきた、という表現の方が相応ふさわしく思える速度だが、落下の地じ響ひびきは無く地面にクレーターは作られず機体に損傷も一切見られない。サイクロンの影えい響きようを全く受けず、むしろ暴風のエネルギーを利用して接地寸前で減速し足あし跡あとも印しるさず着地したタイタニック・ドウル。その背中には特徴的な、Ｘ字型の固有兵装。

『あれはまさか……ルドラ？』

『ソフィアのルドラか!?』

『暴風のドルジ！　何であいつが!?』

　反乱軍の通信回線を、おののく声が飛び交う。

『カテゴリーⅤフアイブのサイクロンで空くう宙ちゆう母艦は使えないんじゃなかったのかよ！』

　ブリスベン反乱軍ドウル部隊は、酔すい狂きようで二十年ぶりという激しい暴風雨の中を進んできたのではない。彼らはソフィアの介入を防ぐ為ためにカテゴリーⅤ、最大風速が秒速七十メートルを超えるサイクロンの襲しゆう来らいに合わせてケアンズ占領作戦を決行したのだった。

『この嵐あらしの中を降下してくるなんて、クレイジーすぎるだろ！』

　反乱軍ドウルマスターの叫びは、常識に照らせばもっともなものだった。

　しかしルドラのドウルマスターにしてエクサーであるボルジギン＝バートリーン＝ドルジには、常識に合わせなければならない義理が無かった。

　エクサーとは、常識から外れた、規格外Extraの能力Abilityを持つ者のことなのだから。

　ルドラが左手に持っていた槍やりのような物を、圧縮整地した地面に突き立てた。

　反乱軍のアトラスが反射的に後退する。しかしこれは必要の無い、過か剰じよう反応だった。何故なぜなら、この「槍のような物」は兵器ではない。これは中継アンテナにすぎなかった。

　そこからブリスベン反乱軍部隊に対して撤てつ退たい勧告が送信される。

『こちら太陽系開発機構直属軍ソフィア所属、グリンブル艦長のアカイ大たい佐さだ。ケアンズポリスへ侵攻中のドウル部隊に告げる。直ただちにケアンズポリス防衛圏内から退去せよ。速すみやかに退去するならば攻撃はしない。繰り返す。退去するなら攻撃しない』

　むしろこの「槍」は、反乱部隊に対してチャンスを与える物だった。

　撤退を勧告する通信を聞いて、反乱軍のアトラスが更さらにジリッと後退する。巨人たちは乗り手の神経インパルスをトレースして顔を見合わせた。

　ルドラが右手に持つ大だい刀とうを大きく一振りして反乱部隊を威い嚇かくする。それが、反乱部隊にとってきっかけになった。

　アトラスがかろうじて隊列を維持したまま撤退を開始した。

「ちっ……つまらん」

　その光景をルドラの操縦席で見ていたドルジが、不満そうに舌打ちを漏もらす。

　ブリスベン反乱軍のケアンズポリス侵攻は両軍の激突から一時間、ルドラの登場から十分間で終息した。
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　太平洋中央海域海中の補給基地に身を潜ひそめていたゲノムス空くう宙ちゆう母艦「ナグル」へ、補給基地経由で本部からの通信が入る。

　それをオペレーター席ですぐに確認したナグル総合オペレーター、フェリシア＝リン（通称シア）が、艦長のロペスに立ち上がって報告した。

「隊長、本部から電文です」

「リアルタイム通信ではなく電文か。あまり楽しい話題ではなさそうだな」

　ナグル艦長、ホセ・アントニオ＝ロペス＝ミュラーは、それだけでオーストラリア東海岸解放作戦が失敗したことを覚さとった。

　ブリスベンからケアンズにつながる地帯を制圧すればクイーンズランドの豊富な鉱物資源を押さえることができた。ケアンズを連盟の勢力下から離脱させるだけでもファー・ノース・クイーンズランドのボーキサイトを手中に収めることができたはずである。

　連盟──太陽系開発機構の当初の設立目的は、世界の天然資源の共同管理。故ゆえに鉱物資源の一大産出地域を勢力下に置くポリスの離反は、連盟の存在意義を大きく損なうことになる。たとえ天然資源の共同管理の為ための組織という名目が形式上だけのものだとしても、オーストラリア東海岸解放は連盟の支配体制に大きなダメージを与えることが予想されていた。それだけに、この作戦の失敗はロペス個人としても、失望を禁じ得なかった。

　作戦が成功した時はリアルタイム通信で、失敗した時は批判されることを避ける為に電文で。人情としては仕方の無い部分もあるかもしれないが、これはロペスがかねてから苦々しく思っている悪あしき習慣だった。失敗した時は、せめて仲間内の罵ば倒とうくらい甘んじて受けるべきだと彼は考えていた。その程度の嫌いやな思いもしないのであれば、失敗を直視し反省しようという動機が生まれないではないか。

「読み上げてくれ」

　それでも、通信内容を確認しないわけにはいかない。ロペスは聞きたくないという気持ちを捻ねじ伏せて、シアに口頭報告を命じた。

「はい」

　シアが読み上げたメール文は、ロペスが予想したとおり、ブリスベン反乱工作が上手うまく行かなかったことを告げていた。そして末尾に、ナグルに対する指示が付け加えられていた。

「今回の失敗を省みるに、ソフィアの専用機に対抗できる機体の早急なる地球配備が不可欠。ナグルは如月きさらぎ龍りゆう一いちの回収を急がれたい──以上です」

　ロペスが苦笑と嘲ちよう笑しようの掛け合わさった笑いを浮かべる。彼は本部の態度に呆あきれていた。

（現有戦力を所与のものとして作戦を立案すべきなのに、戦力不足を失敗の言い訳にするとは酷ひどい心得違いだ。以前はこのような醜しゆう態たいなど見せなかったのだが……）

　少し懐かい古こ気分に陥おちいりかけたロペスは、ふと気になったことをシアに質問した。

「もしかして本部では、作戦スタッフが入れ替わったのか？」

　ロペスは、ゲノムス本部で作戦立案に携たずさわるスタッフの質が落ちているのではないかと考えたのだ。

「最近、本部で大幅な人事異動があったという情報はありません」

　しかし、シアの回答はロペスの推測を否定するもの。それは、より悪性の病巣が存在する可能性を示し唆さしていた。

　──作戦スタッフのプランを故意に改悪し、わざと失敗を演出している可能性。

　鉱物天然資源の分配権限と、航空・航こう宙ちゆう手段の独占による圧倒的な武力が太陽系連盟の支配力の源泉だ。これにより連盟は、ポリスの上位機構として実質的に世界を支配している。

　ロペスはその支配体制に、最近ひびが入ってきているのを実感している。表面上従順なふりをしながら虚きよ偽ぎの報告や裏でサボタージュを行うポリスが増えてきている。二十年前は夢物語でしかなかった、七年前にあの事件が起こった当時は狂人の妄もう想そうに等しかったゲノムスの目指す世界が、ようやく実現性を帯びて見えてきた。

　だからこそ、だろうか。

　ゲノムスは、首領のプルトンは、太陽系連盟の支配を打破し世界に活気を取り戻すというゲノムス自身の掲げる目標の実現を目指していない。それどころか、妨ぼう害がいしようとしているのではないか。首領は太陽系連盟に支配された現体制の維持を本当は望んでいるのではないか……そんな疑念を懐いだかせる動きが、見え隠れし始めている、気がする。

「隊長、如何いかがなさいましたか？」

「いや、何でもない」

　ロペスはその思いつきを心の中でねじ伏せ、

「直ただちに発進する」

　シアの質問に答える代わりに、ナグルの発進を命じた。

「本部に補給船の手配を打電しろ」

　これは、大気圏離脱により消費した推進剤を中高度軌道で補給する為ための措そ置ち。ナグルに固有の手順ではなく、ソフィアの空くう宙ちゆう母艦でも同様のことを行う。

「全艦発進準備」

　シアが艦内放送に呼び掛けながら、ゲノムス本部に向けた定型文を送信する。

「補給船の手配、完了しました」

　本部からの回答は、すぐに返って来た。

　シアの報告に、ロペスが頷うなずく。

　その間にも、ナグルの全部署で発進準備が進んでいた。

『機関室、発進準備完了』

『格納庫、発進準備完了』

　元々ナグルは何時いつ発進が告げられても良いいように、待機状態にあった。その艦内各所から次々に準備完了の報告が入る。

『グリフォン隊、準備完了』

　最後に今回の寄港でナグルに再着任した、ドウル小隊を指揮する隊長のウェイからドウルマスターが全員所定のシートに着いた旨むねの報告が届く。

「補給ステーションとの連結を解除」

　推進剤と生活物資の補給はとっくに終わっている。ロペスの命令により、ナグルは海中補給基地と有線接続していた通信線と電力ケーブルの連結を解いた。

「ステーションとの連結解除、完了」

　シアの報告を受けて、ロペスはすぐさま発進を命じた。

「ナグル、発進」

「ナグル、発進します」

　操そう舵だ手しゆが発進命令を復唱し、ナグルが動き出す。

　ナグルはソフィアの空くう宙ちゆう母艦と異なり、水中航行用のエンジンを積んでいる。その代わり低速域用航空エンジンの搭載が犠ぎ牲せいになっているが、この艦の性質を考えれば水中エンジンは欠くことのできない装備だ。

「浮上地点に到達しました」

「浮上せよ」

「ナグル、浮上します」

　その必要性とは、基地の所在地隠いん蔽ぺい。その為ため、水中エンジンも速度より対探知性に重きを置いている。

　水中エンジンを切って慣性航行に移行しつつ、着水用の折り畳たたみ式フロートに海水を注入。それを電気分解して浮力を得る。

　ナグルは前進を止め、海流に揺られながら海面へ浮上していく。

「海面まであと五十メートル」

「メインスラスター、点火準備」

『機関室、了解』

「海面まで十、九、八、七、六、五、四、三、二、一、浮上しました」

　空くう宙ちゆう母艦の艦橋に、外を直接視認する窓は無い。だが身体からだに伝わる振動で機体が海面上に到達したことが艦橋にいる全員に分かった。

「メインスラスター、点火します」

　操そう舵だ手しゆの声と共に、身体がシートに圧おしつけられる。

「フロート、収納」

　フロート内部の水素と酸素がスラスターに推進剤として転送され、フロートが折り畳たたまれて機体内部に吸い込まれる。

「ナグル、離水」

　身体に伝わる水の抵抗が無くなった。

　ふわりと浮かび上がる、宇宙の作戦時間が長いロペスには最も早はや懐なつかしいと感じる感覚が彼の身体を包む。

「音速突破、マッハ２、マッハ３、マッハ４」

「スクラムジェットエンジン点火、メインスラスター停止」

「エンジン、切り替えます」

　ロケットモーターが停止し、大気圏内用スクラムジェットエンジンに切り替わる。このまま中間圏上層まで上昇し、そこでロケットエンジンに再切り替えして衛星軌道に上がる。それが打ち上げ用マスドライバーを使えないナグルの大気圏脱出手順だった。

　ロケットエンジン再切り替えまでは計器から目を離すことができず、飛行に関係の無い話はできない。高度五百キロの低軌道まで上昇して後は自動飛行で補給船とのランデブーという段になって、ロペスがシアに話し掛けた。

「シア、磐いわ都と訓練校の訓練スケジュールをコンソールモニターに出してくれ」

「了解です、隊長」

　ロペスは艦長席の小型モニターに表示された訓練航海のスケジュールを見詰めながら独りごちる。

「……ちょうど良いいタイミングと言えば良いタイミングだ。ロサもそろそろ呼び戻さねばならないことだし、本部のごり押しが無くても頃ころ合あいか」

　ロペスの独り言がシアには聞こえていたが、彼女は口を挿はさまずオペレーターの仕事に専念していた。
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　教官の都合で次の訓練まで時間が空あいた蒼生あおいと龍りゆう一いちは、時間のつぶし方を相談した結果、昼食を訓練校の食堂ではなく外で取ることにした。

　玲れい音ねは現在、朱あか理りの宇宙遊泳訓練に付き合っているところだ。男二人は服装に金を使う必要が無い為ため、女性陣に比べて食事に資金を投入し易やすいのである。

　ゲートでそれなりのチェックを受けて塀へいの外へ出た所で、龍りゆう一いちは肩を叩たたかれた。

「ハイ、龍一。今からお昼？」

　話し掛けたのはロサだ。実は出入り口横の自動販売機コーナーで龍一が出て来るのを、彼女は見張っていたのだった。

　ただ、そんなことは蒼生あおいには分からない。龍一が偶たま々たま知り合いに声を掛けられた、としか思っていない。

「龍一、次の教練まで時間が空あいているでしょ？　たまにはあたしとご飯食べない？」

　蒼生は龍一から、ロサのことを横よこ浜はまポリスの人間だと紹介されている。恋人同士とまでは行かないものの、それに近い間柄だと蒼生は二人の関係を推測（邪じや推すい？）していた。

「龍一さん、俺おれ、姉さんの様子を見に行ってきます」

　となれば気を遣つかうのは、自分のことをもう大人おとなだと思っている蒼生にとって当然である。

「んっ？　ああ、すまんな」

　その気遣いに、龍一は形ばかりの感謝を示した。

「いいえ。じゃあ、また」

　蒼生は自己申告のとおり、宇宙遊泳訓練用のシミュレーション室へ向かう。

　その背中を目で追い掛けていたロサが、蒼生の姿が見えなくなったところで龍一に下心満載の笑顔を向けた。

「中々良さそうな子ね。彼、オートンの出身なんでしょ？　彼も誘さそえないかしら」

　龍一がロサに、からかうような性格の悪い笑みを向けた。

「年下趣味なのかと思えば、そういう興味か。確かに、可能性はあるな。中々筋も良いいし、あいつは多分エクサーだから戦力になるだろう」

　訓練生のＳＩＭＡシーマ指数はお互いに秘密となっている。また蒼生がインドラのドウルマスターに選ばれたことを知らされているのは、ソフィアの上層部とインドラの開発スタッフを除けば朱あか理りとマユリだけのはずだった。

　だが龍一は、蒼生がインドラに乗っていたことに薄うす々うす勘かん付づいていた。ドウルに乗って刃やいばを交えれば、生身で顔を合わせた時に何となく分かるものなのだ。自分がマクリールに乗っていたのを逆に気づかれないかと、龍一が時々不安を覚えるくらいだ。一応、マクリールにはＳＩＭＡシーマ波動から正体を覚さとられないようにする装置が組み込まれていると聞いてはいたが。

　ロサに対する自分の回答に触発されたのか、龍一は今もまさしくそんな不安な気分だった。しかしロサはそれに気づいた様子がない。あるいは龍一の不安感を刺激しない為に、わざと素知らぬ顔をしているのかもしれない。

　とにかく表面上は全くいつもどおりの態度で、ロサは龍一を隣となりの区画の小さなレストランに連れていった。

「いらっしゃいませ」

「こんにちは」

　丁てい寧ねいな態度で出迎えた男性店員に気安い態度で挨あい拶さつを返したロサは、勝手知ったるという感じで案内も待たずに店の奥へと進む。

　龍りゆう一いちは「いいのか？」という顔を店員に向けたが、店員は笑って「どうぞ」と言うだけだ。

　彼は仕方なく、ロサを追い掛けた。

　ロサが足を止めたのは小さな個室の中。彼女が席に着いたので、龍一もその向かい側へ腰を下ろす。個室のドアが、自動で閉まる。

「ここなら何を話しても外に漏もれる恐れはないわ。ここはゲノムスのセーフハウスなの」

　いきなりの暴ばく露ろに、龍一は驚おどろきを禁じ得なかった。

「訓練校のこんな近くにゲノムスの隠れ家があるのか!?」

　ロサは大したことではないという風に、等閑なおざりな感じで手を振った。

「前にも言ったでしょ。太陽系連盟の支配は、それほど盤ばん石じやくなものじゃない。軍事力によってようやく成り立っている、危ういものなのよ」

　納なつ得とくできないという表情の龍一に構わず、ロサは本題を切り出した。

「それより、いよいよ作戦が決まったわよ」

　そう言われて、龍一は何のことかすぐに察した。

「いよいよか」

　彼の顔には逸はやる思いだけでなく、ここの生活を名残なごり惜しむ気持ちも表れていた。

「決行は三週間後。訓練航海を利用する」

　ロサはそれに気づいていたが、作戦のこと以外口にしなかった。

「三週間後か。そろそろだとは思っていたが、急いでいる感は否いなめないな。何かあったのか」

「鋭いわね、龍一。まあ、そんなところも好ましいのだけど」

　頭の悪い男は嫌いなのよね、とロサが意味ありげな流し目をくれる。

　龍一は動揺を抑え込んでポーカーフェイスを保った。

「昨日、オーストラリア東海岸地域の解放を目的とする作戦が決行されたんだけど」

「ほう？」

　ロサがはっきり「解放作戦」と言い切ったことに、龍一はポーカーフェイスを忘れて軽く目を見張る。

「ブリスベンのドウル部隊に反乱を起こさせてポリスの機能を麻ま痺ひさせ、シドニーと連盟の目をブリスベンに向けさせた隙すきに、嵐あらしに紛まぎれてドウル部隊を本命のケアンズへ進軍させた……までは良かったんだけど」

「ケアンズのドウル部隊に迎撃されたか？　あそこの軍備はそれ程ほど大したものでもなかったはずだが」

　龍りゆう一いちの指摘に、ロサが色っぽいため息を漏もらした。

「ルドラよ」

「何っ？」

　その一言に、あまり興味が無さそうだった龍一が目の色を変えた。

「ケアンズのドウル部隊を敗走させて、撤てつ退たいするケアンズ部隊に紛まぎれてポリスに侵入する、直前までは上手うまくいったんだけど。ケアンズ隊を敗走させたところにルドラが降りてきた」

「ちょっと待て。昨日は確か、二十年ぶりくらいの大型サイクロンがオーストラリア北部に上陸したんじゃなかったか？」

「そうなのよね」

　ロサが肩をすくめる。その大おお袈げ裟さなジェスチャーが、彼女にはよく似合っていた。

「だから解放作戦の決行日を昨日にしたんだけど」

「いくらソフィアの空くう宙ちゆう母艦といえど、そんな強風の中で……」

　龍一が呻うめくように呟つぶやく。

「飛行するだけなら問題ないし、昨日のサイクロンくらいならナグルでもドウルを降ろせたわよ。無理をすればね」

　だがロサは、彼の驚おどろきに同調しなかった。

「無理をしたのか」

　当てが外れたな、という皮肉な笑みを龍りゆう一いちが浮かべる。彼としてはロサのとった直前の態度が感じの悪いものだったので、そのお返しをしただけのつもりだった。

　しかしロサはまるで気を悪くした様子もなく、両目を閉じてゆっくり首を左右に振り、首の動きを止めて片目を開くという意味深なジェスチャーを見せた。

「いいえ。グリンブルは予定どおり、姿を見せなかった」

　グリンブルはルドラの母艦だ。ルドラが戦場に現れた以上、それを運んできたのはグリンブル以外にあり得ない。

　辻つじ褄つまが合わないと首を捻ひねる龍一に、ロサはもったいぶらずタネを明かした。

「ルドラは雲の上から、単独で降下してきたの」

　今度こそ龍一は、驚きよう愕がくに捕らわれた。

「馬ば鹿かな、雲の上からだと!?　一万メートル以上の高度から降下したというのか!?」

「推定一万七千メートルから、単独で、秒速七十メートル超の風を突っ切って、ね」

　龍一が本格的に言葉を失う。

　ロサは「呆あきれた」という顔で乾いた笑い声を漏もらした。

「もちろん、ルドラはノーダメージで着陸したわ。落下の跡もできなかったそうよ。それで、ルドラの登場にびびった反乱部隊は一戦も交えずに撤てつ退たい。ブリスベンの反乱は連盟のお墨すみ付きを得たシドニー軍が鎮ちん圧あつ。それが昨日の顚てん末まつよ」

　ふうっ、と大きく息を吐いて、ロサが呼び鈴を鳴らした。

「不愉快なお話はこれでおしまい。後はお食事をしながら話しましょ」

　店員がすぐにやって来て、ロサからオーダーを取る。ここがゲノムスの拠点なら、店員もゲノムスのメンバーだろう。そう考えればこの親しげな雰ふん囲い気きも頷うなずける。

　ロサと店員は知り合いに違いなかった。そう思わせる空気が二人の間には流れていた。

　二人を前にして、龍一は疎そ外がい感かんを覚えていた。そして思う。ゲノムス入隊後も自分の立場はこのようなものかもしれない、と。そんな予感を龍一は覚えた。

　オーダーを終えたロサが龍一に目を向けた。店員も龍一を見ている。龍一は慌あわてて手書きのメニューの一番上に書いてあった一番高いコース料理を注文した（してしまったと言うべきか）。あんな女め々めしい思考を欠片かけらであろうと覚さとられるわけにはいかないと思ったのが、判断を必要以上に早めてしまったのだった。

　ロサは「何を焦あせっているのだろう」と訝いぶかしさを覚えたが、店員が個室から出て行くタイミングで詮せん索さくを止やめて作戦に意識を切り替えた。

「じゃあ、貴方あなたの脱走プランの説明をするわね」

「脱走というのは人聞きが悪いな。せめて脱出作戦にしないか？」

　自分でも気づかない程度に龍一は失調していたようだ。言ってしまった直後に「そんなのどうでも良いいだろう……」と自分でも呆れてしまうようなことを口走った。

　ロサもそう思ったようで、クスリと失笑を漏もらした。

「変なことに拘こだわるのね。別に構わないけど」

　ロサが笑いながら上うわ目め遣づかいに龍りゆう一いちの表情を窺うかがう。

　龍一が目を逸そらした。顔の色こそ変わっていないが、間違いなく動揺がその顔を過よぎっていた。

　ロサが満足げに含み笑いをこぼす。

「まだ詳細は発表されていないけど、今回の訓練航海はＬ１ベースから月孫衛星軌道を経て、Ｌ２のアウターゲート基地を回って、そこから逆のコースで帰還することになってる。脱出作戦は月からＬ２に向かう途中で決行よ。具体的な手順は……」

　密室であるにも拘かかわらず、ロサが声を落としテーブルに身を乗り出す。

　形の良い胸がテーブルの上で変形する。

　龍一は、そっと目を逸らした。
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　　　◇　◇　◇




　今日は日曜日。訓練校も古くからの習慣に従い、基本的に日曜日は休みだ。

　だが、施設が閉まっているわけではない。そこは普通の学校と違い、教官が必要と認めた訓練生、自分から申請した訓練生は自主的に訓練を行うことができる。

　他ほかの三人──龍一、朱あか理り、玲れい音ね──に比べて経験が不足していることを痛感している蒼生あおいは、日曜日も休みなくシミュレーターで訓練していた。

「早さ乙おと女め蒼生候補生、準備完了しました」

『よろしい。では訓練を開始する』

　そして彼の訓練にはたいてい、ゲノムスの潜入工作員である吉き良らフリードリッヒが指導教官として付き合っている。吉良には蒼生をいずれゲノムスに引き込むという下心がある。だがそれを別にしても、面倒見の良いい性格なのだろう。

『シチュエーションは地球上礫れき砂漠地域。砂すな砂漠ほどではないが、慣性制御のコントロールを怠おこたると足あし下もとがスリップして転倒することになる』

「分かりました、教官殿！」

『うむ。では、シミュレーションスタート』

　蒼生の視界に一いつ瞬しゆん、霞かすみが掛かった。次の瞬間、黒っぽい地面が何処どこまでも広がる礫砂漠の光景が彼の視野一杯に広がる。

　視野に接近するドウルの姿が映る。機種はギュゲス。蒼生が搭乗している機体もギュゲスに設定されている。

　敵がガンジャベリンを構えたのが見えた。回避の為ため、蒼生は左へ走る。

　蒼生の視界で景色が右に流れる。

　映像を見ている感覚は、ＮＩＴＵニツツとの一体化が不十分な証あかしだった。

　蒼生あおいは、機体から水平方向に慣性中和フィールドを展開した。その直後、ガンジャベリンの着弾を示すメッセージ。ダメージは無し。訓練校に来たばかりの頃ころはこの段階で機体に損傷を負っていたことを思い出し、蒼生は上達の手て応ごたえを感じた。

　自分の機体にかかる慣性を軽減し、足を止める。わずかにスリップして蒼生の機体が止まる。それが視界の移動で感じられる。

　並走していた敵機へガンジャベリンを向けて三連射。

　一発目を外し、後の二発はヒット。だが、敵機のダメージ判定は無し。慣性中和フィールドが展開された後では、ガンジャベリンはほぼ無効化される。シミュレーションで有効判定を取る為ためには狙ねらいに時間を掛けず、一発目で命中させることが必要だ。

　蒼生が舌打ちを漏もらす。即座にシミュレーターから注意アラートが返される。無効な音声コマンドはドウルの電子頭脳に余計な負担をもたらすことになるので、訓練ではわずかなノイズも注意の対象になる。

　アラートに気を取られて、次の動作に遅れが生じた。射撃の為に足を止めた蒼生の機体は、敵機にとってみれば標的が棒立ちになっている状態だ。

　蒼生が敵機に注意を戻すと、ガンジャベリンの銃口が自分に向けられていた。蒼生はとっさの判断で、回避よりも攻撃を選せん択たくした。盾たてを翳かざし、敵機に向かって突進する。

　敵機が引き金を引くのが見えたような気がした。

　走る速度を落とさずに、盾を顔の前に上げる。

　盾に命中判定。

　慣性制御の出力が低下しているという警告メッセージが視界の上部に表示された。しかし、それを読み取っている余裕は無い。

　蒼生は直線突進を止やめ、ジグザグにステップを踏む。足元が滑すべりそうになるのを感じる都度、自機の慣性制御を強化して体勢を維持する。ＮＩＴＵニツツであっても慣性制御は思念波操作だ。蒼生が磐いわ都と訓練校に来て自分の未熟を最も強く認識したのは、機体動作と慣性制御の並行操作ができていなかったという点だった。機体のコントロールを維持しつつサイクロニクス機関を操作するコツをようやく覚えたのは、わずか二週間前のことにすぎない。それでも未いまだに、慣性制御に気を取られると機体操作が甘くなり、今回も敵機が右側面に回り込むのを許してしまった。

　盾と反対の方から切り掛かる敵機に、蒼生は同じグレイブで応戦する。

　敵機と打ち合いながら、力の入らない片手半身の体勢を修整しグレイブを両手で構え直すことに何とか成功する。だがその直後、敵機のシールドバッシュを受け、蒼生は大きく体勢を崩してしまった。

　踏ん張って転倒を免まぬかれた蒼生だが、右肩に突きを受けて右腕を失う。

　サイクロニクスの効率十パーセント低下のレッドアラート。

　蒼生あおいは効率低下分の出力を、自分のＳＩＭＡシーマで補おうと力を込めた。

　意識を向けたことにより追加表示されたサイクロニクス機関の出力インジケーターが上昇する。

　だがまたしてもサイクロニクスに気を取られた蒼生は機体を立て直すのが遅れ、敵機のグレイブを無防備な右側から首に受ける。

　ブラックアウトする視界。

　蒼生に被ひ撃げき墜つい判定が下された。




　シミュレーターの蓋ふたが開き、シミュレーションルームの白い壁かべが蒼生の視界に広がる。

『早さ乙おと女め蒼生候補生、コントロールルームへ上がりなさい』

　ヘルメットを脱いだ蒼生の耳に、シミュレーションルームのスピーカーを通じて吉き良らの声が届いた。

「分かりました、教官殿」

　蒼生は落ち込む気持ちを隠して、コントロールルームへ続く階段へ向かった。




　シミュレーション結果を無表情に見ながら、吉良は満足感を覚えていた。蒼生本人は納なつ得とくしていないだろうが、彼の操縦技術は着実に向上している。この分なら二年以内に蒼生をゲノムスへスカウトできると吉良は考えていた。

「早乙女蒼生候補生、参りました」

　ドアが開く音で入室には気づいている。吉良は顔を上げて蒼生へ目を向けた。

「楽にしてよろしい」

「イエス・サー！」

　蒼生が休めの姿勢を取る。吉良が手元のコンソールを操作して、大型スクリーンにシミュレーションの様子を俯ふ瞰かん映像化した動画を映し出した。

　画面の中では、二機のギュゲスが相対している。

　向こう側の機体がガンジャベリンの銃口を上げ、手前の機体が左に走り出す。

「まず、敵の射撃を盾たてで防御しようとせず、慣性制御で無効化する判断は速すみやかなもので評価できる」

「ありがとうございます！」

　画面は手前側の機体が立ち止まり三連射を加えたところで止まった。

「敵機に対する射撃の初弾を外したな。理由は分かるか？」

「ハッ。銃身の固定が不十分だったからであります」

　蒼生の自己分析に、吉良が頷うなずく。

「そうだな。銃身に対する慣性強化力場の展開が射撃よりも一呼吸遅れた為ために、射撃の反動を吸収しきれなかった。では慣性制御が遅れた理由は何か」

「サイクロニクス機関の操作に遅ち滞たいが生じた為と思われます！」

　今度は、首を横に振る。

「違う。以前にも言ったが、早さ乙女おとめ蒼生あおい候補生のサイクロニクスに対する感応速度は正規のドウルマスターと比較しても、高い水準にあると言って良いい。銃身の固定が遅れたのは、ＮＩＴＵニツツによる機体の操作と思念波によるサイクロニクスの操作の間に生じるタイムラグの所為せいだ」

　吉き良らがシーンを飛ばして、右肩に突きを受けた直前から再生を再開する。

「この場面でも、機体の操作に気を取られてサイクロニクスの操作が疎おろそかになっているな。本来であれば敵機のシールドバッシュを受けた段階で敵機の慣性を中和して威い力りよくを殺すか、自機の慣性を中和してノーダメージであえて後方に飛ばされ、間合いを確保すべき局面だ」

「分かりました！　申し訳ございません！」

　ここは蒼生が吉良に対して謝るべき場面ではなかったが、吉良はそのことに触れなかった。

「では、現段階における自分の課題が何か、言ってみたまえ」

　代わりに、自分の克こく服ふくすべき点を蒼生本人に言わせる。

「ハッ。機体の操作とサイクロニクスの操作を両立することであります」

「そうだ。その為には訓練を積むしかないのだが……早乙女蒼生候補生、ＭＩＴＵミツツを扱ったことはあるか？」

「はっ？　いえ、ありません！」

　唐とう突とつに思える吉良の質問に、蒼生は素すで反応しかけた。慌あわてて軍人的と彼が思っている態度を取り戻す。ちなみにソフィア所属の玲れい音ねやポリス軍所属だった龍りゆう一いちは、ここまで鯱しやちほこ張ばった態度を取らない。

「候補生のサイクロニクス機関に対する感応の速さを考えると、ＭＩＴＵミツツの方が向いているかもしれないな……」

　吉良の呟つぶやきは明確な質問ではなく、発言を求められているわけでもないので蒼生は沈黙を守っているが、彼の顔には期待込みで「そうでしょうか？」と書かれている。

　続く吉良のセリフは、蒼生の期待にある程度沿うものだった。

「ＭＩＴＵミツツでは機体の操作とサイクロニクスの操作が一体化している。その所為でサイクロニクスに対する感度が低いドウルマスターにとってはキャパシティオーバーとなってしまうのだが、候補生の感応速度を考えればＭＩＴＵミツツの方が機体操作とサイクロニクス機関の操作をスムーズに両立できるかもしれない」

「質問をしてよろしいでしょうか」

「何かね」

　吉良の態度は軍の教官というより大学講師に近かった。

「キャパシティオーバーとは、どのような現象を指すのでしょうか？」

　蒼生あおいの質問は、ドウルマスターとして基本的な知識を問うものだ。実は既すでに座学で習っているはずのこと。要するに彼の勉強不足なのだが、吉き良らは蒼生を叱しつ責せきせず求められるままに教授する。

「ドウルを操縦するコツとして、並列的な思考が必要になると表現されることが多い。だが人間の意識は同時に一つのことしか考えられない。意識の下で複数の思考を展開することはできても、意識を向けられるのはそのうちの一つだ。複数の情報を同時に認識することは可能だが、処理できる情報は一つだけ、と言っても良いい」

　吉良は蒼生が何か質問したそうにしているのに気づいた。それは今の説明を聞いた誰だれもが疑問に思うことで、もちろん吉良はそのことも説明するつもりだった。

「視覚、聴覚、触覚など、複数の感覚器から得られる複数の情報を一度に処理できるのは、それらの情報が一つのものとして統合されているからだ。複数の敵に対応できるのは、敵に関する複数の情報を連続的に処理しているからだ。一つの情報を処理する時間が短ければ短いほど、見掛け上は複数の情報を同時に処理していることになる」

　蒼生の表情から、ここまではとりあえず理解できているようだと吉良は判断した。

「並列的な思考とは、処理すべき情報を細分化して、その中から必要な情報だけを選び出し、一つの情報処理に掛ける時間を短縮することで、単位時間当たりの処理件数を増やす技術のことだ。この単位時間当たりに処理できる情報件数のことを、先さき程ほど『キャパシティ』と表現した」

　一いつ旦たん言葉を切って、情報を咀そ嚼しやくする時間を与える。どうやら混乱している様子はない、と見て吉良は説明を再開する。

「思念波による機体操作もサイクロニクス操作も、ドウルマスターによる情報処理の一種だ。サイクロニクスに対する感応速度はサイクロニクス機関の操作に必要となる情報処理の速度を意味する。サイクロニクスに対する感応速度が低ければ、機体の操作に割り当てるべき時間が不足する。これを先程『キャパシティオーバー』と表現した。逆にサイクロニクスに対する感応速度が高ければ、機体操作に割り当てられる情報処理の時間にその分余裕が生まれる。ＭＩＴＵミツツに適性が高いドウルマスターは、大体においてこのサイクロニクスに対する感応速度も高い」

　吉良が蒼生の目をのぞき込む。蒼生は説明が一段落したと解釈した。

「だから私にはＭＩＴＵミツツの方が向いているとお考えなのでありますか？」

　彼が自分のことを「私」と言っているのは、上官に対する言葉遣づかいの矯きよう正せいを受けたからだ。龍りゆう一いちも朱あか理りも、訓練中は上官に対して「俺おれ」「あたし」ではなく「私」と言っている。

　もっとも、吉良はそんなことを気にしなかっただろう。彼はぞんざいな、よく言えばフレンドリーな態度で蒼生の質問に答えた。

「可能性は高いと思っている」

「では」

　蒼生あおいが「ではＭＩＴＵミツツの訓練をお願いします」と言い掛けたところで、コントロールルームはサラスヴァティ＝パテルの乱入を受けた。

「蒼生君、ここにいたのか」

「パテル技術少しよう佐さ殿、何か御ご用ようですか？」

　パテルの言葉に問い返したのは、蒼生ではなく吉き良らだった。

「吉良技術中ちゆう尉いじゃないか。今日は休日と聞いたのだが、補習授業か？」

「いえ、自主訓練です」

　当事者の蒼生を余所よそに、会話が進んでいく。

「候補生の自主訓練に付き合っているのか。感心感心、吉良中尉は面倒見が良いいのだな！」

「文民の学生と違って、軍人、特にパイロットは訓練の成果が生死に直結しますから。候補生が指導を望むなら、教官はそれに応こたえるのが務めでしょう」

「うん、立派なお考えだ。しかし困ったな、訓練は何なん時じ頃ごろまで続ける予定なのだ？　私も今日しか時間が取れなくてな……」

「早さ乙おと女め蒼生候補生に御用なのですか？」

　ようやく話題が元に戻る。

「そうなんだよ。彼にしか頼めないことでね」

　パテルのセリフは肝かん心じんな部分をぼかしている。それで、インドラに関する用件だと蒼生にはピンときた。

「パテル先生、それは重要な御用件なのですね？」

　蒼生はパテルに対する援護射撃のつもりでそう訊たずねた。ちなみに「大先生」とは言わない。冷静になってみれば、さすがに「大先生」はないと感じて、今では「パテル先生」と呼ぶようになっている。

「そうだなぁ……早ければ早いほど良い」

　蒼生がパテルに答えを返す前に、吉良が蒼生に話し掛けた。

「候補生、技術少佐殿は緊急性の高い御用件のようだ。今日の訓練はここまでにしよう」

　操縦技能向上の為ためのシミュレーション訓練も大事だが、自分の乗機になるインドラの調整はもっと優先度の高いことだ。吉良の指示は、パテルだけでなく蒼生にとってもありがたいものだった。

「ハッ、ありがとうございました！」

「次回の訓練では、ＭＩＴＵミツツを試してみよう」

　そんな蒼生の内心を知ってか知らずか、吉良はしっかり生徒の鼻先にニンジンをぶら下げるのを忘れない。こんな時代でなければ、吉良はきっと教師を本業にしていたことだろう。

「よろしくお願いします」

「では蒼生あおい君、行こうか！」

　パテルはまだ敬礼を続けている蒼生の肩を摑つかもうとするが、上手うまくいかない。マスタースーツは普通の服のように生地を摑むことができないのだ。

　結局パテルは、肩の代わりに首のＮＩＴＵニツツリングを摑んで蒼生を引っ張った。

「うわっ！　パテル先生、ちょっと待ってください！」

「すまんな。さっきも言ったように、私も時間が無いのだ」

「分かっています！　そんなに引っ張らなくてもついて行きますから！」

　蒼生はそう懇こん願がんするが、パテルは手を放さない。

　彼はマスタースーツを着替えることもできず、リニアカートに乗せられ、スポークリフトを経由して、軍港に停泊中のヴィヴヴァンに連れ込まれた。




　　　◇　◇　◇




　蒼生は自主訓練からインドラのテストと忙しく動き回っていたが、朱あか理りと玲れい音ねの二人はオフだ。彼女たちは同じくオフだったレアを引き連れてウインドウショッピングに繰り出していた。──レアは朱理たちと一歳しか違わないのだが、すっかり二人のマスコット扱いだ。

　玲音と朱理は今、とあるブティックの試着室の前に陣取っている。その扉が開くのを、今か今かとワクワクしながら待っているところだった。

「レアちゃん、そろそろ着替え終わりましたか？　開けますよ」

「わわっ、玲音さん、もう少し！　もう少し待ってくださぁい！」

　玲音が試着室の中に声を掛ける。返って来たのはトーンの高い、半泣きの、必死な声。

「レア、本当は着替え、済んでるんでしょ？　覚悟を決めて出て来なさいよ」

「うぐっ」

　朱理の言葉に根拠は無かった。だが、図星を指されたと自ら白状しているようなレアの声が、それを正解だと告げていた。

「……『うぐっ』って何よ、『うぐっ』って」

「あら。レアちゃん、そうなのですか？　でしたら開けますよ」

　呆あきれて二の句が継げなくなった朱理の隣となりで、玲音がニコニコ笑いながら試着室のドアを開けた。

「えっ、えっ？　鍵かぎ……？」

　鍵を掛けていたはずの扉があっさり開いてレアが呆ぼう然ぜんとなる。

「わっ、可愛かわいい～！」

　試着室の中ではゴスロリドレスを纏まとったレアが大きく目を見開いて立ちすくんでいた。

　それを見てはしゃぐ朱理。彼女の意識は等身大フランス人形に釘くぎづけだった。

「どうです、朱あか理り。言ったとおりだったでしょう？」

「うん、すごい！　降参！　こんなに似合うとは思わなかった！」

　諸もろ手てを挙げて絶賛する朱理に、玲れい音ねは少し得意げだ。

「あっ……もしかして……」

　自分の持つ超感覚ＥＳＰで玲音のことをエクサーだと勘かん付づいていたレアが、試着室の鍵かぎを開けたのは玲音のＥｘＡエクサによるものとようやく気づく。しかし朱理のテンションを見て、今いま更さら玲音に文句を言ったところで手遅れだと覚さとった。

「レアちゃんは可愛かわいいですから、こういう服も似合うと思います」

　どうだ！　という笑顔で突き出された玲音の手には、ハンガーに掛けられた水色と白の「セーラー服・ショートパンツバージョン、セーラー帽付き」が握られている。

「うん、良いい。良さそう！　レア、これも着てみてよ！」

　テンションがおかしなことになっている朱理がはしゃぎ声を上げた。今の彼女なら、箸はしが転がっても涙を流して大笑いすることだろう。

「はぁ、そのくらいなら……」

　ゴスロリドレスに比べれば、という気持ちと、ゴスロリドレスを脱げる、という気持ちでレアは大人おとなしくセーラー服を受け取って試着室に入る。彼女は時間を引き延ばすこともなく素直に着替えてフロアに出てきた。

「お待たせしました……」

　セーラーファッションのレアに、玲音がダメを出す。

「あら、レアちゃん。ストッキングは脱がないと」

「ええっ？　脱ぐんですか!?」

　レアは素足を見せる習慣が無い寒い地方のポリス出身。一方朱理は、地球では素足にショートパンツが普通だったので、レアが何に慌あわてているのか理解できない。

「別に良くない？　普段からその格好でいなさいって言ってるんじゃないんだし」

　その結果、不思議そうに、何の邪じや気きも無く朱理はレアにそう迫った。

「そうですよ、レアちゃん。ほんの少し、見せてくれるだけで良いのです」

　玲音はレアの出身ポリスの風習を知っていて、朱理のセリフに便乗する。

「ううっ、少しだけですよぉ」

　顔を赤くして試着室に引き返したレアが、顔を赤くしたまま出て来る。

「うん、良い！　素足の方がずっと良い！」

　はしゃぐ朱理の隣となりで、玲音がうんうんと頷うなずいている。

　レアの顔がますます赤く染まる。

「あの、玲音さん、朱理さん、もうこのくらいで……」

　恐る恐る、レアが懇こん願がんする。

　上うわ目め遣づかいで。

　言うまでもなく、その仕草は逆効果だった。

「じゃあさじゃあさ、次はこれを着てくんない？」

　朱あか理りがゴスロリドレスとは傾向が違う素そ朴ぼくなエプロンドレスを手に、目をキラキラさせてレアに迫る。

「ええっ？　あのっ……」

　レアが玲れい音ねに助けを求めるが、玲音はにこにこと微笑ほほえむのみ。

「これで最後ですよ……」

　朱理の手からエプロンドレスを受け取り、レアが試着室に消えて行く。

　もちろん、この後もレアのファッションショーは続いた。




　レアの目から生気が抜け落ちてきた頃ころになって、ようやく救いの手が現れた。

「おやっ？　レニーじゃないか。朱理もいるのか」

「マユリさん、最近よく会いますね」

「カーティス少しよう尉い、何故なぜこの様な所へ？」

　朱理は単純に驚おどろいただけだが、玲音は大きな意外感を覚えている。

　このブティックはフェミニン＆キュート系で、マユリの趣味ではないことを玲音は知っていた。玲音には、マユリが何か邪よこしまな思いで接近してきたとしか思えない。

「別に後をつけているわけじゃないぞ。それとレニー、休日に『少尉』は止やめてくれよ」

　しかし苦い声で抗議するマユリに、玲音も自分の態度が悪かったと素直に反省した。

「そうですね。申し訳ありませんでした、マユリさん」

　玲音があっさり非を認めたことで、マユリの方が調子を狂わせる。

「いや、そこまで気にすることでは……ここに来たのは何だか楽しそうなムードが漂ただよってきたから、かな」

　玲音の殊しゆ勝しような表情が「やっぱり……」というような、胡う散さん臭くさげなものに変わる。

「マユリさん……ＥＳＰを使いましたね？」

　マユリが分かりやすく目を逸そらした。

「さあ？　私は何だか楽しそうだな、と感じただけだからね」

　本当に隠す気があるのか無いのか疑わしい態度だったが、それで玲音の矛ほこ先さきが鈍るはずもない。

「ＥＳＰの私的利用は軍紀違反ですよ」

　自分のことを棚に上げて責める玲音。

　マユリが目だけでなく、顔も逸らした。

　玲音が私的にＥｘＡエクサを使ったことに気づいているレアが、呆あきれた目を玲音に向ける。

「……そんなことより、レニー。これなんて君に似合うと思うんだが」

　そう言ってマユリはいつの間にか手に取っていたヒラヒラのドレスを玲れい音ねに差し出す。

　追及を逃れる為ため、というわけではないだろう。最初からこれが目的でマユリは玲音の側そばに寄ってきたのだ、ということは当人の玲音だけでなく傍ぼう観かん者しやの朱あか理りにもレアにも分かった。

　レアには特に、既き視し感かんを強く刺激される光景だった。

「嫌いやですよ、着せ替え人形になるのは」

　レアは思った。玲音さん、貴女あなたがそれを言うのですか、と。

「レニーの好きそうなデザインだと思ったんだけど」

「それは……好きか嫌いかで言えば好きですけど」

　へぇ、そうなんだ……、と朱理は思った。

「そうだろう？　だから着て見せてくれないか」

　マユリのセリフの語尾に音符が躍っている。

「い・や・で・す。着せ替え人形にはなりたくありません」

　玲音は断固拒否の構え。
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　朱理とレアが顔を見合わせた。

「実はこの二人……似た者同士？」

　この時「玲音がマユリを嫌うのは一種の同族嫌けん悪おではないか」という疑いが、朱理の中に芽生えた。

　朱あか理りの問い掛けに、レアは愛あい想そ笑いを浮かべるのみだった。

　二人を余所よそに、マユリと玲れい音ねのバトルは続いている。

「良いいじゃないか。減るものじゃないし」

「精神エネルギーが減ります」

「こんなことでＳＩＭＡシーマを消しよう耗もうしたりはしないよ」

「いいえ、減ります」

　マユリはしつこく玲音に迫り、玲音はそれを冷たくあしらい続けている。

　レアは玲音の言い分を聞いて「次回は自分もああ言おう」と心に決めた。




　　　◇　◇　◇




　軍港内に停泊したヴィヴヴァンの中で、格納庫に固定したままのインドラの操縦ユニットに蒼生あおいは押し込まれていた。

　搭乗したばかりらしく、コントロールルームからパテルが蒼生に注意事項を伝えている。

『今日はサイクロニクス機関の動作テストだけだから、リンクはしないでくれよ。インドラのパワーなら、固定具なんて簡単に引きちぎってしまうからな』

「了解です。インドラ、起動します」

　パテルに対する返事をインドラのＡＩは自動的にコマンドとして解釈し、起動シークエンスが走り始める。二週間に一度はインドラの操縦席に連れ込まれている蒼生は、この気が利ききすぎているＡＩに慣れていて、もう驚おどろかない。

　非リンク状態で、自分の視界ではなくスクリーンとして認識されるヘルメットのバイザーに映ったバーチャル計器のデータを、蒼生は一つ一つ読み上げていく。

「──機体コンディション、オールグリーン」

　パテルはその結果を当然と言わんばかりに、すかさず指示を出した。

『では、テストを開始する』




　テストはパテルのリクエストに従って忙せわしくサイクロニクス機関のオン・オフを繰り返す形で進んだ。

　矢継ぎ早に繰り出される指示が終わり「分析結果が出るまでそのまま待機してくれ」と言われて操縦席でぼんやりと待っている最中、蒼生はふと、前から気になっていたことを思い出した。

　果たしてこれは訊きいても良いことなのかどうか蒼生は迷った。だが手持ち無ぶ沙さ汰ただったこともあって、蒼生は思い切って質問してみることにした。

「パテル先生。少し、お訊ききしたいことがあるんですが」

　パテルの反応は、気安いものだった。

『んっ、何かね？　私の方も電子頭脳の分析待ちをしているところだからね。結果が出るまでで良ければ付き合うぞ』

「あっ、はい。それで結構です。あんまり詳しい説明をしてもらっても今の俺おれでは良く理解できないと思いますので」

　予想を超えた好意的反応に、蒼生あおいはかえって慌あわててしまう。

『ハッハッハ、正直だな。まあ、悲観することはない。私も自分と他人の知的格差は理解している。凡人に分かりやすく説明するのは賢けん者じやの務めだと心得ているよ』

　鼻持ちならないセリフだが、口調があっけらかんとしているので不思議と嫌いや味みには感じない。もっともその印象は、蒼生がパテルに対して持っている「自分に力を与えてくれる存在」という損得勘かん定じよう込この好意が少なからず作用してのものだった。

「ありがとうございます。それで訊きたかったのは『ＥｘＡエクサの鍵かぎ』のことなんです。エクサーの能力を覚かく醒せいさせる為ためには『ＥｘＡエクサの鍵』が必要で、そのノウハウをソフィアが独占している。だからエクサーを戦力化できているのはソフィアだけ、なのだと思いますが」

　答えが返ってくるまで、少しタイムラグがあった。

　訊いてはならないことだったか、と蒼生が不安を覚え始めたところで、

『ほう……。自分でそこまで考えたのか。大したものだ』

　パテルが感かん嘆たんを漏もらした。

　それに勇気づけられたのか、

「いえ……俺はずっと不思議だったんです」

　蒼生はついつい、本音を漏らしてしまう。

「何故なぜソフィアにしかエクサーがいないのか。いくらエクサーが出現する可能性が低いものだからといって、ドウルに乗った際の戦闘力を考えれば、ソフィア以外の軍事勢力がエクサーの利用を目もく論ろまないというのは不自然ですから」

　それは悪意を持って解釈すれば、ソフィアに敵対する勢力、例えばゲノムスがエクサーを戦力に迎え入れる為の方法を問うセリフだ。

『ふむ、続けたまえ』

　蒼生にとって幸いなことに、パテルはそんな邪じや推すいとは無縁の人間だった。

「だから、ソフィア以外の所では、エクサーをドウルマスターにしようと思ってもできないんじゃないか？　その為のノウハウをソフィアが独占しているからじゃないか？　そしてそのノウハウが『ＥｘＡエクサの鍵』なんじゃないか……そう思いました」

『素晴らしいよ、蒼生君。よく独りでそこまでたどり着いた。そのあたりは、正式にドウルマスターとなってから教わることになっているんだがね』

　もう一つ幸運だったのは、ソフィアのドウルマスターになればいずれ教わることのできる知識だったということだ。エクサーでありインドラのドウルマスターに選ばれた蒼生あおいは、ソフィア入隊が確実だった。

　少なくともパテルはそう考えていた。

「ありがとうございます……。それで、どうしても分からなかったのは、何な故ぜ俺おれがあんなにすぐ、大した苦労もせずに『ＥｘＡエクサの鍵かぎ』を手に入れられたのか、なんですが……」

『鍵を手に入れたという事実ではなく、その理由が気になるかね？』

「もちろん、ＥｘＡエクサを使えるようになったという事実の方が重要です。でも、やっぱり気になります。俺には雲を切り裂さく稲妻なんて記憶は無いのに、何故あんなイメージが突然湧わいて、それが『鍵』になったのか……」

『ふーん……雲を切り裂く稲妻のイメージ、か。それはまた、君のＥｘＡエクサに相応ふさわしい鍵だね』

　興味深い、とばかり、パテルが何度も頷うなずいている。それが音声オンリーの通信回線越しに、声しか聞こえない蒼生にも、手に取るように分かった。

『記憶に無いのは不思議でも何でもない。それは機械的な刺激によって合成されたイメージなのだから』

「機械的に合成……ですか？」

『さっきも言ったように、本来であれば正式にドウルマスターとなりソフィアに入隊した後じゃないと教えないことなんだが、構わないだろう。知っていたからといって悪用できる知識ではないからね』

　パテルがニヤリと笑う。その性格が悪そうな笑顔が、蒼生の脳裏に浮かんだ。

『エクサー用のドウルには、たった一度しか使用されない装置が組み込まれる。私たち技術者の間で「アウェイカー」と呼ばれている装置だ』

　それはソフィアにとって門外不出のはずの極秘情報だ。

「目覚ましAwaker？」

『簡単に言うと、テレパシー・オーダー・システムの応用で操縦席に座った潜在的エクサーの精神を刺激してＳＩＭＡシーマを明めい晰せき夢むの形で映像化する装置だ。君が鍵を得たのは、アウェイカーの機能によるものだよ』

　それが世間話のような口調で、パテルの口から語られている。

『アウェイカーの製作には特殊な鉱石が必要でね。ソフィアにも五個しか現存していない。だから覚かく醒せいに成功した後は、機体から取り外されて次の潜在的エクサーが見つかるまで厳重に保管される。本来ならアウェイカーを付けたままの機体で実戦に出るのは禁止されているくらいなんだよ？　まあ、インドラが墜おとされるはずもないから、心配はしていなかったが』

　あの時の出撃がいかに軍規から外れた危ういものだったのかを改めて知り、蒼生はインドラの操縦席でブルッと震ふるえた。
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　磐いわ都とアイランドは水が豊富にストックされた人工天体だ。また、アイランドで使用された水は完全にリサイクルできるようシャンプーやボディソープも分解されやすい物を使っている。しかしそれでも、地上に比べれば水の使用は制限される。

　シャワーも水リサイクル施設の処理速度の関係で、限られた時間しか使用できない。宇宙で育ちながらお風呂好きという、ある意味で贅ぜい沢たくな嗜し好こうを持つ玲れい音ねには大きな不満の種だった。

（もう終わり……）

　バスルームに流れた軽やかなチャイムとは対照的に、玲音はしょんぼりと肩を落とした。このチャイムは給湯給水の制限時間を告げる合図。アイランドのどの部屋にもどの住居にも、バスルームには必ず備わっている設備だった。シャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねると同時にタイマーがスタートし、お湯（水）が流れている時間を容よう赦しや無くカウントして一分前になると音で知らせる。この制限時間に老ろう若にやく男なん女によの区別は無い。

（少しは女の子の事情を考こう慮りよしてくれても良いいのに……）

　顔を上げて白い喉のど元もとから柔らかな胸、すんなりと締まったお腹なかを熱い飛ひ沫まつに打たせながら、玲音は心の中で愚ぐ痴ちをこぼした。実は、若い女の子だからといって必ずしもシャワーが長いわけではない。だが玲音は、お風呂が嫌いな女の子はいないと本気で信じ込んでいた。

　しかし、機械的にお湯が止まるのだから粘ねばってみたところでどうしようもないのだ。壁かべに表示されたタイマーをチラッと見て、物足りなさを覚えながら仕方なく玲音はシャワーを止めた。瑞みず々みずしい肌はだの上で玉を結び膨ふくらみから凹くぼみへと伝って流れ落ちるお湯を大判のタオルでざっと拭ふき取り、未練を断ち切るようにさっさとシャワー室を後にする。ちなみにこのタオルが吸い込んだ水分もまた、脱水機で回収されて再利用に回されることになる。

　コンパクトに纏まとまったドレッサールームの温風器でまだ湿っている髪と肌を乾かす。さすがにこの水気は回収の対象外だ。もちろん今いま更さらそんな当たり前なことを意識に上らせはしない。バスローブを纏って玲音が寝室兼リビングに戻ると、メールが届いていた。

　メールは一般に使われているビデオレター形式のものではなく、ガルトマンからの暗号電文だった。

　空中投影式のコンソールを呼び出して、暗号解除のコマンドを打ち込む。

「艦長からの呼び出し……？」

　困惑の表情で玲音が呟つぶやく。メールに書かれていた指示は「本日九時、磐都沖に到着するので一時的にガルトマンへ帰還せよ」という内容のものだった。

「いきなりそんなことを言われても……」

　玲音は愚痴をこぼしながら、訓練校の欠席と連絡艇ていの手配に慌あわただしく動き始めた。




　　　◇　◇　◇




「えっ、玲れい音ねは欠席なのか？」

　実習のミーティングで玲音の欠席を知った龍りゆう一いちが、隣となりにいた朱あか理りにそう訊たずねた。昨日は顔を合わせていないが、一昨日おとといの午後は同じ座学の講義を受けている。その時は今日休むようなことを言っていなかった。もしや急病か、と龍一は心配したのだった。

「ええ。ここに来る前に所属していた艦から、今朝けさいきなり呼び出しがあったんですって」

　しかし病気ではないと知って、龍一はホッと一安心という表情を浮かべた。

「それはまた急だな……。まあ、そういう事情ならいきなり欠席も仕方がないか」

　そこへ、最近実習を共にする機会が多いレアが入室する。

「お待たせしました……あれ？　玲音さんは欠席なんですか？」

「所属していた艦からの急な呼び出しだってさ」

　龍一と同じ質問に、今度は蒼生あおいが答えた。

「そうなんですか……。あっ、でもそんなに心配する必要は無いと思いますよ。直属軍の人間はこの学校に入学しても、所属は元の部署のままですから。あたしも所属部隊はグリンブルのままですし。玲音さんがガルトマンに呼ばれても、少しも異例なことではありません」

　レアのこのセリフは、蒼生が不安げな顔をしていたからだろう。

「えっ、そうなの？」

　蒼生の質問に、レアが頷うなずく。

「んっ？　レアはグリンブルの所属だったのか」

「そうですよ？」

　ルドラに対して復ふつ仇きゆうの念を抱かかえる龍一は、ルドラ所属艦であるグリンブルという単語に過か敏びんな反応を示した。

　しかしレアはその理由が分からず、小首を傾かしげている。

　龍一の不自然な態度にピンときたのは朱理だった。

　娑しや羯か羅らがルドラに敗れた現場に、朱理は居合わせている。だから龍一の気持ちも理解できないではない。あれほど手ひどくやられた記憶は、そう簡単に忘れられるものではない。

　しかしそれを差し引いても、龍一はあの時の敗戦を過度に引きずっているように見える。そこに朱理は危うさを覚えた。

　龍一がそれ以上何か拘こだわりを見せれば、朱理も放っておくつもりは無かった。お節介と知りつつ口出しするつもりだった。

「……いや、何でもない。口を挿はさんで悪かった」

　だが龍一は自分の感情をコントロールした、ように見えた。だから朱理も、何も言わなかった。

「いえ？」

　レアも訝いぶかしさを覚えながら龍りゆう一いちに理由を問うことはせず、蒼生あおいに視線を戻す。

「ですから蒼生さん、玲れい音ねさんのことは心配しなくても良いいと思います。報告に呼ばれただけではないでしょうか」

「ああ、そうなのか。教えてくれてありがとう、レア」

　レアの言葉に安あん堵どを覚えながら、わずか半年の違いとはいえ年下の女の子に慰なぐさめられているという事実に蒼生は密ひそかに落ち込んでいる。

　一方、珍しくマスコット扱いされなかったレアは、得意になって余計なことを口走り掛けた。

「多分、ガルトマンの艦長さんは長距離航海の訓練が行われると聞いて心配になったんだと思います。何と言っても玲音さんはエ」

「レア！　大事なことを思い出した！」

　これには朱あか理りが仰ぎよう天てんした。「玲音はエクサー」とレアが言い掛けたのを察して、慌あわてて大声で遮さえぎった。

「朱理さん？」

「レア、ちょっと一緒に来て！」

　小首を傾かしげるレアの手を摑つかんで、朱理は部屋の外へ走り出る。

　朱理が見せた突然の奇行に、蒼生と龍一が顔を見合わせた。




　朱理がレアを連れ込んだ先は、由ゆい緒しよ正しい密談場所、女子トイレだった。

　トイレの中に誰だれもいないのを確認して、レアを個室に押し込め、自分も同じ個室に入って鍵かぎを掛ける。

「あの……朱理さん？」

　殺気立っている朱理に、レアは少し怯おびえていた。

「レア、大きな声を出しちゃ駄だ目めよ」

　レアが無言でこくこくと頷うなずく。

「一つ、質問させて。レア、貴女あなた、玲音がエクサーだって誰から聞いたの？」

「あの、誰かに教えてもらったんじゃなくて……何となくそうかなって……」

　朱理の迫力に、レアは涙を滲にじませている。

　彼女の答えに偽いつわりはなさそうだ、と判断して、朱理は大きく息を吐き出した。

「そういえばレアは高レベルＥＳＰの所持者で、蒼生がエクサーだって鑑定したのもレアだったわね……」

　自分が興奮していたと、朱理は今いま更さらのように気づいた。

　しかしそれとは別に、言っておかなければならないことがあった。

「そうよ、玲れい音ねはソフィアのエクサー。そしてそのことは口止めされている」

「口止め？」

「貴女あなたが気づきそうだってことくらい、同じＥＳＰ能力者なら予想がつきそうなもんだけど……。マユリさんも迂う闊かつというか抜けているというか」

　朱あか理りは肩を落としてため息をついた。

「レアに口止めしていなかったのは、はっきり言ってマユリさんのミス。でも覚えておいて。玲音がエクサーであることは、軍事上の機密扱いになってる。自分で知っちゃったのは仕方ないけど、絶対に他言無用よ。良いいわね？」

　朱理の迫力に押されたレアは半泣きで何度も頷うなずいた。
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　磐いわ都と訓練校の宇宙艇ていではなくアイランド防衛部隊の連絡艇を借りて、玲音は軍港側の沖に浮かぶガルトマンに着艦した。──なおアイランドガードの宇宙艇が使えたのは、ガルトマンのスタッフが手を回していたからだった。

　勝手知ったる母艦に、生死を共にした乗組員。玲音はクルーから温かい歓迎を受けながら、迷うことなく艦橋へ進む。

　ブリッジも、ブリッジスタッフも、艦長も、皆四か月前のままだった。

「玲音＝ウォード少しよう尉い、出頭しました」

　思わず暖かいものが胸の奥からこみ上げてきたが、玲音は気持ちを落ち着けて艦長のユースフ＝アモンに向かい敬礼した。

「うむ、元気そうで何よりだ」

　アモンは精一杯威い厳げんを保って返礼するが、彼に背を向けているブリッジクルーの顔は笑っている。

　アモンが咳せき払ばらいをすると、クルーが一いつ斉せいに背筋を伸ばし、表情を引き締めた。

　しかし、その緊張感を一いつ瞬しゆんでかき消す発言が玲音から放たれる。

「艦長、もしかしてお風邪かぜを召されたのですか？」

　小さく吹き出す声が聞こえた。アモンがピクリと身体からだを震ふるわせたのは、そのクルーを睨にらみつけようとしたからだ。だがアモンは結局、玲音の罪の無い眼まな差ざしから目を逸そらせなかった。

「いや、何でもない。心配無用だ」

「そうですか？　お忙しいこととは存じますが、どうかご自愛ください」

　アモンの頰ほおが緩ゆるみかける。彼は寸前で踏みとどまって、一段高くなった艦長席から玲音が立つフロアに降りた。

「私のことよりウォード少尉、貴官のことだ。貴官は今月、月方面へ訓練航海に出ると聞いたが」

　アモンの声には、上うわ辺べではない懸け念ねんが込められていた。

「はい。詳細はまだ教えて頂いておりませんが、Ｌ１ベースから月孫衛星軌道を経てＬ２まで往復するとお聞きしています」

「……少しよう尉い、大だい丈じよう夫ぶか？」

　何を心配されているのか、玲れい音ねにも分かっていた。

「大丈夫です、艦長。あれからもう七年になるのですから」

　だから彼女は、一いつ瞬しゆんも口くち籠ごもることなくアモンの問いにこう答えた。

　その回答は、アモンの懸念を解くものではなかった。彼は「まだ七年しか経たっていない」と思った。

　しかしそれを口にすると、逆に玲音を苦しめることになる。アモンはそう考えて、それ以上何も言わなかった。

　この場で発言を重ねたのは、玲音本人だった。

「皆様が私を月方面の作戦に関かかわらせないよう気を遣つかってくださっていたことは存じ上げております。しかし、何時いつまでも甘えてはいられません。これはいい機会だと思っています」

　まだまだ甘えていても良いい年齢だ、というセリフも、アモンは口にできなかった。
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　ガルトマンへの呼び出しがあった翌日の朝。

　ミーティング室（ブリーフィングルームとは別の部屋）に姿を見せた玲れい音ねへ、蒼生あおいが近寄っていく。

「蒼生君、おはようございます。昨日はご迷惑をお掛けしました」

　しかし玲音の方から声を掛けられ、蒼生は出鼻を挫くじかれた。

「おはようございます。迷惑なんて何も無かったんですが」

　何となく、用意していた質問を口にしづらい雰ふん囲い気きだ。

　しかし結局、蒼生の中で好奇心が躊ちゆう躇ちよを上回った。

「昨日はここに来る前に所属していた艦へ呼ばれていたんですよね？　一体、どんな用件だったんですか？」

　玲音が困り顔で微笑ほほえんだ。成熟した男性であれば、好意の有無に拘かかわらず、女性にこんな顔をされればそれ以上踏み込まなかっただろう。相手が答えるより先に、質問したことを謝罪するなり話を逸そらすなりしたはずだ。

　しかし蒼生にはまだ、経験値が不足していた。

「特に用事というわけではありませんでした。近くを通りかかったから顔を出せ、ということだったようです」

　自分でも苦しい言い訳と感じている玲音の目が自信無げに揺れる。

　これ以上質問を重ねることに、蒼生は遅ればせながら罪悪感を覚えた。

　そこへ朱あか理りが棘とげの生えた声で口を挿はさんだ。

「蒼生。あんた、何を朝っぱらから玲音のこと苛いじめてるの」

「いじめっ……」

　思い掛けない濡ぬれ衣ぎぬに、蒼生の舌が固まる。──まあ、蒼生は濡れ衣と思っていても、朱理から見れば明らかに有罪だったのだが。

　彼女には有罪とする根拠もあった。

「玲音はあたしたちと違って原隊とのつながりが切れていないって昨日レアから聞いたばかりでしょ。話せないことだってあるんだから、詮せん索さくしてんじゃないわよ」

　朱理のセリフは蒼生を叱しつ責せきするものに他ほかならない。しかし結果的には、蒼生にとっても都合よく引っ込みどころを提供するものとなった。

「……そうだね。すみません、玲音さん。余計なことを言いました」

「じゃあ、ミーティングを始めるか」

　年長者らしく、龍りゆう一いちがこの場に収拾を付けた。
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　今日の訓練はマリオンを使った地上戦の模も擬ぎ試合だ。場所は磐いわ都とアイランドに特有の内側リング、低重力区画。

「軽いっ！　軽すぎる！」

　二分の一の疑ぎ似じ重力に起因する足元の頼りなさに愚ぐ痴ちを漏もらしながら、朱あか理りは遠えん隔かく操作するマリオネット・ドウルを走らせる。

　空くう宙ちゆう戦せんとは別人のような素早い動き。対戦する玲れい音ねのマリオンは、朱理の操る機体のステップについていけない。

「ハッ！」

　有線接続された操縦席の中で思わず気合いを発して、朱理が得え物ものの槍やりを突き出す。

「！」

　左サイドから伸びてくる穂ほ先さきを、玲音は盾たてで受けるのではなく薙刀なぎなたでいなした。

　しかし体勢を崩したのは、穂先を払われた朱理の機体ではなく、無理な体勢で得物を振り回した玲音のマリオンの方だった。

　玲音は機体を踏ん張らせると同時に、慣性制御を効かせて転倒を防ぐ。

　しかし、ＥｘＡエクサの使用を禁じられている玲音は、いつものように機体の姿勢を直接立て直すことができない。それでも刀身にかかる慣性を中和して薙刀を遅ち滞たいなく切り返す。

　その刃やいばを、十じゆう文もん字じ槍の鎌かまが搦からめ捕る。

　再び玲音が刀身を正面へ戻す前に、朱理の操る槍の穂先が玲音のマリオンの喉のどを捉とらえた。




「やっぱり強いですね、朱理は」

　操縦席から立ち上がって伸びをしている朱理に、隣となりの席でヘルメットを脱いだ玲音が話し掛ける。

　朱理は両手を頭上に伸ばしたまま、笑顔で振り返った。

「そうそう負けてばかりもいられないからね。空宙戦はダメダメだけど、地上戦ならこの条件じゃなくてもそう易やす々やすとは負けないわよ」

　暗にＥｘＡエクサを使われても簡単には負けないという宣言。朱理のグラマラスな肢し体たいには自信があふれていた。

「フフッ、そうですね」

　玲音は笑いながら、その姿を眩まぶしそうに見ている。

　彼女の視線に気づいた朱理が、照れて顔を逸そらした。

「とにかくこれで空戦の雪せつ辱じよくは果たしたわよ」

「はい。今日の成績は朱あか理りがトップですから、文句無しの名誉挽ばん回かいです」

　玲れい音ねと朱理が横に並んで集合場所へ向かう。

　一足先に集合していた龍りゆう一いちに、朱理が自慢げな笑みを見せた。

　龍一は「はいはい」という感じで両手を挙げている。

　しかし蒼生あおいは、その遣やり取りに乗らず暗い顔で俯うつむいていた。

　それも、仕方ないかもしれない。他ほかの三人に比べて自分の操縦技術が劣っているということは蒼生も自覚している。だから日曜返上で自主訓練もしているわけで、戦績が最下位になっても深く落ち込むことはない。

　しかし今日のように一勝もできないというのは、最近では珍しかった。

「蒼生君、元気を出してください」

「──元気ですよ、俺おれは」

　慰なぐさめの言葉を掛けた玲音に、蒼生は強がってみせる。

「そうですね。変なことを言ってすみません」

　だが玲音が下手に出たことで、蒼生の頑かたくなな態度にひびが入った。今の蒼生は不ふ甲が斐いない成績に起因するネガティブな気持ちに満たされていたが、自分の態度が子供っぽいもので、それを恥ずかしいと感じる余裕は残していた。

「落ち込んだりせず、ひたすら頑張れるのが蒼生君の凄すごいところですものね」

　それでも、今はまだ、玲音の慰い藉しやを素直に受け取ることはできない。

「──ええ。俺には姉さんのような才能がありませんから」

「えっ、そうですか？」

　しかし本気で意外そうな声を上げた玲音に、蒼生は自己否定を忘れて戸惑った。

「蒼生君、才能があると思うのですけど。才能が無かったらわずか三ヶ月で、宇宙をあんなに自由に動けませんよ」

「それは……」

「蒼生君はまだ、自分に合うスタイルができていないだけだと思います」

「スタイル……ですか？」

　蒼生は知らず知らずの内に、玲音の言葉に引き込まれていた。

「ええ。私は以前から蒼生君にＭＩＴＵミツツをお勧すすめしていますよね？　あれも実は、確信があって勧めているわけではありません。蒼生君はまだ、朱理や龍一さんのように、ＮＩＴＵニツツに適応してしまっているわけではありませんから。ＭＩＴＵミツツも試してみて、どちらが向いているか確かめてみないともったいないと思うのです」

「どちらが向いているか……ですか？」

「自分に向いている道具を選んで、自分に向いている戦法を見つけて。そうして自分に合ったスタイルを決めて、そこからが本当のスタートだと思いますよ」

「俺おれはまだ、スタート地点にも立っていないということですか？」

　それは自分の価値を低く評価する言葉ではあっても、先さき程ほどまでのように、後ろ向きなものではなかった。

「気に障さわったらごめんなさい。でも、試行錯さく誤ごは悪いことではありません。敵を前にして試行錯誤なんてできないのですから。悩める時にいっぱい悩んでおくべきだと、私は思いますよ？」

　考え込んだ蒼生あおいの側そばから玲れい音ねが離れる。これ以上は蛇だ足そくになるだろうし、自分が口にしたスタイルという言葉で、最近気になっていたことを玲音は思い出したのだ。

　玲音の目が、龍りゆう一いちへ向く。マリオンを使った模も擬ぎ戦せんで、玲音は龍一のスタイルがゲノムスの青い最新鋭機のドウルマスターの戦い方に似ていると感じていた。
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　宇宙に出たゲノムスの空くう宙ちゆう母艦ナグルは、連盟直属軍の宇宙基地Ｌ１ベース、同じく直属軍が管理する月面基地ムーンベース、Ｌ１宙域に浮かぶアイランドに駐留するポリス連合軍オービタルガードの三重の監視網を避けて、大回りな楕だ円えん軌道でＬ２の人工天体「アウターゲート」へ向かっているところだった。

　Ｌ２に唯ゆい一いつ残ったアイランド「アウターゲート」に「市民」と呼べる住民はいない。表向きここはポリス連合軍の補給基地ということになっているが、ゲノムスの浸透が著いちじるしく、今ではその一大拠点になっている。そしてこの事実に連盟は未いまだ気づいていなかった。

「月軌道航路帯を抜けました」

　連盟の無人警戒ステーションが配置されているのは月軌道航路帯までだ。シアの報告に、ロペスはこっそり息をついた。

「警戒態勢を解除」

「全艦、警戒態勢解除。監視レベルを通常のものに戻します」

　シアが全艦に向けた放送で、ナグル内部の張り詰めていた空気が弛ゆるんだ。

「とりあえず、アウターゲートまで一直線か」

　ロペスが独り言のように呟つぶやいたが、これは部下に聞かせる為ための呟きだった。

「はい。予想どおりとはいえ、随ずい分ぶんと余計な時間が掛かってしまいました」

　如何いかにナグルがステルス性に優すぐれた艦とはいえ、衛星軌道上には基本的に隠れる場所は無い。単に遠回りするだけでなく、スラスターの操作一つにも探知網を気にしなければならない為、単純に慣性航行するより遥はるかに多くの時間が掛かっていた。

「アウターゲートに着いたらこちらも準備を急がねばならんな」

　ロペスが艦長席に表示されたタイムテーブルを見ながら、今度は本当に独り言を呟いた。今のところスケジュールは計画のバッファー内で消化しているが、余裕が無くなっているのも確かだった。

「ところで、教練に使用するドウルの工作は順調なのか？」

　ロペスの質問に答えるシアの声は、歯切れの悪いものだった。

「いえ、まだ訓練に使う船が磐いわ都とアイランドに到着していませんので……。宇宙母艦ヴィマーナの磐都アイランド到着は五日後の予定です」

「細工をする時間が一週間未満しか取れないとは」

　ロペスが呆あきれ声で愚ぐ痴ちをこぼす。

「横よこ浜はまポリスから娑しや羯か羅らを持ってこさせるというプランはどうなった？」

　気を取り直しての問い掛けにも、

「横浜ポリスの方は何とかなりそうでしたが、宇宙に上げる為ための時間が不足していました」

「間に合わなかったのか」

「はい」

　芳かんばしい答えは返ってこなかった。

「……やはり今回の作戦は急ぎすぎだ。ただでさえ敵の見ている前で、その目を誤ご魔ま化かそうというのだ。本来なら慎重にも慎重を期した準備が必要となるのだが」

「本部は何をそんなに急いでいるのでしょうか？」

　シアの問い掛けには不安が滲にじみ出ている。

「私もそれを知りたいと思っている。いや、本部のというより、首領のお考えを、だ」

　ロペスの目には、迷いと疑いが渦を巻いていた。
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　西暦二四一七年十二月十一日、日曜日。

　磐都訓練校のドウルシミュレーション室には今日も蒼生あおいが自主訓練に来ている。そして吉き良らが今日も、蒼生のコーチを務めていた。

　いつもであれば蒼生が先にシミュレーターの準備を始めていて、吉良が着いたらすぐに訓練を開始するというのがパターンだ。だが今日はいつもと様子が違っていた。

「これがＭＩＴＵミツツですか？」

　今日は吉良が先に来ていて、いつも使っているシミュレーション装置とは外見から大きく違う物をセットアップしていた。

　その形状を大おお雑ざつ把ぱに言えば、ヘルメットの上から頭をすっぽり覆おおうフードが付いた全身を包み込む、あるいは拘こう束そくするような椅い子す。大昔の処刑器具にも似たその装置を見て、蒼生が驚おどろきの声を上げる。

「見るのは初めてかね」

「いえ、玲れい音ねさん──高たか城じよう候補生がお使いになっているのを何度か目にしたことがあります」

　だが玲音が使っているスマートなインターフェイスとは、見た目が全くの別物だった。

「高城玲音候補生か。彼女がリンク用ヘルメットだけでドウルやマリオンにコマンドを伝えられるのはＭＩＴＵミツツの扱いに熟達しているからだ。彼女はまだ予備操手サブマスターらしいが、ＭＩＴＵミツツの扱いだけなら一流の域にある」

　玲音のことを淡々とそう称賛して、吉き良らはついでのように付け足した。

「ＮＩＴＵニツツの扱いだけなら既すでに一流の技術を持っている早さ乙女おとめ朱あか理り候補生と、ある意味で好対照だな」

　吉良のセリフは、蒼生あおいの心にくすぶる焦あせりを煽あおった。

　その心の動きが、吉良には手に取るように分かっていた。

「最初から何でも上手うまくできるなら訓練は必要無い。訓練が必要無いということは、それ以上に上達することも無く、持って生まれた才能だけで全すべてが決まるということだ。候補生、君はそんな、努力が無意味な世界を望むのかね」

　このセリフの一部を入れ替えたなら。持って生まれた地位だけで、全てが決まる世界。持って生まれた財産だけで、全てが決まる世界。生まれた時から、死ぬまでの道程が決められた世界──。

「──いいえ。そのような世界は望みません」

　吉良が蒼生の返事に大きく頷うなずく。

「早乙女蒼生候補生、席に着きたまえ。訓練を開始する」

「はい！」




　シートに埋まりフードで頭部を覆おおわれた蒼生の前にはシミュレーターが再現したドウルの視界が広がっている。

『まずは基本動作からだ。理屈を説明するのはＮＩＴＵニツツとの違いを実感してからにする。その方が理解しやすいだろう』

　吉良の言葉に蒼生が頷く。その動作は、シミュレーターのモニターに映る仮想のドウルには反映されなかった。

『並なみ足あし、前進』

「はい！」

　蒼生はレクチャーされたとおり、自分が歩いているところをイメージした。

　シミュレーターのドウルは最初の数歩をスムーズに歩いたが、すぐに足取りがぎこちなくなり、歩き方を忘れてしまったように立ち止まる。

　視界を流れる風景が止まり、どうしていいか分からず蒼生は焦りを覚える。

　吉良は構わず、次の指示を出した。

『駆け足、前進』

「は、はい！」

　今度も同じで、最初の十歩はスムーズに走ったが、蒼生はそこで足をもつれさせ、つんのめって危うく転びそうになる。

『停止』

「はい！」

　蒼生あおいは何とか「真っ直すぐ立っている自分」をイメージして仮想のドウルを停止させた。

『候補生、君は今、「歩く」とはどうすれば良いいのか、「走る」とはどうすれば良いのかと戸惑ったはずだ』

「そのとおりです」

　何故なぜそれが、と蒼生が意外感に捕らわれる。しかしそれは、ＮＩＴＵニツツからＭＩＴＵミツツに乗り換えたドウルマスターが、最初に必ず懐いだく疑問だった。

『歩くという動作を例に取れば、ＮＩＴＵニツツは「歩く」という意思に従って自分の肉体に送られる神経信号を機体の制御コマンドに変換するシステムだ。しかし人間は歩く時に「どう手足を動かすか」などと普通は考えない。そんなことをいちいち考えていたら地面のちょっとした凹おう凸とつにも対応が間に合わず転んでしまうだろう』

『だからＮＩＴＵニツツによる操縦の際には、「歩く」ということを意識せず肉体の感覚に任せるのが良いとされている。動作を意識せず、自分の肉体が動いていないにも拘かかわらずそれが動いているということを疑わない、夢の中のような精神状態を保つことが推すい奨しようされている』

『一方ＭＩＴＵミツツは「歩く」「走る」という思念を制御信号に変換するシステムだ。歩くという動作について言えば、人が歩いている時の思念波の典型的パターンを操縦用電子頭脳が記録していて、同じパターンの思念波を感知することで歩く為ために必要な制御信号の組み合わせを機体に伝える。基本動作には予あらかじめ登録された制御信号グループが使われるが、登録されていない動作の場合も、手を動かす場合の思念波のパターン、足を動かす場合の思念波のパターン、首を動かす、胴体を曲げる、反らす、捻ひねる、そういう単位化された動作に対応する思念波を検出して、それを組み合わせることで機体制御信号を形成している』

　蒼生はだんだん吉き良らの話が理解できなくなってきていたが、根気よく耳を傾け続けた。

『つまりＭＩＴＵミツツは、本人にできない動作であっても単位化された動作を組み合わせることで実行することができる代わりに、思念波を出し続けなければ動作が続かない。動作を意識しない方が良いＮＩＴＵニツツに対して、ＭＩＴＵミツツは動作を念じ続ける必要がある』

　ああ、なるほど、と蒼生は思った。

『しかし不慣れな内は、さっき候補生が陥おちいったような状態になりがちだ。機体の動作を過か剰じように意識して、基本動作すら実行できなくなる。「歩く」動作を念じるということは、足の上げ方、体重の掛け方、手の振り方、胴体のねじり方を意識するということではなく、ただ「歩く」という意思を持ち続けることだ。手足をどう動かすかなどという余分な思念はむしろ邪じや魔まになる』

『ＮＩＴＵニツツが意識を保ちつつ夢を見ている精神状態をベストとするなら、ＭＩＴＵミツツは思考を維持しつつ雑念を瞑めい想そう中のように切り捨てた精神状態をベストとする。別に難しく考える必要は無い。要するに、機体のコントロールへ精神を集中しろということだ。例えばＭＩＴＵミツツで機体を歩かせる為ためには「歩く」ということだけを考え続ければいい。慣れるまではそれで十分なのだ』

　瞑想状態になどなれそうもなかったが、機体のコントロールに集中するだけで良いいのなら自分にもできそうだと蒼生あおいは思った。

『ＭＩＴＵミツツの使い方に慣れれば、意識しなくても「歩く」「走る」といった動作を念じ続けられるようになる。そうなれば意識を細かく切り替えることで、ＮＩＴＵニツツでは不可能なスラスターの並行操作も可能だ』

　吉き良らは言葉を切って、手元のコンソールを操作した。

『ではそれを踏まえて、もう一度。並なみ足あし、前進』

「はい！」

　理屈を完全に理解できたとは言い難がたい。だが、やるべきことは分かったような気がする。蒼生はその感覚的な理解に従って、意識を「歩いているイメージ」に集中した。




　　　◇　◇　◇




「今日は勝たせてもらうぞ、朱あか理り」

「負けるつもりは無いわ。龍りゆう一いち、返り討ちにしてあげる」

　日曜日の自主練は別にして、最近の授業はマリオンを使った空くう宙ちゆう戦せんと地上戦の模も擬ぎ戦闘が交互に行われている。今日は地上戦の日だった。

　龍一と朱理のセリフは、先週の地上戦訓練で朱理が龍一に三さん立たてを喰くらわせたことを受けたものだった。

　しかし、二人の闘志は教官の一言で肩透かしを受ける。

「本日の訓練はペア戦で行う」

　今日の監督教官は吉良ではなくマユリだった。アレクトーのオペレーターであり本来は航こう宙ちゆう機きパイロットコースの教官であるマユリが、ドウルマスターコースの訓練監督を一人で務めるのは珍しい。だがその理由が候補生に一々開示されることはない。

　候補生の側でも、例えば玲れい音ねは「何故なぜカーティス少しよう尉いがドウルの訓練を？」と疑問に思っているが、それを態度には出したりはしない。どんなにお気楽に見えても、磐いわ都と高等訓練校は軍の施設だった。

「ペアの組み合わせはコイントスで行う」

「マユリさん、いえ、カーティス教官殿」

　しかし前線部隊と違って、上官（教官）の指示に質問を差し挟はさむ程度のことは許されていた。

「何か、早さ乙女おとめ朱あか理り候補生」

「コイントスで決めるんですか？　普通は私たちの進しん捗ちよく度どに応じてペアを決めるものだと思いますが」

　朱理の質問は軍隊組織でなくても目上に対する礼儀に適かなっているとは言い難がたいものだったが、マユリは咎とがめたりせず笑って回答した。

「コイントスの方が公平だろう？」

　朱理は「むしろ不公平だろう」と感じたが、マユリの表情を見てこれ以上言っても無む駄だだと覚さとり引き下がった。

　マユリが四人にクラシックなコインを配る。貨か幣へいとして流通している物ではなく、さりとて鋳い潰つぶされることもなく古銭としての希少性も無い、現代ではカジノでメダルの代わりに使われている銅貨だ。（具体的には十円玉）

　マユリの合図で四人が一いつ斉せいにコインを弾はじいた。

「裏だ」

　真っ先に龍りゆう一いちが自分のサイドを告げる。

「表よ」

　挑み掛かるような口調で朱理が応じる。

　龍一と朱理の視線が火花を散らす。

「表、です」

　緊張に震ふるえそうな声で、蒼生あおいが朱理の味方、龍一の敵であることを告げた。

　だが。

「……すみません、表です」

　玲れい音ねの申し訳なさそうな一言に、緊張感が霧む散さんした。




　結局、コイントスを四回繰り返し、ペアは龍一＆朱理、玲音＆蒼生に決まった。

　二手に分かれた操縦ユニットの、向こう側へ龍一と朱理が軽口を応おう酬しゆうしながら歩み去る。

　今日の操縦室にはＮＩＴＵニツツとＭＩＴＵミツツが二台ずつ用意されている。蒼生はＭＩＴＵミツツを使うかＮＩＴＵニツツを使うか迷ったが、今日は慣れたＮＩＴＵニツツを選せん択たくすることにした。

　玲音はまだ、この場にいない。彼女は蒼生とペアを組むことが決まって、少しの時間、何事か考えていた。

　蒼生とのペアが嫌いやだった、ということではないはずだ。彼女は虚こ空くうを見詰めていた目を蒼生に向けて、ニコッと笑い掛けたのだから。

　玲れい音ねは蒼生あおいに「面白いものをご覧らんに入れます。きっと蒼生君の参考になるはずですよ」と言い残してマユリの所へ小走りに駆けていった。思いついたことを相談に行ったのだろう。

「──お待たせしました」

　蒼生がＮＩＴＵニツツ用のリングを両手足と首につけたところで、マユリと何か話をしていた玲音が操縦室に入ってきた。

　彼女はＭＩＴＵミツツの操縦シートの肘ひじ掛かけの横にあるボタンを押して、椅い子すの上に覆おおい被かぶさっていたフードを外した。リクライニングを起こして普通の椅子に腰掛けるように姿勢良く座ると、手に持っていた、鼻のラインまでしかバイザーが無いヘルメットを被り、ヘッドレストに後頭部を押し付ける。

　シミュレーターの操縦シートに収まった玲音が、まだ立ったままでいる蒼生に、顔を動かさずバイザーの下で目だけを動かして話し掛けた。

「蒼生君、勝ちにいきますからね。頑張りましょう」

　現金なもので、蒼生は俄が然ぜんやる気が出た。

「はい、玲音さん」

　蒼生がＮＩＴＵニツツのシートに収まると、上から蓋ふたが被さり蒼生の姿は見えなくなった。




　模も擬ぎ戦闘開始直後。

「えっ、何？」

　自陣からマリオンを進ませた朱あか理りが、操縦シートで驚おどろきの声を上げた。

　同じ速度でマリオンを進ませていた龍りゆう一いちも驚きに絶句している。

　向かい側、玲音と蒼生の陣地から攻めて来るマリオンは四機を数えた。

「えっ、えっ、どういうこと？」

　答えが返ってこないと知りつつ、朱理はそう訊きかずにいられなかった。

　訓練用のマリオンはどれも同じ型かた式しき、同じ塗装で、機体を見ただけでは区別が付かない。各機体が識別信号を発しているので教官にはどれが誰だれの機体かすぐに分かるし、戦っている当事者も敵と味方の区別が付かなくなるという心配はない。

　しかし今日の場合は、もっと簡単に見分ける方法があった。四人の得え物ものがそれぞれ違うのだ。龍一が槍やり、朱理が十じゆう文もん字じ鎌かま槍やり、蒼生が西洋風のグレイブ、玲音が和風の薙刀なぎなた。動きがぎこちない三機のマリオンは、全すべて薙刀を携たずさえている。

「あの三機、玲音が動かしているの？」

　通信こそつながっていないものの音声コントロールもカットされているので、隣となり合う操縦シート同士で、その余裕があれば肉声での会話が可能だった。

　朱理の疑問に龍一が答えたのは、無む駄だ口ぐちとばかりは言えまい。

「そうだろうな。玲音の方は任せたぞ！」

　龍りゆう一いちが返した言葉は、想定外の事態に対する即興の作戦提案でもあった。

　龍一の機体が、グレイブを振りかざした機体と激突する。

　朱あか理りは龍一と連携を取る間もなく、三機のマリオンに取り囲まれる。

　玲れい音ねがコントロールしているであろう三機の動きは、何となく人形めいていてぎこちない。

　だがそれは与くみし易やすい相手ということを意味していなかった。

　玲音の操る三機はめまぐるしくポジションを変えながら次々と朱理の機体に斬きり掛かってくる。上段からの斬り下ろしを朱理が十じゆう文もん字じ槍やりの柄えで受け止めると、サイドから横よこ薙なぎの斬ざん撃げきが朱理のマリオンを襲おそう。

　突きを躱かわしてカウンターを放とうとするとその後ろからカウンターのカウンターを狙ねらう機体が現れる。

　玲音の操る三機のマリオネット・ドウルの動きは、人間と同じようにスムーズなものではなくても、戦うには十分なものだった。

　現に朱理は、防戦一方に追い込まれている。

　防戦一方と言えば、龍一と激突した蒼生あおいも今のところ全く攻撃できずにいる。ただしこちらは、意図して守りに徹していた。

　一つの意思の下もと、一糸乱れぬ連携を見せる三機のマリオンに追い込まれた朱理が、龍一に思わず助けを求める。

「龍一、何とかならない!?」

　しかし、隣となりのシートからもたらされた返事は、

「駄だ目めだ。無理をするとカウンターを喰くらう！　蒼生のヤツ、いつの間にこれほど腕を上げやがった!?」

　朱理にとって喜ばしくも、芳かんばしくないものだった。

　逆サイドでは、玲音が蒼生を励はげましていた。

「蒼生君、あと二分持ちこたえてください。こちらはもうすぐ詰みです」

　淡々とした玲音の口調が逆に頼もしさを感じさせる。

「任せてください！」

　出口が示されていれば、人間、意外とプレッシャーに耐えられるものだ。蒼生は龍一の猛もう攻こうをタフにしのぎ続けている。

　他方、玲音の言葉どおり、朱理は三機のマリオンをさばききれなくなってきていた。

「くっ、このっ」

　三機のマリオンによる円形包囲陣が完成した。

「あっ、ちょっと！　駄目ぇっ！」

　前面二機の連続攻撃に釘くぎ付づけとなった朱理の機体は、背後からの一撃に撃げき墜つい判定を受ける。

「あーっ！」

「おいっ、朱あか理り!?」

　すぐ隣となりで上がった悲鳴に、龍りゆう一いちは思わず足を止めてしまった。鍔つば迫ぜり合いの状態で膠こう着ちやくした龍一と蒼生あおいの機体を、玲れい音ねのマリオンが取り囲む。

「そんなのありか!?」

　同じ性能の機体で四対一。龍一の戦闘技術を以もつてしても抗し得ず、彼はたちまち撃げき墜ついされてしまった。




　自分の機体を先に収容させてもらい、ＮＩＴＵニツツの操縦シートを出た蒼生は、三機のマリオンを次々に収容していく玲音を見詰めていた。目を半眼に閉じて身み動じろぎもせず端然と椅い子すに座っている玲音の姿が、蒼生の目には神秘性を纏まとって見える。

　蒼生が見とれているのに気づかず、あるいは気にせず、玲音はマイペースで作業を進める。一いつ旦たん格納庫前に集めてしまえば、三機を同時に動かす必要はない。一機ずつコントロールされている機体は、人間以上の滑なめらかな動作で順番に自分の「寝床」に収まっていく。そして最後の一機が自分の身体からだをハンガーのラックに固定した、ちょうどその時。朱理と龍一が蒼生たちのいるコントロール室へ駆け込んできた。

「玲音！　一体何よ、あれ！」

　いきなり大声で放たれた、朱理の問い掛け。

　玲音は半分閉じていた目を開け、慌あわてずにヘルメットを脱いだ。

　手て櫛ぐしで髪を整えて、座ったままで朱理へ顔を向ける。

「マリオンを三機使ったことなら、カーティス教官の許可は取りましたよ？」

　自分の答えに軽い疑問を覚えたのか、玲音が小首を傾かしげた。

「本来、二対二のダブルス戦が四対二になるのはどうかと思わないでもありませんでしたが……教官は『問題無い。面白いからむしろどんどんやれ』と仰おつしやっていました」

　そう言って、玲音が蒼生に向けてウインクした。

　蒼生の顔が途と端たんに赤くなる。

　対照的に、朱理の興奮は少し収まっていた。

「数が増えたのはそれも玲音の持っている技術なんだから、別に良いいんだけど」

　今は朱理より龍一の方が興奮していた。

「それより、玲音。何故なぜあんなことができるんだ!?」

　玲音が立ち上がって龍一の方へ向いた。玲音の静せい謐ひつな眼まな差ざしは、加熱した龍一の眼まなこと好対照だった。

「龍一さんと朱理が『できない』と考えてしまうのは、ＮＩＴＵニツツに熟達しているからです」

「ＭＩＴＵミツツならば、できて当然だと？」

　重ねられた龍一の問いに、玲音は小首を傾げた。

「逆にお訊たずねします。何故なぜできないと思われるのですか？」

　龍りゆう一いちが言葉に詰まる。

　玲れい音ねはあくまでも落ち着いた口調で答えを紡つむぐ。

「カーティス教官ほどではないにしても、熟練したアレクトーのオペレーターは三機、四機の機体を当たり前にコントロールします。マリオンもドウルも一度に一機しかコントロールできないという固定観念を取り払ってしまえば、マリオンを三機コントロールする程度のことは然さ程ほど驚おどろくには当たらないと思います」

　龍一はドウルだけでなく、アレクトーにもある程度詳しい。だから逆に、玲音の答えは納なつ得とくできないものだった。

「アレクトーとは事情が違う。あれはほとんどＡＩでコントロールされていて、オペレーターは進路や攻撃のタイミングを命令するだけだ」

　しかし玲音はその反論を、固定観念に縛しばられたものだと否定する。

「ドウルやマリオンも、その動作はＡＩで管制されていますよ？　マスターはどう動くか命令しているだけで、その意味ではアレクトーのオペレーターとやっていることに大差はありません。人型機械は命令する項目が多すぎてレバーやペダルだけではコマンド入力が間に合わないので、神経インパルスや思念波を操縦手段に使っているだけです」

「その必要コマンドの数が問題だろう！」

　龍一の反はん駁ばくは、常識そのものだった。

　しかし玲音にとって、それは誤った常識だった。

「ですから、そこは慣れですよ。龍一さんは──朱あか理りもですけど、ＮＩＴＵニツツにある意味で最適化していますから肉体の動作と人型機械の動作を直結させてしまいがちなのです。それは仕方のないことで、その域まで到達すれば一体化思考はむしろ有益なのですけど、他人も同じだと思い込んでしまうと、今みたいに足をすくわれてしまいますよ？」

　実際に足をすくわれたばかりの龍一も朱理も黙り込んでしまう。

　そこにマユリが拍手しながら入ってきた。

「レニー、ご苦労様。私が言わなければならないことが無くなってしまったよ」

　マユリは皮肉で言ったのではない。

　だが玲音は羞しゆう恥ちに顔を赤らめた。

「……出過ぎた真似まねをいたしました」

「いや、構わないよ。責めているわけじゃないんだ。それにアレクトーオペレーターの私が言うより、予備操手サブマスターとはいえ同じドウルマスターのレニーが言った方が如月きさらぎ龍一候補生も早さ乙おと女め朱理候補生も納得できるだろうからね」

　マユリは恥ずかしげに俯うつむく玲音から、龍一と朱理に目を転じた。

「レニー、いや、高たか城じよう玲音候補生がアドバイスしたとおり、自分にできないからといってその可能性を無視するのは、時として致命的な隙すきになる。彼女と同じことをできるようになる必要は無い。そんなことを考えるのは君たち二人にとって、むしろ有害だ。だが相手が常に有人機で、人間と同じ動作しかできないと決めつけるのは危険だと覚えておいてくれ。ドウルを模した無人機による自爆攻撃の実例もある」

　マユリが示した可能性は、前線に立つ者として確かに無視できないものだった。

「分かりました」

　だから二人は素直に頷うなずくことができた。

「早さ乙女おとめ蒼生あおい候補生」

　マユリは一つ頷いて、今度は蒼生へ目を向けた。

「はい」

「今日の動きは良かったぞ。部隊における自分の役割をきちんと理解している操縦だった。実戦に一対一の局面はほとんど無い。大たい抵ていは部隊対部隊の戦いになる。自分の役割を忠実に果たすことを、今後も忘れないようにしたまえ」

　蒼生の顔に、抑えようとして抑えきれなかった喜びの色が差した。

「はい、ありがとうございます」

　男前な笑みを浮かべて、マユリが蒼生を励はげますように頷く。

　そして顔を上げ、全員を視野に収めた。

「では解散」

　マユリがコントロール室を出ていく。

　その後に「あーあ、今日はしてやられたわ」と気の抜けた声を漏もらしながら朱あか理りが続き、その後ろを無言で今の模も擬ぎ戦せんを反はん芻すうしている龍りゆう一いちが続いた。

　勝利の喜びを分かち合おうと照れ臭くさそうな笑顔を向ける蒼生に、玲れい音ねもまだ羞しゆう恥ちの赤みが残る顔で笑みを返す。

「蒼生君」

「は、はい」

　背筋がゾクッとするような囁ささやき声で話し掛けられ、蒼生の返事が上ずったものになった。

「蒼生君は朱理や龍一さんに比べると、ＮＩＴＵニツツに対する適性が低いと私は感じています。ですが同時に、それは可能性です。正直に言ってＭＩＴＵミツツはＮＩＴＵニツツより人を選ぶシステムですが、ＮＩＴＵニツツではできないこともＭＩＴＵミツツならばできます」

　玲音の声が、蒼生を搦からめ捕り身動きできなくする。

「蒼生君なら、できると思いますよ」

　軽く会え釈しやくして、玲音がコントロール室を出ていく。

　蒼生の金かな縛しばりはなかなか解けなかった。
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　十二月十五日、木曜日。

　訓練校の授業（教練）が終了した後、朱あか理り、蒼生あおいの姉弟きようだいと玲れい音ねは夕食もとらずに軍港へ来ていた。巨大な真空の円筒である港内には、全長百八十メートル、幅百メートル、高さ六十メートルの箱型の大型艦が既すでに停泊していた。

「あれが今度の訓練航海に使う船、『ヴィマーナ』ね」

　朱理が玲音の方を見て、確認するように言う。玲音が頷うなずくのを見て、彼女は再び宇宙母艦ヴィマーナへ目を向けた。

　三人は、自分たちが訓練航海で乗り込む船の見学に来ていた。

「でかいな……」

　蒼生の感想は全長百二十メートルのヴィヴヴァンと比較してのものだ。全長、最大翼よく幅ふく二百メートルのガルトマンを見慣れた玲音にはそれほど大きいとも感じられないが、蒼生が感かん嘆たんするのも理解できるので水を差すような真似まねはしなかった。

　朱理の方はようやく船体を眺ながめ回すのに満足したのか、窓まど際ぎわから一歩下がって玲音の横に並んだ。

「あの船、ドウルは何機積んでいるの？」

　蒼生は飽あきずに船体を眺め回しているが、朱理は自分が搭乗する機体の方に興味が移っているようだった。このところずっとマリオンを使った模も擬ぎ訓練だったから、生きつ粋すいのドウル乗りである朱理には、久し振りのタイタニック・ドウルが待ち遠しいのだろう。

「四機ですね。機種は『ヤクシャ』です」

　玲音の言葉に、朱理が軽く意外感を示す。

「ギュゲスじゃないんだ？」

　朱理の質問に、玲音は軽く頷うなずいた。

「ギュゲスは拠点防衛用の機体です。今回は外洋演習ですから」

「ドウルの配備にも縄張りがあるってことね」

「それは少し違うような……。ギュゲスは艦載機に向いていないからだと思いますよ」

　玲音は苦笑いしながら朱理の思い違いを正した。

「ヤクシャはケイツァルほどではないにしても高機動型の機体で、ケイツァルより汎はん用よう性せいが高いドウルですから」

　縄張りというなら宇宙戦用にポリス連合軍が開発したケイツァルを直属軍が採用せず、わざわざヤクシャという別機体を開発したことの方が該がい当とうするのだが、玲音はあえて朱理に燃料を供給するつもりは無かった。

「ふーん、訓練航海に向いている機体ってわけか。乗るのが楽しみね」

　朱あか理りにはそう思っていてもらいましょう、と玲れい音ねは心の中で呟つぶやいた。

「そう言えば朱理」

　機体の開発、という思考から連鎖的にあることを思い出して、玲音が朱理の耳元に口を寄せる。蒼生あおいが野や次じ馬うま根性を隠せていない目を向けるが、女同士の話に口出しを自重したようだ。

「パテル先生が朱理用の機体を作ると仰おつしやっていましたが、その後どうなりました？」

　磐いわ都と訓練校入学直前の「オオトリ」コスモジャック事件の際、朱理はゲノムスの新型機を撃退する為ためにパテルの船「ヴィヴヴァン」からタイタニック・ドウル「ギュゲス」を借りて出撃し、結局壊してしまうという出来事があった。

　もし賠ばい償しようでも請求されようものなら磐都訓練校入学など放り投げて夜逃げするつもりで朱理はパテルの許もとへ謝罪に赴おもむいたのだが、何故なぜか、パテルだけでなくヴィヴヴァンの関係者からも御お咎とがめは一切無かった。

　むしろパテルは朱理の操縦技術をその場で称賛し、ギュゲスの性能では朱理の腕がもったいないとまで言ってヴィヴヴァンの整備員を鼻白ませた。

　朱理にとって大層居心地が悪くなったその雰ふん囲い気きの中で、パテルは彼女に「専用機を一から作るのは色々と無理だが、特別にカスタムしたスペシャル仕様の機体をプレゼントしよう」と約束したのだった。

　朱理もそのことをすぐに思い出し、玲音の耳元に口を寄せて答える。

「今月の頭に『もうすぐできる』って連絡がきた。一から設計するんじゃなくて、タロスⅦをベースに改造するだけだから時間は掛からないんだって」

　タロスⅦは相模さがみ湾岸の対横よこ浜はまポリス戦で朱理が使ったタロスⅢの最新後継機で、格闘戦能力に限って言えば量産機の中で最高クラスの性能を誇ると評判の機体だった。

「タロスシリーズは基礎設計に優すぐれた名機ですから」

　玲音もその評価に同意見のようだ。

「あたしもここに来る前はタロスⅢに乗っていたし、慣れているだろうからって理由が大きいみたいよ」

　朱理も満まん更ざらではない様子。小お田だ原わらで乗っていたタロスⅢは中古だったが、彼女のフィーリングに合っていたのだろう。

　その後も二人は笑顔に様々なバリエーションを加えながら耳打ちを交わし合った。

　交互に顔を近づけて内緒話を繰り返す美少女たちの図は、男比率の高い軍港でかなり人の目を集めていた。

　その「男たち」の中には言うまでもなく、蒼生あおいも含まれていた。
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　同じ頃ころ、磐いわ都と訓練校から数ブロック離れた所に建つ、実態がゲノムスのセーフハウスである小さなレストランでは龍りゆう一いちとロサが酒を酌くみ交わしながら、ここでもヴィマーナとその搭載機ヤクシャのことを話題にしていた。

「訓練航海に使われるヴィマーナは四機のヤクシャを搭載しているけど、その内の一機に細工をしておいたわ。戦闘中にスラスターが暴発してわざと外へ漂流する仕掛け。暴発時に結構強い衝しよう撃げきがあるそうだから、慌あわてないでね」

　もっともその内容は、玲れい音ねたちのものに比べると随ずい分ぶんきな臭くさいものだったが。

「そのくらいのことで慌てはしないが……一機だけか？」

　龍一の質問は「その機体が他ほかの候補生に割り当てられたらどうする」という意味だ。

　そう訊きかれることは、ロサももちろん想定済みだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ドウルの操縦訓練は吉き良らが指揮を執ることになっているし、ヴィマーナの格納庫にも同志を潜もぐり込ませる手て筈はずだから」

　ロサの回答は、龍一にとって安心できるものではなかった。

「……何だか随分と計画が綱渡りなものに見えるんだが」

「ふぅ……」

　ロサがこれ見よがしにため息を吐つく。

「馬ば鹿かな男は嫌いだけど、賢かしこすぎる男も扱い辛づらいわね」

「おいっ……」

　龍一の眼まな差ざしが鋭さを帯びる。彼にとっては自分の命が懸かかっているのだから、当然の反応だった。

「今回の作戦については、ナグルのスタッフも前回以上に不確定要素が多すぎる、ってぼやいていたわ」

　しかし、続くロサの言葉が思いのほか深刻な声音に乗って返ってきた為ために、龍一は彼女を問い詰めるきっかけを失ってしまう。

　顔を強こわ張ばらせている龍一に、ロサがいつもよりずっと邪じや気きの少ない微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「でも安心しなさい、龍一。あたしたちはもっと危ない橋も渡ってきた。この程度の作戦なんて、どんな想定外が発生しても必ず成功させてみせるから。貴方あなたはナグルと合流することだけ考えれば良いいの」

「……分かった。どの道、賽さいは投げられているんだ。無理でも何でもやってやるさ」

　始まる前から動揺していてはみっともない、と思ったのだろう。覚悟を決めた表情で龍一が頷うなずいた。

「そうそう。男は少し無む謀ぼうなくらいが魅み力りよく的よ」

　龍りゆう一いちの引き締めていた表情が、苦笑いに変わる。意図しないという意味では自然な笑顔かもしれないが、これはどちらかというとロサに無理やり引き出されたものだった。

「時々思うんだが、ロサは怖い女だな」

　感心したように龍一がそう言うと、ロサは「まだまだね」と言いたげに、ニヤリと笑った。

「時々？　精しよう進じんが足りないわね、龍一。女は何時いつでも怖いのよ？」
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　蒼生あおいたち四人が訓練で乗艦する宇宙母艦ヴィマーナが磐いわ都とアイランドに到着した翌日の昼。

　昼食中に呼び出された四人は、急いでランチを終えると指定されたミーティング室に駆け込んだ。

　幸いまだ教官は来ていない。ホッとしつつ、立ったまま整列して待っていた四人の前に現れたのは、マユリだった。

「よし。第四班、全員そろっているな」

　その必要も無いだろうに、マユリは室内を見回してからそう言った。彼女は意外に「形」を重んじるタイプのようだ。無論、彼女の性格からすれば、単なるジョークという可能性も多分にあった。

「では早速だが、訓練航海の詳細を伝える。既すでに伝えてあるとおり、今回の訓練では一回の航海にドウルマスターコースの候補生二班八名と、航法コースの候補生一班六名が参加する。第一班及び第二班が現在航海中であることも知っていると思う」

「諸君らマスターコース第四班は、マスターコース第三班及び航法コース第二班と共に十二月十九日九時ヴィマーナ〇四にて出港。期間は二十四日八時までの五日間」

　ヴィマーナは八隻せき就航しており、現在停泊中の艦はその四番艦だ。

「二十日五時、Ｌ１ベースに到着。補給の為ため、Ｌ１ベースに四時間滞たい在ざい。二十日九時、Ｌ１ベースを出港。二十日十九時より月孫衛星順行軌道にてドウルの操縦訓練。二十一日七時、孫衛星軌道を離脱しＬ２へ向かう。二十一日十七時、Ｌ２アウターゲート基地に到着。補給の為一時間滞在後、二十一日十八時、アウターゲートを出港。月を通過し、二十二日十四時、Ｌ１ベースに到着。二十二日十八時、Ｌ１ベースを出港。二十四日四時に磐都アイランドへ帰還し、同日八時に解散予定だ。何か質問は？」

「教官殿、質問があります！」

　声を張り上げたのは、蒼生だった。

「早さ乙おと女め蒼生候補生、質問を許可する」

「アウターゲートの滞在時間がＬ１に比べて短いのは何故なぜでしょうか!?」

　今聞かされた予定では、Ｌ１ベース滞たい在ざい四時間に対してアウターゲートに寄港するのはわずか一時間だけだ。両者の違いを知らなければ、確かに不審を覚えるスケジュールだろう。

「Ｌ１ベースは開発機構直属軍の補給基地だ。それに対してアウターゲートは住民が退去した後、ポリス連合軍の補給基地になっている。その違いが理由だ」

　そして蒼生あおいたちは開発機構直属軍所属となっている、というわけだが、そこまで説明する必要は無さそうだった。

「理解しました！　ありがとうございます！」

　少なくとも表面的には、蒼生も納なつ得とくを示した。

「他ほかには？　では、これよりヴィマーナ〇四の内部を見学する」

「イエス・マム！」




　軍港内に停泊中のヴィマーナへ、マユリを先頭に五人が乗艦する。これからおよそ五日間、お世話になる船だ。彼らが艦の航行に直接携たずさわることはないが、同時にお客様扱いを期待できる立場でもない。命令だからではなく、出港前に艦内の様子を見せてもらえるのは蒼生たちにとってありがたいことだった。

　マユリは四人をまず、ブリッジへ連れて行った。

「失礼します。磐いわ都と高等訓練校教官、マユリ＝カーティス少しよう尉いです」

「入りたまえ」

　装甲扉が開く。座席が五つしかない狭いブリッジにいたのは艦長のオルランド＝フォンターナ中ちゆう佐さ一人だけだった。

「艦長、ドウルマスターコース一回生第四班の候補生を連れて参りました」

　マユリの声を合図に、四人が一いつ斉せいに敬礼する。

「如月きさらぎ龍りゆう一いち候補生、高たか城じよう玲れい音ね候補生、早さ乙女おとめ朱あか理り候補生、早乙女蒼生候補生、だったな」

　フォンターナ中佐は鷹おう揚ように頷うなずいて、気安い口調で話し掛けてきた。彼の態度からは、威い厳げんというものがまるで感じられない。朱理などは拍子抜けと感じていたほどだ。

「艦の見学を許可する。言うまでもないことだが、カーティス少尉の指示に従い、コンソールには無む闇やみに触れぬこと。いいね？」

　しかし彼がこの艦の最高責任者であることは確かな事実だ。

「分かりました！」

　四人は彼の言葉を蔑ないがしろにするような態度は取らなかった。

「では艦長、失礼いたします」

　最後に一同を代表してマユリが退出の許可を求める。

「ご苦労だったね、少尉」

　フォンターナ中佐は最後まで威厳に乏しい態度を崩さなかった。




　ブリッジを出たマユリが「やれやれ」という表情で大きく息を吐き出す。

「何だか頼りなさそうな人だったわね」

　朱あか理りが玲れい音ねにこっそり話し掛ける。

　だがこの声は前を行くマユリに筒抜けだった。

「こら、朱理。滅めつ多たなことを言うものじゃない」

　叱しつ責せきされたと感じた朱理が慌あわてて謝罪を述べる。

「申し訳ありません！」

　だがマユリは規律を問題にしたのではなかった。

「あれはフォンターナ艦長の手なんだ。わざと隙すきを見せて、相手の油断を誘う。中ちゆう佐さはそうやって今の地位までのし上がってきた」

　マユリの暴ばく露ろ話ばなしを聞いて、蒼生あおいは妙に感心していた。

「そうなんですか。失礼ですが、人は見掛けによりませんね」

「まあね。人を見掛けで判断するのは確かに危険だ」

　素そ朴ぼくに感心する蒼生に答えるマユリの声は苦い。付き合いがそれなりに長い玲音は「おやっ？」と疑問を覚える。

　フォンターナが敵を油断させて裏をかくのではなく、味方を油断させて陥おとしいれ、地位を築いてきた高級士官として、実戦派の士官から苦々しく思われていることを、ガルトマンで過か剰じように保護されていた玲音は知らなかった。




　四人がヴィマーナ〇四の艦内で最も興味を持ったのは、やはりヤクシャの格納庫だった。蒼生、朱理、龍りゆう一いちはヤクシャを見るのが初めてだ。玲音はこの機体を良く知っていた。彼女にとっては時に肩を並べて戦場を駆けたドウルだ。蒼生たちとは逆に、ヤクシャを見て玲音は懐なつかしさを覚えていた。

「これがヤクシャか。何だかグリフォンに似ているな」

　龍一は入学前の、ゲノムスの作戦で改造型のグリフォンを間近に見ている為ため、類似点に気づくのが早かった。

「そう言えば……」

「確かにそうですね」

　朱理、蒼生が龍一に同調する。

「如月きさらぎ龍一候補生、良く分かったな。君が指摘したとおり、ヤクシャとグリフォンには共通点が多い。ヤクシャはグリフォンの後継機種として開発されたドウルだから、当然と言えば当然だが」

「へえ……玲音は知ってた？」

　マユリの説明を聞いて、朱あか理りが隣となりの玲れい音ねに訊たずねる。教官を目の前にした大だい胆たんな私語だが、多分朱理はそれを意識していない。

「ええ、まあ。所属していた艦にもヤクシャは配備されていますから」

　玲音がソフィアの空くう宙ちゆう母艦に乗っていたということはこの場の全員が知っていたが、そこで何をしていたか男性陣は知らない。何となく声を潜ひそめて、玲音は朱理の問いを肯定した。

「そっか、玲音はソフィアの隊員だもんね。ソフィアにだって専用機ばかり配備されているわけじゃないだろうし」

　そんな彼女の迷いを知ってか知らずか、朱理はあっさりと玲音がソフィアに所属していたことを口にする。もっとも彼女も考え無しに喋しやべっているのではなく、言って良いことと隠さなければならないことの区別はつけているつもりだった。

「龍りゆう一いちさんは良く分かりましたね」

　実際、蒼生あおいは姉と玲音の会話から、二人の間でやり取りされた言葉以上の何かを感じ取った様子は無かった。

「まあな。仕事柄、色々な機体を目にしているからじゃないか？」

「なるほど……龍一さんはポリス正規軍のドウルマスターでしたね」

　蒼生の言葉に、というより声音に、朱理は眉まゆを顰ひそめた。蒼生は敵同士だった過去を未いまだに引きずっている。いや、克こく服ふくできていないのは龍一に殺されかけた事実より、ポリスの市民に対するコンプレックスか。

　オートンの住民がポリスの市民に劣等感を懐いだくのはむしろ一般的なことと言える。だが弟のそれは、酷ひどく不健全なものに朱理には思われた。この根深いコンプレックスの所為せいで、何時いつか蒼生がとんでもない間違いをしでかすのではないか……そんな漠ばく然ぜんとした不安を朱理はこの時懐いていた。

　一方の玲音は、龍一の態度に微かすかな動揺を感じ取っていた。彼の言葉に不自然な箇か所しよは無い。グリフォンはタロスシリーズほどではないにしても広く普及している。宇宙で本領が発揮される高機動型の機体だが、地上で使う者も多い。だからポリス正規軍のドウルマスターだった龍一に目にする機会があってもおかしくはないのだが、だから逆に、動揺する理由が分からなかった。

「ところでこの機体、誰だれが乗るんですか？」

　敏びん感かんな姉たちに対して、蒼生はそこまで神経が細かくないようである。

　あるいはこちらの方が、彼にとっては切実だったのか。

「訓練航海に参加する予備操手サブマスターは八人ですよね？」

　それに対してヴィマーナ〇四に搭載されたヤクシャは四機。このことを知ってから、蒼生は今の質問をする機会をずっと窺うかがっていたのだ。

　蒼生が何を考えているのか、マユリはすぐに理解した。

「無論、第三班と君たち四班が交代で乗るんだが」

　マユリの説明に、朱あか理りが疑問を呈ていする。

「三班と四班が交代で？　つまり訓練は班単位で行われるということですか？」

「そうだ。航海中の訓練は班単位で行うことになっている」

　マユリが挑発するようにニヤリと笑った。

「訓練航海とはいえヴィマーナは軍艦で、地上の戦闘艦と違って宇宙母艦の戦力は搭載機に全面依い存そんしているからな。訓練メニューに無い、イレギュラーな事態が発生した場合は、それまでの訓練成績によってどちらのチームが出撃するかが決まるだろう」

　朱理が蒼生あおいを鋭く睨にらみ、蒼生が強気な瞳ひとみでそれを睨み返す。足を引っ張るな、そっちこそ、というアイコンタクトだ。

　この二人については注文どおり。

　そして玲れい音ねは予想どおり微笑ほほえむだけで特に反応を見せなかったが、龍りゆう一いちからは何故なぜか、マユリの挑発に応じる覇は気きが感じられなかった。
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　月曜日の訓練航海出港を目前に控えた土日は完全オフになった。航海に備えて体調を整えておけ、という趣しゆ旨しだ。特に蒼生は繰り返し念を押された。彼がオーバーワーク気味であることは教官の間でも少々問題視されていたのだ。

　蒼生はこうして、訓練校入学以来初の完全オフを（強制されて）取ることになった。これまでも訓練終了後食事に出掛けたり朱理のお付き合い（荷物持ち）で日用品を買いに出掛けたりということはあったが、朝から訓練が無いというのは初めてだ。正直なところ、彼は何をして良いいか分からず朝食後は部屋でゴロゴロしていた。要するに、時間を持て余していた。

　考えてみれば磐いわ都とアイランドに来てから丸三ヶ月が経過したというのに、蒼生には友人と呼べる存在が龍一と玲音しかいない。レアもまあ、半分友人にカウントできるかもしれない。しかし彼女を入れても二・五人。彼も小お田だ原わらオートンにいた頃ころは、このようなことはなかった。同年代の少年少女自体が少なかったが、それでもオフの日に遊びに行く友人に困りはしなかった。全くの自じ業ごう自じ得とくだが、訓練漬づけの弊へい害がいだった。

　そういう狭い交友関係しか持っていなかったので、インターフォンが鳴っても「誰だれだろう？」と期待することはなかった。どうせ姉に決まっている。

「はい──」

『遅い！』

　案の定、カメラの向こうにいたのは朱理だった。

『早く開けなさい！』

　はいはい、とインターフォンを切った後で呟つぶやきながら──朱あか理りの前でこれをやると「返事は一回でしょ！」と怒られる──広くもない部屋を横切ってドアを開けた。なお恋愛小説にありがちな、慌あわてて部屋を片付ける必要は無い。ちらかるほど物が無いからだ。

「やっと起きてきた。冬眠明けのヤマネでも、もう少し寝起きが良いいわよ」

「ヤマネなんて見たことが無いくせに……眠っていたんじゃないよ、寝転んでいただけだ」

「狸たぬき寝入りじゃない。なお悪いわよ」

　狸寝入りの意味が違う、と言おうとして蒼生あおいは姉が気合の入った格好をしているのに気づいた。長なが袖そでのシャツの上から丈たけの長い詰め襟えり風のジャケットを羽織り、ショートパンツの下は最近お気に入りのサイバーっぽい半透明のストッキングだ。

「……どっか出掛けるの？」

　この時には既すでに、蒼生は自分の運命を甘かん受じゆしていた。どうやら今日は午前中から荷物持ちをさせられるらしい。

「そうよ。あんたも早く支度しなさい。せめてその寝ね癖ぐせくらい直さないと、玲れい音ねに軽けい蔑べつされるわよ」

「えっ？」

　蒼生は慌あわてて姉の背後を見た。

「玲音だったら表よ。弟のだらしない格好なんて、あたしだって見られたくないんだから」

「わ、分かった。すぐ行く」

　朱理の気き遣づかいに心の中で手を合わせながら、蒼生は洗面台の前にダッシュした。




　五分で支度して──その大半は朱理のダメ出しに費やされた──蒼生は宿舎の外に出た。

「蒼生君、おはようございます」

　そこには朱理が言ったとおり、玲音が待っていた。

「おはようございます、玲音さん」

　挨あい拶さつを返しながら、蒼生の視線は微妙に泳いでいる。彼は玲音を正面から見られずにいた。

「？」

　玲音は蒼生の態度を訝いぶかしんでいるが、会話の際は相手の目を見て、という教えは今の蒼生にとっていささかハードルが高かった。

　丈の長い詰め襟風のジャケットにショートパンツ、ストッキングというコーディネートは朱理と同じ。意識して合わせているのだろう。

　だが前ボタンを全部外してシャツとショートパンツを見せている朱理に対して、玲音はきっちりとボタンを留めている（なお、この古風なボタンという留め具もお洒落しやれの一種らしい）。

　ジャケットが細身にできている為ため、全すべてを隠すことで余計に華きや奢しやな身体からだの線が露あらわになっている。しかもショートパンツをちょうど隠す丈の長さになっているので、一見しただけではボトムに何も穿はいていないように見える。

　見える、といえば、脚の肌はだ色いろも丸見えだ。玲れい音ねのストッキングは半透明ではなく、ほとんど透明だった。所々光を反射しているので、かろうじて薄うすい樹じゆ脂し製のストッキングを着けているのが分かる程度だ。

　いや、これは「着けている」とか「穿いている」とか表現するより「塗っている」と表現すべきかもしれない。最近のファッション事情に疎うとい蒼生あおいは知らないことだが、玲音の「ストッキング」は速乾性の樹脂を脚にスプレーで吹き付けているだけだから（もちろんスプレーはその為ために開発された専用の物だ）。とにかく、見た目には素足とほとんど区別がつかなかった。

「蒼生君、どうでしょう？　朱あか理りとお揃そろいにしてみたのですが」

　しかしこう言われて目を背そむけているのは失礼である。

　蒼生は覚悟を決めて、玲音を直視した。

　改めて、玲音の白くて細い脚が、蒼生の目の中へ暴力的に飛び込んでくる。

「蒼生君？」

「駄だ目めだこりゃ。我が弟ながら情けない……。玲音、行きましょう」

「え、ええ」

　フリーズしてしまった蒼生に見切りをつけて、朱理は玲音の手を引っ張った。




　朱理と玲音は、どうやら宇宙用の化粧品が目当てのようだった。蒼生には良く分からないが、万一宇宙服が破れた場合に、直射日光を浴びて火傷やけどをしないよう肌に塗る物らしい。万が一船外で宇宙服に穴が開あきでもしたら、火傷を気にする暇ひまも無く助からないだろうと蒼生は思ったが、朱理曰いわく、それでも肌を守る為にコストと労力を惜しまないのが女性のたしなみらしかった。それを聞きながら「どうせ玲音さんからの受け売りだろ」と蒼生は考えていたが、そんなことを口に出すほど命知らずでもなかった。

　朱理は既すでにお目当てのクリームを買って（これも玲音とお揃いだ）店の外に出ていたが、玲音はまだ見たい物があるらしく店内をもう一度巡回していた。

　必然的に、蒼生は朱理と二人で玲音が出て来るのを待つ格好になる。

　通りに置かれたベンチに座ってぼうっと合成アイスコーヒーを飲みながら、自分は何故なぜ連れてこられたのだろう……と考えていた蒼生は、突然隣となりから名前を呼ばれた。

「蒼生」

「んー？」

　朱理が気まぐれに話し掛けてくるのは良くあることだ。どうせいつもの暇つぶし、そう思って蒼生はストローを咥くわえたまま等閑なおざりな反応を返した。

「今いま更さら訊きくまでもないことだけど……あんた、玲音が好きなんでしょ」

「ぐほっ、ごほっ、ごほっ……」

　しかし、いきなり特大の爆弾を投げ込まれて、蒼生あおいは激しくむせてしまう。

「何慌あわてているのよ。本当に、今いま更さらでしょうが」

「突然そんなことを言われれば誰だれだって驚おどろくよ！」

　何とか呼吸を落ち着かせた蒼生が、朱あか理りに激しく抗議する。ただしこれ以上注目を集めないよう、そして何より店の中にいる玲れい音ねに聞かれないようボリュームは抑えられていた。

　意外に落ち着いている弟へ、朱理は半眼に細めた目を向けた。

「ふーん……玲音が好きだってことは否定しないのね」

「ぐっ……」

　蒼生の顔が見る見る赤くなる。

「……そうだよ、悪いか!?」

　彼は朱理から顔を背そむけて、自棄やけになった口調で自分の片かた想おもいを認めた。

「悪くはないけど……今のままじゃ駄だ目めね」

　突然優やさしさを帯びた姉の声に意外感を覚えて、蒼生は恐る恐る視線を朱理に戻した。

「理由は分からないけど、玲音は他人と深く関かかわることに臆おく病びようなところがある。それはもしかしたら、あの子の力が桁けた外はずれに大きいからかもしれない」

　朱理の言うことに、蒼生も心当たりがあった。

「あんたも気づいているんでしょ？　おそらくだけど、玲音のＳＩＭＡシーマはエクサーであるあんたより上よ」

　玲音が持つ、巨大な力に。

「……玲音さんもエクサーだってこと？」

「多分ね」

　本当は「多分」ではなく、玲音がエクサーだということを朱理は知っている。だがそれは、この場で告白する必要のないことだった。

「きっとその所為せいで嫌いやな思いをしたんでしょうね……」

　強すぎる力を人は恐れる。もし玲音がソフィアに入隊する前からＥｘＡエクサを目覚めさせていたとしたら、彼女はきっと周りから孤立していたに違いない。その程度のことは、蒼生にも想像がつく。

　自分なら、無力であるより恐れられた方が良いい。無力感に苛さいなまれるより、孤独に苦しむ方が良い。本当の孤独を知らない蒼生はそう思った。しかし同時に玲音が女の子で、小さな女の子にとって仲間外れにされるのがきっと耐えがたい苦しみだということも何となく分かった。

「とにかく、時間を掛けて仲良くなろうなんて考えても玲音との距離は永遠に縮まらないわよ。玉ぎよく砕さい覚悟で突っ込んで行かなきゃ、本心に触れることさえできないと思う」

「……でも強引に迫ったりしたら、それこそ嫌がられないかな？　玲音さんがそういうのを苦手にしているってことくらい、俺おれにも分かるぞ」

　一つしか年の違わない姉に恋愛相談など気恥ずかしかったが、玲れい音ねにどう接したら良いいか分からないのも確かだ。訊きくは一時の恥、と蒼生あおいは割り切った。

「お友達になりたいんだったらそれで正解でしょうね。でもあんたが求めている関係は、違うでしょ」

　そう言われてしまえば、蒼生は何も反論できない。全くの図星だからだ。

「あんたはまだ実感していないかもしれないけど、あたしたちにどれだけの時間が残されているかなんて分からないのよ。あたしたちはドウルマスターなんだから」

　だからゆっくりと時間を掛けるなんて贅ぜい沢たくはできない。そう言われていることを、蒼生は理解した。理解しないわけにはいかなかった。

「そういうことだから、頑張りなさい」

　考え込んでいる蒼生の横で、朱あか理りが突然立ち上がった。

「姉さん？」

「玲音にはよろしく言っておいて」

「えっ？　ちょっと待てよ！」

　蒼生の制止に耳を貸さず、朱理は背中を向けたまま右手を挙げてヒラヒラと振った。

　店の中に玲音がいるから、追い掛けることもできない。

　蒼生が金かな縛しばり状態に陥おちいっている間に、朱理の姿は見えなくなった。




　オフの使い途みちにショッピングを選んだのは、朱理たちだけではない。レアも朱理たちの帰還後に予定されている別口の訓練航海で必要になるであろう着替えや細々とした応急薬を買いそろえる為ため、ショッピングエリアに足を運んでいた。

　磐いわ都と訓練校の生徒は身分的に太陽系開発機構直属軍の下士官であり、訓練航海は軍務だ。航海中に必要なものは訓練校から支給される。

　だがそれで全すべてが賄まかなえるかというと必ずしもそうではない。軍の支給品には、個人の好みが反映されない。例えば下着などはどうにもしっくりこないということが起こったりする。

　レアは玲音ほど強く着る物に拘こだわっていなかったが、実を言えば彼女はかなり裕福なポリスの、その中でも地位の高い家の出身だ。本人は普通と思っていても、軍の基準で言えば好みがうるさい方である。性格的に押しが弱いので我が儘ままという印象は無かったが、自分の自由になる範囲では手間と費用を惜しまない。

　彼女が一人でショッピングに出掛けているのは、言うまでもなく孤独が好きだからという理由ではない。本当は女同士でわいわい出掛ける方が彼女も楽しい。ただ先日着せ替え人形にされたばかりなので、何となく気が向かなかったのである。

　そういう事情で、レアは繁はん華か街がいを一人で歩いていた。通りの左右には、どことなくアダルトチックな店が並んでいる。気に入った品物が中々見つからず、もう少し先まで、後もう少し、と足を延ばす内に、いつの間にか大人おとな向けの区画に紛まぎれ込んでしまったのだ。

　アイランドは治安が良いい。出入りが完全に管理されたポリス以上の閉鎖空間なのだから、入退管理部門を部分的にでも乗っ取らない限り、犯罪組織やテロ組織が潜もぐり込む余地は無い。

　しかし百万人以上が暮らす都市で、健全なだけの町並みを維持することは事実上不可能だ。どんなに平和な生活をしていてもストレスは溜たまっていくもので、それを発散したいと考えるのは男女を問わず同じだ。アイランドでは胎たい児じが正常に育ちにくいという事情から避ひ妊にんが徹底しておりその手段も充実しているが、それが逆にアバンチュールに対する歯止めを失わせているという面も否定できない。

　──しかしレアのように純情な少女にしてみれば、ここは困惑するしかない場所だった。悪いことに彼女はハイレベルのＥＳＰ能力保有者だ。自分に向けられる特殊な好意がさっきから意識の中に流れ込んでいて、彼女は蹲うずくまりたくなる吐き気すら覚えていた。早く元の通りへ戻らなければ、と気持ちが焦あせるばかりで、霞かすみが掛かり始めた意識はアイランド内なら何処どこでも使える地図ナビゲーターを端末から呼び出すことも思いつけない。

「お嬢ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　遂ついにベンチへ座り込んでしまったレアへ、すかさず掛けられる中年男性の声。

「大丈夫、です」

「随ずい分ぶん具合が悪そうだよ？　ベンチなんかじゃなくて、もっとゆっくり休めるところに連れて行ってあげるよ」

　紳士的な笑顔の裏側から流れ込んでくる特殊な好意。

「いえ、本当に──」

　レアが危うく悲鳴を上げそうになったその時、良く知っている声が頭上から聞こえた。

「レア、大丈夫か？」

「龍りゆう一いちさん……？」

　暴力的に流れ込んできていた「欲望」が遮しや断だんされて、レアは、意識がすっきり晴れていくのを感じた。

「何だね君は!?　いきなり」

　悪気は無かったのだろうが、レアをやや特殊な性せい癖へきに由来する思念波で苦しめていた中年男性は、抗議し掛けた言葉を不意に途切れさせた。

　レアが顔を上げると、龍一がその男性を鋭い視線で睨にらみつけていた。視線だけではない。龍一の放射する義ぎ憤ふんがレアに向けられた邪じや念ねんを塗りつぶしていた。

　中年男性はそれ以上何も言わず、すごすごと立ち去った。龍一が肩の力を抜く。

「レア、大丈夫か？」

「はい……大丈夫です」

　もう一度繰り返された問い掛けに、レアも今度はしっかり答えた。

「龍りゆう一いちさん、ありがとうございました」

　立ち上がって深々とお辞じ儀ぎするレアに、厳しく引き締まっていた龍一の顔が緩ゆるむ。

「それにしてもどうしてこんな所に？」

　ここは別に未成年立ち入り禁止区画ではない。そもそもそんな場所は、アイランドには無い。だが、レアのようにすれていない女の子が歩き回るには不似合いな場所だと龍一には思われた。

「あっ……」

　レアは少し赤くなって恥ずかしそうに目を背そむけた。

「その、お買い物している途中で間違って……」

　こんなことを言っては笑われるかも、と思いながら恐る恐る告白すると、

「くくっ……」

　案の定、龍一は吹き出した。

「わ、笑わないでください！」

　肩を震ふるわせる龍一に、レアが頰ほおを膨ふくらませて抗議する。しかし、龍一を襲おそった笑いの衝しよう動どうはそう簡単に治まらなかった。──十六歳とは思えないレアの無む邪じや気きな抗議がそれを長引かせていたことに、彼女は気づいていなかった。

「……いや、済まない。お詫わびに商店街まで送っていこう。もちろん、健全な方のね」

「龍一さんっ！　からかわないでください！」

　ごめんごめん、と尚なおも半笑いで答えながら、龍一はレアの手を取った。

　ハッとなって、龍一の横顔を見上げるレア。

　つないだ手から伝わってくるのは、邪よこしまな欲の欠片かけらも無い、純粋な思い遣やり。

　それと反比例して、暗く濁にごった想おもいの波動が遠ざかっていく。

　龍一の強い心が邪じや念ねんを寄せ付けないのだ。レアはそう思った。

　頼もしい、とレアは感じた。ドルジに感じるのとは、別の種類の頼もしさだった。

　自分もこんな風に強くなりたいと、レアは憧あこがれを懐いだいた。保護されるのではなく、同じになりたかった。

　龍一の横顔が眩まぶしく見えた。

　それが何故なぜか、気づく前に──レアは慌あわてて顔を背けた。

　彼女の顔が見る見る赤くなっていく。

　だが彼女は、龍一の手を振り解ほどかなかった。
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　　　◇　◇　◇




　十二月十九日、月曜日の朝の八時三十分。宇宙母艦ヴィマーナ〇四は九時に予定どおり出港すべく、乗組員に最終搭乗が告げられた。

　蒼生あおい、朱あか理り、玲れい音ね、マユリ、そして龍りゆう一いちの五人は、見送りに来ているレアと一時の──一時のものにすぎないはずの、別れの挨あい拶さつを交わしていた。

「皆さん、お気をつけて。Ｌ１ベースのある月の表側はともかく、月の裏側はゲノムスの出現が数多く観測されている宙域ですから」

「心配性だな、レアは」

　不安げな表情のレアに、マユリが殊こと更さら余裕を見せて笑い掛ける。

「Ｌ１ベースだけではなく月面基地ムーンベースもあるんだ。月とＬ２の往復にはオービタルガードの随ずい伴はんも付くし、ゲノムスには大兵力を一気に投入する機動力がない。こちらが十分な戦力を持っていると分かっていて襲おそってきたりしないさ」

「それに今回、この船は貴重品を積んでいるわけじゃないしね。そりゃあ、将来のドウルマスターを亡なき者にするのは無意味じゃないかもしれないけど、リスクを考えたら割に合わないと思うわ」

　朱理も大だい丈じよう夫ぶという風に笑ってみせる。

「そうですね……」

　レアは半分納なつ得とくしていないまま、あまり心配しすぎるのも不吉と考えて笑顔を返した。

「お帰りはちょうどクリスマス・イブですね！　ケーキの準備をして待っていますから」

「ありがとう、レアちゃん。楽しみにしていますね」

　時間だ、と呟つぶやいてマユリが歩き出す。その背中に龍りゆう一いち、朱あか理り、蒼生あおいの順番で続く。

「レアちゃん、行ってきます。お見送り、ありがとう」

　そして最後に玲れい音ねが、レアに見送りの御お礼れいを告げた。

「いってらっしゃい。無事に戻ってきてくださいね」

　レアは随ずい分ぶんしつこく心配している。訓練航海は磐いわ都と訓練校にとって恒こう例れいとも言えるカリキュラムで、実戦に巻き込まれた例はわずかだ。それにＬ１ベースは単なる補給基地だが月面基地ムーンベースには十分な戦力が配備されていることを、グリンブルに乗っていたレアなら知っているはずだった。

（ＥＳＰ？　もしかして予知プレコグニシヨンですか？）

　行き過ぎているとも思える心配の仕方に、玲音は心の中でそう呟く。もしレアの態度が予知に基づくものであれば、もっと真剣に襲しゆう撃げきを受ける可能性を検討する必要がある。だが今はそれも後回しと考えて、玲音は表面上、にこやかに手を振った。




　宇宙母艦ヴィマーナは有重力下の運用を全く想定していないので、船体の上下方向に真ん中を隔かく壁へきで仕切り、上下対称の艤ぎ装そうが施ほどこされている。下の区画にいる者にとって、上の区画の乗組員は常時逆立ちしているように見えることになる。上の区画のクルーにとっては下の区画が洞どう窟くつにぶら下がる蝙蝠こうもり状態だ。

　蒼生たち四人は下部区画の、左右対称に配置された格納庫の中間にあるドウルマスター用控え室の横一列になったシートに座って艦の出港を待っている。座っている順番は端から玲音、朱理、蒼生、龍一。なおもう一つのドウルマスター訓練生のチームであるマスターコース第三班は上の区画の控え室だ。

「玲音」

　本当は私語を禁止されているのだが、退屈になったのだろう。朱理が玲音に、それほど声量に気を遣つかっているという風でもなく話し掛けた。

「どうしました、朱理」

　名前を呼ばれて玲音が隣となりを向く。

「あのさ、『クリスマス・イブ』って、何？」

　玲音は一いつ瞬しゆん、何を訊きかれたのか理解できないという顔で目を瞬しばたたかせた。朱理、蒼生を挟はさんだ反対側のシートでは、龍一も訝いぶかしげな顔をしている。

　少し考えてようやく質問の意味を理解した玲音が「あっ」と口に手を当てる。

「クリスマス・イブというのは、今でも信仰している人が多い、古い宗教の祝祭です。日本列島にも信者の方々が多くいらっしゃるはずですよ」

　玲音は朱理がオートンの出身で、オートンにはお遊びでクリスマスを祝う余裕など無いということを思い出していた。

　玲れい音ねが龍りゆう一いちを見る。ポリス出身の彼ならば、同じ戸惑いを共有しているはずだから。

「そうだな。横よこ浜はまポリスにも結構な数の信者がいたと思う。そう言えば、そろそろ商店や飲食店が賑にぎわってくる時期だな」

「何で？」

　朱あか理りには、龍一の言っていることが理解できない。

　玲音には、龍一の言葉が実体験として理解できる。

「クリスマス・イブには家族や親しい友人同士でプレゼントを交換したり、皆みんなでご馳ち走そうを食べたりする習慣があるのです。ご馳走にはケーキを用意することが多いですね」

「ケーキかぁ。確かに甘くて美味おいしいとは思うけど、あんな物でお腹なかはふくれないんじゃない？」

　朱理の視線を受けて、蒼生あおいが頷うなずく。

　玲音は少し考えて、朱理たちが小さなカットケーキしか食べたことがないのでは？　と気づいた。

「朱理、ケーキにも色々あるのですよ？　帰ったらレアちゃんが用意してくれているそうですので、楽しみにしていましょう」

　玲音がそう言った直後、艦内放送が出港を告げた。




　　　◇　◇　◇




　その頃ころソフィア空くう宙ちゆう母艦二番艦ガルトマンはＬ１ベースで補給を受けていた。それもほぼ完了し、もうすぐ出港だ。このタイミングで基地司令のマルティナ＝カーペンターからガルトマン艦長ユースフ＝アモンに通信が入った。

「カーペンター司令、部下が何か粗そ相そうをやらかしただろうか」

　アモンの第一声はこれだった。

『いや、最近は貴艦のクルーも躾しつけが行き届いていると感心させられている』

　吹き出し掛けたマルティナだが、寸前で踏み止とどまり真ま面じ目めな顔でその問いを否定する。

「それは良かった。では何用だ。知ってのとおり、本艦は間もなく出港するのだが」

『無論、それは知っている。だが、たった今、入った情報でな。アモン艦長、貴官の耳に入れておくべきだと判断した』

「聞かせていただこう」

　アモンが表情を変えぬまま、艦長席で上体を起こした。

『外軌道をＬ２方面へ向かう艦影をキャッチした』

　外軌道とは「月周回軌道の外側の軌道」の意味。特に理由が無ければ、航こう宙ちゆう機きがＬ２へ行くのに時間とコストの掛かる外軌道を選んだりしない。これは要するに、Ｌ１ベースと月面ムーン基地ベースの探知網を避けてＬ２に向かう艦があるということだ。

『確認は取れなかったが、ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦「ナグル」と思われる』

　アモンの眉まゆがピクリと動いた。彼の表情で変化したのはその一点のみだった。

「確認できなかったのか。相変わらずステルス性の高い艦だ。一体何処どこでそのような技術を手に入れたのか」

『オブライエン博士が開発したのだろうよ』

　アモンの独り言に、マルティナは律りち儀ぎに答えを返す。

「ショーン＝オブライエン博士か……。一体何が不満だったのだ、あの人は？」

　オブライエンは太陽系開発機構に所属してこそいなかったもののいくつものポリスに招かれた高名な科学者で、ソフィアのタイタニック・ドウル開発責任者であるサラスヴァティ＝パテルの師に当たる。（ただし、パテル本人は「共同研究者だった」と主張している）

　どのポリスでも、科学者として、研究者として、何の不満も無いはずの、最高の待遇を受けていた人物だ。

『それは本人に訊きいてみなければ分からないだろう。考えても仕方が無い』

「そうだな。それで？」

　マルティナの言葉で、アモンはオブライエンに関する疑問を頭の中から追い出した。

『ナグルと思おぼしき艦は、アウターゲートへ向かった可能性が低くない』

「何？　それは本当か」

『確証は無い。コースの偽ぎ装そうくらいするだろうからな。だが、無視できない程度には確実だ』

「アウターゲートがゲノムスの手に落ちているというのか……？」

　アモンが眉を顰ひそめた。それはソフィアにとっても彼個人にとっても、無視できない可能性だ。何せ、もうすぐ玲れい音ねがそのアウターゲートに向かうのだから。

『アウターゲートに駐留している部隊が騙だまされている可能性もあるし、ポリス連合軍が内通者の侵しん食しよくを受けているという可能性もある。しかし貴官にとって、そのあたりの事情は二の次ではないのか？』

　そして、玲音＝ウォード少しよう尉いをアモン艦長が特に可愛かわいがっているということをマルティナは良く知っていた。

「……そうだな。伝えてくれて感謝する」

　通信が終わり、アモンの真上の天井が開く。アモンが座っている椅い子すが、ブリッジ真下の艦長執務室からブリッジの艦長席の位置へせり上がる。

「ガルトマン、出港。針路、Ｌ２アウターゲート」

「針路、Ｌ２アウターゲート、了解。アウターゲートに入港しますか」

　唐とう突とつな行き先変更命令だったにも拘かかわらず、部下の反応に淀よどみは無い。

「いや、アウターゲートの外側で折り返して月孫衛星軌道に戻る」

「了解です。針路をアウターゲートの外側で折り返すコースに設定しました」

　操そう舵だ手しゆがアモンの命令を復唱する。

「管制官より発進許可が出ました」

　オペレーターの報告に、アモンが頷うなずきただでさえ背筋のピンと伸びた姿勢を更さらに正した。

「ガルトマン、発進」

「ガルトマン、発進します」

　操舵手の復唱の直後、ガルトマンのメインスラスターに火が入った。




　　　◇　◇　◇




　十二月二十日五時、ヴィマーナ〇四は予定どおりＬ１ベースに到着した。

　入港完了のサインと同時に蒼生あおいたち四人がシートから立ち上がる。

「あーっ、疲れた」

　朱あか理りが実感のこもった声を上げながら大きく伸びをした。

「疲れたって……俺おれたちは座っていただけじゃないか」

　軽く肩を回しながら、蒼生が姉の、気の抜けた発言をたしなめる。

「一時間もただ座っているだけじゃ、それはそれで疲れるって」

「そうだな。身体からだが固まってしまいそうだ」

　しかし龍りゆう一いちは朱理に同感の様子。

「そうですか？　私はじっとしているのも割と平気なのですが」

　それに対して、玲れい音ねは別意見のようだった。

「玲音ってつくづく宇宙向きよねぇ」

　朱理が「あたしには無理だわ」という感心を込めて呟つぶやき、

「でも一時間も前からシートに着いている必要、あるの？」

　ついでに愚ぐ痴ち混じりの疑問を口にした。

「弱いとはいえ、減速のＧが掛かりますから。それより、ブリーフィングルームに行きませんと。教官を待たせるのは良くありません」

　そんな朱理を、玲音が笑ってたしなめる。

「そうだな。少し急ごうか」

　龍一が同意を見せ、一同は控え室の出口へ向かった。




　ブリーフィング室は船体を上下に区切る中央隔かく壁へきに隣りん接せつした階層に設けられている。蒼生たちがいた控え室から三階分上。同じドウルマスターコースの第三班四人と、航法コースの六人も同時に姿を見せる。

　蒼生あおいたち第四班と第三班の間にはほとんど交流が無い。同じ艦に乗っているのにこれで良いいのか、と疑問を覚えるほどだ。やはり向こうも相手のことが気になるのか、ちらちらとお互いを窺うかがうが、声を掛ける者はいない。

　誰だれかがアクションを起こすほどの時間を待つこともなく、マユリと吉き良らがブリーフィング室に姿を見せた。

「全員揃そろっているな？」

　マユリの問いに、

「航法第二班、全員揃っております」

　航法班の班長から、

「マスター第三班、全員揃っております」

　第三班の班長から、

「マスター第四班、全員揃っております」

　第四班を代表して龍りゆう一いちから、全員揃っている旨むねの報告が返る。

　マユリと吉良が顔を見合わせて頷うなずき合い、吉良がマユリと場所を交代した。

「ヴィマーナ〇四は補給の為ため、Ｌ１ベースに四時間停泊します。航法班は補給作業のアシストを二時間、その後一時間五十分自由行動。マスター第三班はヤクシャ整備のアシストを一時間、その後二時間五十分の自由行動。マスター第四班は二時間五十分の自由行動の後、ヤクシャ整備のアシスト一時間。出航十分前に再度ここへ集合してください」

　候補生一同が「了解しました、サー」と声を揃えて答える。

「では解散！」

　マユリの号令に候補生が一いつ斉せいに敬礼し、龍一を先頭にブリーフィング室を後にした。




　格納庫に向かう第三班と別れた後、

「自由行動って、何をすればいいんでしょうか？」

　蒼生が真っ先に、こう訊たずねた。

「まず、ご飯食べない？」

　訊ねた相手は龍一だったが、横から朱あか理りが口を挿はさむ。

「そうだな。腹が減っているというわけじゃないが、飯を食わないと何となく落ち着かない」

　龍一もその意見に賛成した。

「俺おれは構いませんが、玲れい音ねさん、どうします？」

「良いですよ。お付き合いします」

　最後に玲音が頷いて、当面の行動方針が決まった。




　乗艦に当たり、訓練生には多機能端末であるリストバンドが貸たい与よされている。そのナビゲーションに従い、四人は食堂へ進んだ。

　標準時で早朝にも拘かかわらず、食堂は結構混こんでいた。

「うわぁ、何だか人が多いねぇ」

　思わずそう漏もらした朱あか理りを、玲れい音ねが控えめな笑みを浮かべながら宥なだめる。

「Ｌ１ベースは確か、二十四時間三交代制ですから……今の時間ですと皆さん、勤務がちょうど終わられた後ではないでしょうか」

　その声が聞こえたのか、大柄な白人男性の作業員が朱理と玲音に声を掛けてきた。

「お嬢さんたち、磐いわ都と訓練校の学生さんだろ。こっちに来なよ。ここ、空あいてるぜ」

　玲音が微かすかに怯おびえた表情を浮かべた。そんな彼女を朱理が背中にかばう。

「結構です」

　朱理の返事は、本人が意図したよりきつい声になっていた。

「おっと。可愛かわいい顔しておっかねえなぁ」

　作業員に朱理の態度を気にした様子は無い。このまま朱理と玲音がこの場を去れば、事件は起こらなかったに違いなかった。

　ところが何を勘かん違ちがいしたのか、中央アジア系の青年が朱理をさらに、背中にかばう形で割って入った。

「バス、失礼だぞ」

「ニコ、何が失礼なんだよ。俺おれはテーブルに誘っただけだぜ。こんな可愛いお嬢さん方を前にして、声を掛けない方が失礼ってもんだ」

「そんな理屈がここで通用するはずないだろ！　第一、高等訓練校の候補生ってことは上官だぞ。馬ば鹿かな真似まねは止よせ」

　作業員は兵卒、候補生は下士官待遇だから、ニコと呼ばれた青年の言葉は正論だ。だが、相手の神経を逆さか撫なでする言い方でもあった。

「何ぃ!?」

　案の定、こめかみに青筋を浮かべてバスが立ち上がった。ニコも負けずに睨にらみ返す。

「おいおい」

「ちょ、ちょっと」

　龍りゆう一いちが呆あきれ、朱理がうろたえている。

　その背後で顔色が悪くなった玲音を蒼生あおいが気き遣づかっている。

「玲音さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、大丈夫です。ありがとう、蒼生君」

　玲音の気弱な微笑ほほえみに、蒼生の顔が赤くなる。

　しかしこの場の状況は、そんなほのぼのとしたものではなくなりつつあった。

「バス、お前、酔よっ払ってんのか？」

「酔う!?　酒を出すのか、ここは」

　口論を聞いていた龍りゆう一いちが的まと外はずれな驚おどろきの声を上げる。

「違いますよ、龍一さん」

　少しショックから立ち直った玲れい音ねが小声で囁ささやいた。

「緊張緩かん和わ効果に薬効を絞った精神安定剤です。アルコールほどの依い存そん性せいはありませんから、飲み過ぎるということもないはずですが……抵抗力が弱い方なのでしょうか」

　そんな幕まく間あい劇げきを余所よそに、睨にらみ合う二人の作業員はどんどんヒートアップしていた。

「テメエ、人を酔っ払い扱いすんのか」

「素面しらふでそんなバカな真似まねをする人間がここにいるとは思いたくない」

「ニコ……どうやら本気で喧けん嘩かを売ってるらしいな」

「まさか。私闘は軍紀違反だ」

「良いい子ぶってんじゃねえよ！」

　遂ついにバスが爆発した。手にする飲み物のチューブを、ニコに向けて握り締める。

　ノンアルコールウイスキーの水玉が、勢いよくニコに向かって飛んだ。

　ニコがサッとしゃがむ。足元を磁じ力りよく靴ぐつで固定しているからできる回避だ。

　驚いたのはニコの背中にかばわれる格好になっていた朱あか理りだ。彼女は咄とつ嗟さに腕を翳かざしたが、まともにウイスキーもどきを浴びてしまう。

　水玉が飛び散り、朱理の服と髪を汚す。

　腕を上げたまま朱理がわなわなと震ふるえ出す。

「朱理！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　玲音の問いには答えず、朱理は腕を下げバスとニコの二人を纏まとめて睨む。

「す、すまねえ！」

「わ、悪かった！」

　バスもニコも思いがけないアクシデントに頭が急冷却されたのか、焦あせって頭を下げている。だが、今度は朱理が沸ふつ騰とう状態だった。

「謝って済むと思ってんの、この××××が！」

　玲音には理解できないスラングが朱理の口から飛び出す。

　蒼生あおいは「あちゃあ……」という表情で顔に手を当てている。

　いつ殴なぐりかかっても──殴りかかるのは朱理だ──おかしくない、一触即発の空気。

　それを、鋭いホイッスルの音ねが切り裂さいた。

「全員、その場を動くな！」

　やって来たのはＬ１ベースの憲兵。

　無反動テイザーガンを突きつけられ、バスとニコと朱理だけでなく、玲音、蒼生、龍一も両手を挙げた。




「こちらです」

「ありがとうございます」

　案内してくれた憲兵へ、玲れい音ねが丁てい寧ねいに頭を下げる。この憲兵は基地司令マルティナ＝カーペンターの指示で、朱あか理りと付き添いの玲音をシャワー室に連れてきてくれたのだった。

「朱理、とにかく汚れを落としましょう。せっかくシャワーを使わせてもらえるのですから。宇宙母艦もそうですけど、疑ぎ似じ重力の無い宇宙施設でシャワーを使えるというのは貴重なのですよ」

「……だからあんなに強固に主張したのね、シャワーを浴びたいって。玲音、実は自分が使いたかっただけでしょ」

　服だけでなく顔と髪にもウイスキーもどきを浴びた朱理だが、彼女自身は拭ふき取るだけで構わないと言ったのだ。宇宙ではそれが普通だし、すすぎを必要としない人間用洗剤は十分な性能のものが作り出されている。

　朱理の言うように、シャワーの使用を強く訴えたのは玲音だった。

　目を細めて睨にらむ朱理から、玲音が顔を逸そらす。

「えーと……Ｌ１ベースにシャワーがあるのは分かっていましたので、どんなものかなぁ、と」

「良いいけどね。あたしもお風呂は好きだし、さっぱりしたかったのは確かだから。ところで……」

　朱理が横目で玲音を睨む。

「何か？」

　玲音はきょとんとした表情で小首を傾かしげるのみ。分かっていて演技をしている様子は無い。

「……何か、じゃないわよ。何で玲音が同じブースの中に入ってくるの？　これって一人用でしょう？」

　玲音は朱理と一緒に更衣室で服を脱いだだけでなく、六つ並んだシャワーブースの、同じブースに入ってきている。朱理が疑問を覚えるのも当然だった。

「でも朱理は、無重力シャワーの使い方を知らないでしょう？　慣れないと溺おぼれることもありますから」

　もちろん玲音は理由があって、しかも善意でやっていることだ。

「溺れる!?　シャワーで!?」

　朱理は冗談だと思って訊きき返した。いや、質たちの悪い冗談だと思いたかった。

　だが玲音は大おお真ま面じ目めに首を振る。横に、ではなく、縦に。

「いい！　止やめる！　シャワーなんか浴びなくて良いから！」

　朱あか理りは焦あせった。何故なぜシャワー如ごときに、命を懸かけなければならないのか。

「でも朱理。今ブースを出ても、服のクリーニングが終わっていませんよ」

　それを玲れい音ねは、どうでも良いいような理由で引き止める。

「大だい丈じよう夫ぶです。私がついていますから、溺おぼれたりしません」

　そして良く分からない理屈で任せておけと請うけ合った。

　玲音がドアの密閉を確認し、壁かべのスイッチを入れる。

「さあ、目を閉じて。鼻で呼吸しないように。息を吸う時は小さく開けた口でゆっくりと」

「玲音？」

　悪夢の中へ引きずり込むような玲音の囁ささやきに、朱理がおののきを見せる。しかしここまで来れば、最も早はや手遅れだ。

「始まりますよ」

　最初は、シャワーブースの中に霧きりが出て来たな、という印象だった。

　だがすぐにその霧は濃度を増し、渦を巻き始める。

　集中豪ごう雨うの中にいるような水滴の密度に、朱理は上手うまく呼吸できない。

　玲音の指が朱理の髪に潜もぐり込む。

　朱理の背筋にゾクッと寒気が走る。だが、逃げ場が無いし、抵抗もできない。

　玲音の指が朱理の髪を毛先まですく。ウイスキーもどきで汚れた髪を洗ってくれているのだとは分かるが、髪をすく指の艶なまめかしい感触と、正面から抱だき合った、自分の身体からだとは違う柔らかな肌はだ触ざわりに朱あか理りの身体は寒さに震ふるえ、朱理の頭はのぼせてぼうっとなった。
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　時間になり格納庫にやって来た玲れい音ねと朱理を、マユリが拗すねた顔で出迎えた。

「レニー、酷ひどいじゃないか」

　いきなりそんなことを言われても、玲音には心当たりが無い。

「カーティス教官。何がでしょうか」

「朱理の災難を、蒼生あおい君に聞いて今知ったよ」

　そのことか、と玲音は思った。しかしマユリが何故なぜ拗ねているのか、その理由は未いまだに分からない。

「すみません、教官。基地司令にご報告させていただきましたので、ご存じだとばかり思っておりました」

「何故朱理がシャワーを使うお世話を、私にさせてくれなかったんだい。またとないチャンスだったのに！」

　そう言えばこういう人だった、と玲音は今いま更さらのように思い出した。

　神妙な顔をしていた玲音と朱理が、マユリに冷たい目を向ける。

「……朱理、お仕事を始めましょうか」

「……そうね。すみませーん、私たちは何をすればよろしいでしょうかー」

　整備兵に大声で呼び掛け、手が上がった方へ飛んでいく朱理。

　玲音はマユリに敬礼し、朱理の後を追い掛けた。
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　二十日十九時、ヴィマーナ〇四は月孫衛星軌道に到達した。航行軌道の安定を確認後、いよいよタイタニック・ドウル「ヤクシャ」を使った戦闘機動訓練が始まる。

　最初は第三班からだった。ヴィマーナ〇四から出撃するヤクシャを、龍りゆう一いちたちは船外モニターで見学している。マリオンを動かすのではなくドウルで動くのは久し振りだ。朱あか理りだけでなく蒼生あおいも、順番が回ってくるのが待ち遠しくて仕方がなかった。

　最初は決められた動作をペアで行う。格闘技の練習で言えば約束稽げい古こに当たる訓練だ。

　だが開始早々、振り下ろすグレイブは刃やいばが垂直に当たらず、受ける盾たては中心を外してぐらついている。

「あっ!?」

「危なっ!?」

　蒼生と朱理はこの調子でずっと声を上げっぱなしだ。龍一はモニター画面をつまらなそうに見ていたが、ただ見ているのに飽あきたのか玲れい音ねに話し掛ける。

「玲音」

「何でしょうか？」

「あんなものなのか？」

　龍一は失望を隠そうともしていなかった。

「候補生の技術水準のことをお訊たずねなのでしたら、一回生としてはあれが普通だと思います。ポリス軍のエースでいらした龍一さんの目には物足りなく感じられるでしょうけど、そもそも腕の良いいドウルマスターは部隊が手放しませんから。特別な事情が無い限り、エースクラスのドウルマスターが今いま更さら訓練校に入学などしないと思います」

　ヒヤッとした、氷を差し込まれたような寒気を龍一は背筋に感じた。自分の入学が疑われているのかと彼は警戒心を懐いだいた。

「まあエースクラスではないにしても、私みたいに年齢制限に引っ掛かって警告を受けた、というつまらない理由で訓練校に送り込まれたケースもあるのですが」

　しかし玲音は自分自身のことを愚ぐ痴ちっているようだと判断して、龍一が緊張を解く。

　だがそれは龍一の楽観的な勘かん違ちがいだ。横よこ浜はまポリスのエースだったから、ではなく、玲音は別の理由で龍一に疑惑を覚えていた。




　　　◇　◇　◇




　現在ヴィマーナ〇四は月を六時間で周回する高度を回っている。第三班の一時間の操縦訓練の後、一時間の整備時間を経て、第四班がヤクシャに搭乗した。

　マユリは全員の搭乗が完了したのを確認して、玲れい音ねの乗っている機体のクローズド回線に通信をつないだ。

「レニー」

「カーティス教官？　何でしょうか」

　いきなり話し掛けられて、玲音は何事かと身構える。

「レニー、あと一時間も経たたない内にこの船は月の表側へ出る。それまで発艦は待った方が良くないか」

　しかし、マユリの思い遣やりを理解して、玲音の態度が軟化した。

「マユリさん、お気き遣づかい感謝します。でも大だい丈じよう夫ぶです。この程度の高度なら、ガルトマンの訓練でも経験していますから」

　マユリは玲音が強がっていないか、彼女の声を注意深く聞いていたが、どうやら虚勢ではないと判断して小さく息をついた。

「……分かった。だが、無理をしてはいけないよ。辛つらかったら正直に言いなさい。この宙域だけが活躍の場ではないんだから」

　マユリとしては百パーセント、玲音を気遣って口にしたセリフだったが、

「マユリさん、ご存じのはずでしょう？　私は別に活躍したいなんて……」

　返ってきたのは戸惑いに揺れる声だった。

「……そうだったね。高たか城じよう玲音候補生、出撃前に余計なことを言って済まなかった」

「いえ、カーティス教官殿。お気になさらぬよう願います」

　玲音とマユリが、互いに通信を終わらせる。

　クローズド回線がオープン回線に切り替わり、マユリが吉き良らと交代する。

「第四班、発進準備は完了しましたか」

「如月きさらぎ龍りゆう一いち候補生、発進準備完了」

「早さ乙女おとめ朱あか理り候補生、発進準備完了です」

「早乙女蒼生あおい候補生、同じく発進準備完了です」

「高城玲音候補生、発進準備完了しました」

「よろしい。では、全機発進」

　格納庫外側の壁かべが外側に開き、四人の乗るヤクシャが外に押し出された。




　機動訓練を終え、ヤクシャが格納庫に戻る。格納庫は一機のドウルに一つ、中央隔かく壁へきを挿はさんで二つずつ配置されている。

　真っ先に操縦席から降りて三人を待っている玲音の所に、中央隔壁の同じ側に着艦した朱理が寄ってきた。

「玲れい音ね、後ろについてきていた船に気がついた？」

　朱あか理りはそのことについて誰だれかと話したかったようだ。

「ええ。ポリス連合宇宙軍の『チェルノボーグ』ですね」

　玲音はもちろん気づいていた。

「知っている船？」

　朱理の質問に、玲音はコクンと頷うなずいた。

「名前と外見だけなら。ある意味で有名な船ですから」

「有名って？」

「チェルノボーグというのはスラブの神様の名前なのですけど、あまり良いい神様ではないらしいのです」

「えっ、それって珍しくない？」

　玲音のセリフに、朱理は本気で驚おどろいていた。

「軍艦乗りに限らず、船乗りは縁起を担かつぐ方が多いのですけどね」

　玲音もこの話を聞いた時には同じくらい驚いた記憶がある。もっとも、身近に「ヤマタノオロチ」と名付けた専用機を使っている変わり者の知り合いがいる今なら、それほど驚かないかもしれないが。

「強い神様であることは間違いないそうですので、敵は容よう赦しやなく打ち破る、という意味なのかもしれませんが」

「ふーん。確かにそりゃ、有名になるわ。でもそういう話を聞くと複雑ね。悪いことが起こらなきゃ良いけど」

　朱理の漏もらした何気ない感想に、玲音は全くの同感だと思った。




　　　◇　◇　◇




　十二月二十一日七時、ヴィマーナ〇四艦内。

『本艦はこれより月孫衛星軌道を離脱し、Ｌ２「アウターゲート」へ針路を取る。各自、加速に備えよ』

　訓練後のブリーフィングも終わり格納庫脇わきの控え室で休んでいた蒼生あおいたち四人が、艦内放送を聞いて横並びのシートの定位置に座った。

『軌道離脱』

　身体からだに掛かった軽いＧで、ヴィマーナ〇四が月孫衛星軌道を離脱したことが分かる。

　加速は三十分で終わり、安全シート着席サインが解除された。

「次の訓練は四時間後だな」

　そう呟つぶやいた龍りゆう一いちに、

「それまでどうしましょうか？」

　蒼生あおいが問い掛ける。

「私はキャビンで休んでいます」

　最初に答えたのは玲れい音ねだった。

「……何処どこか具合が悪いの？」

「いえ、そういうわけではありません。念の為ためですよ」

　声を掛けて来た朱あか理りに、心配ないと玲音が笑いながら頭かぶりを振った。

　ただそれだけでは愛あい想そが無いと思ったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、もし訓練の三十分前になっても戻ってこなかったら、お手数ですけど起こしてもらえますか？」

「うん、そのくらい全然構わないよ」

　玲音の頼みを、朱理は二つ返事で請うけ合う。

　では、と頭を下げて玲音が自分のキャビンに向かった。




　龍りゆう一いちは班長として吉き良らに呼び出され、蒼生と朱理は展望室で月と地球を見ている。展望室といっても透明な窓があるのではなく、望遠映像を映し出す壁へき面めんスクリーンがある部屋だ。

　壁かべ一杯に広がる星と闇やみ。

　しかし蒼生の意識は、星々の海ではなく別の所にあった。

「……玲音さん、大丈夫かな？」

「何？　気になるの？」

「──気になるよ」

　朱理のからかう口調をものともせず、蒼生は真剣な顔で答える。

「玲音さんが別行動を言い出すなんて、今までに無かった。あの人はいつも僕たちに遠えん慮りよして自分の意見を押し通すことなんて無かった」

　朱理は弟のセリフを聞いて「玲音のことを美化しすぎだ」と思ったが、確かにさっきの態度は彼女らしくないとも思っていた。

「ふーん……。じゃあ、あたしが見て来てあげる」

「僕も行くよ」

　蒼生の言葉に邪じや心しんが無いことは分かっている。それでも朱理は、顔を顰しかめた。

「……あんた、どさくさに紛まぎれて女の子の寝ている姿をのぞきたいなんて考えてないでしょうね」

「そんなことあるわけないじゃないか！」

　蒼生は動揺を見せずきっぱり言い切った。

　朱理は蒼生が玲音のことを本当に心配しているのだと、改めて理解した。

「そこまで言うなら連れてってあげる。ただし！」

　朱あか理りが蒼生あおいの鼻先に指を突きつける。

「連れて行くのは扉の前までよ。中には入れないからね」

「それで構わないよ」

　もちろん蒼生に異存は無かった。




　　　◇　◇　◇




　突とつ如じよ、地面が揺れる。大地の上で暮らしたことのない玲れい音ねは、地震というものを知らない。アイランドの人工の大地が揺れるなど、あってはならないことだ。

「きゃーっ！」

　悲鳴を上げながら、その一方で玲音は冷静にそんなことを考えていた。それでこれが、夢だと分かる。

　今よりもずっと幼い自分が、母親の名を呼ぶ。仕事に行っていて側そばにはいないはずの、父親の姿を捜す。

「みんな、落ち着いて！」

　母親ではない、女性の声が聞こえた。

　ああ、そういえばあの時、自分は学校にいた、と玲音は夢の中で思い出す。

　今だから分かる。「落ち着いて」以外、具体的な指示を何一つ出せなかった先生も、パニックになっていたのだな、と。

　そのことに文句をつけるつもりはない。

　文句を言う暇ひまなど、ありはしなかった。

「いやーっ！」

　それは自分の声だっただろうか。

　××××ちゃんの声だっただろうか。

　友達だったはずなのに、名前が思い出せない。夢の中だから、だろうか。

　絶望が彼女を捕らえていた。

　彼女とは、自分のこと？

　それとも、友達のこと？

　どちらも、同じだ。

　あの時、恐怖と絶望から逃れられたのは、既すでに死んでしまった者だけだったのだから。

　地面が割れて、深しん淵えんが顔をのぞかせる。

　深淵の名は宇宙。絶望の名は真空。

　大地が、バラバラに裂さけた。

　アイランドが崩壊する。

　激しい風が、彼女を、皆みんなを、黄泉よみの淵ふちにさらう。

　風の音が収まると、絶対の静寂が襲おそってきた。

　まず、息苦しさを覚えた。

　次に襲ってきたのは、寒さだった。

　為なす術すべも無く自分の身体からだが回転し、正面に白い円盤が見えた。

　月だ。

　その縁が、不意に青く光った。

　母なる青き星、地球。

　ライジング・アース。




　それを目にした瞬しゆん間かん。




　自分の中から絶望を覆くつがえす力が溢あふれ出た。




　彼女は自分の周りに空気を招き寄せ、球形の殻からを作って、一人でその中に閉じこもった。

　彼女の横を、ファーマンの住民が落ちていく。

　その中にはきっと、彼女の友達がいた。

　その中にはきっと、近所の親切な小父おじさんや小母おばさんがいた。

　その中にはきっと、彼女の父親が。

　その中にはきっと、彼女の母親が。

　彼女の大切な人たちが皆、落ちていく。

　月へ引かれて。

　あの不毛なる、死の星へ。

　それを彼女は、殻の中で見送ることしかできなかった……。




　　　◇　◇　◇




　朱あか理りと蒼生あおいは、玲れい音ねのキャビンの前で立ち止まった。朱理は玲音と同室だからそのまま入ることもできる。だが、朱理は外から玲音に声を掛けることを選んだ。

「玲音？　入るわよ」

　冷静に考えれば、キャビンの扉が閉まっているので聞こえるはずがない。少しの間返事を待ってからそれに気づき、決まりの悪さを押し隠して朱理はキャビンに入った。

　足音を忍ばせて中に入った彼女の耳に、苦しげな息づかいが聞こえる。

「玲れい音ね？」

　静かに玲音の寝棚バンクをのぞき込む。その直後、朱あか理りは自分の顔が強こわ張ばったのを自覚した。

「玲音！　どうしたの!?」

　玲音がバンクの中で、苦しげに浅い呼吸を繰り返している。

「朱理？」

　朱理の声に目を覚ましたのだろう。目を開けた玲音の顔色の悪さに、朱理の顔からも血の気が引く。

　咄とつ嗟さに朱理が玲音の脈を診みる。

　玲音は激しい動どう悸きに見舞われていた。

「蒼生あおい、ドクターを呼んで！　早く！」

「分かった！」

　蒼生が壁かべのコンソールに飛びつく。

　朱理はキャビンのコンソールを使ってマユリにコールする。

「朱理……大おお袈げ裟さですよ……」

「病人は黙ってなさい！」




　玲音は医務室に運ばれ、ドクターが飲ませた薬の効果で落ち着いて眠っている。

　龍りゆう一いち、朱理、蒼生の三人がブリーフィングルームに集められ、マユリが玲音の症状について説明した。

「レニーの症状はフラッシュバックによるパニック発作だ」

「フラッシュバック!?」

　朱理が驚おどろきの声を上げる。マユリがそれを視線で制した。

「このことを君たちに教えて良いいのかどうか、実はまだ迷っている。この宙域に出動させなければレニーが任務中に発作を起こすことは無いからね」

　瞼まぶたを伏せていたマユリが、躊ちゆう躇ちよを押し切るように目を上げた。

「だが任務と関係なく、君たちには教えても良いと私は判断した。レニーもそれを望んでいると思う。彼女は責任感が強い子だから理由も明かさず任務から脱落するのを、きっと良しとしないだろう」

「この宙域に出動させなければ、と仰おつしやいましたが、この宙域に原因があるのですか」

　龍一の言葉にマユリは頷うなずき掛けて、首を横に振った。

「正確にはこの先だ」

「この先……？　アウターゲートですか？」

　蒼生の質問に、マユリは再度、首を横に振る。

「Ｌ２にはもう一つ、人工天体があった」

「あった……？　まさか、『ファーマン!?』」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、龍りゆう一いちだった。

「ファーマン？」

「……まさか、あのファーマン!?　『ファーマンの悲劇』の!?」

　蒼生あおいは心当たりが無いようだが、朱あか理りは「ファーマンの悲劇」を知っていた。

「そう、そのファーマンだ。蒼生君は後で調べておきなさい。ファーマンを襲おそった悲劇は、知らずに済ませてはならないことだから」

「はい……」

　気落ちして俯うつむいた蒼生をほんの短い時間優やさしく見詰めて、マユリは龍一と朱理に目を向ける。

「レニーは十歳までファーマンにいた。ファーマンの悲劇が起こったあの日も」

　朱理が両手で口を押さえる。

「何だって……」

　龍一が呻うめき声を漏もらす。

「レニーはアイランド崩壊、死者百五十万人という前代未聞の爆弾テロを生き延びた、奇跡の二百人の内の一人だよ」

　朱理も龍一も、声が出ない。

「今まで特に後遺症は見られなかったけど、念の為ためにＬ２へ接近することは避けていた。今回は本人の希望もあって連れてきたんだが……やはり無理だったか」

　マユリが二度、三度と頭かぶりを振った。

「それも仕方がない、いや、当然だろうね。あんな大だい惨さん事じを、七年程度で忘れられるはずがない。私なら一生掛かっても忘れられないだろうな」

　頭を振るのを止やめて、目を伏せる。

「今回のことは私の責任だ。レニーの事情を知っていながら、それを甘く見ていた」

　しかし、落ち込んでばかりもいられないと思ったのだろう。

「彼女は一いつ旦たん、Ｌ１ベースに戻す。症状によっては先に磐いわ都とアイランドへ戻すことも考えている」

　顔を上げて、三人の視線を受け止める。

「今、Ｌ１ベースへ向かう船を探しているところだ」

　その時、マユリの持つ通信機が鳴った。

「おっと。噂うわさをすれば影かな。第四班は今日の訓練を中止する。各自、キャビンで待機していなさい」

「マユリさん、玲音の側そばについていてあげたいんですが」

　朱理がマユリに、玲音の看病を申し出る。

「そうだね、許可しよう。ああ、蒼生君は駄だ目めだよ。玲音は女の子だから」

　マユリは彼女の申し出にどこかホッとした表情で許可を出した。

「では解散」

　マユリがブリーフィングルームを出て行く。それを無言の敬礼で見送った三人は、マユリの姿が見えなくなると、龍りゆう一いちと蒼生あおいは同じキャビンへ、朱あか理りは医務室へ向かった。




　ヴィマーナ〇四の通信に応こたえたのは、アウターゲートから折り返してきたガルトマンだった。

　接近に伴いヴィマーナ〇四とガルトマンが、すぐにすれ違ってしまわないようどちらも緩ゆるやかに減速する。しかし、反対方向から接近する艦の相対速度がゼロになることはない。ドッキングは不可能だ。

『ガルトマン連絡艇てい〇二〇一、着艦許可願う』

　移乗は慣性質量が小さい、小型の連絡艇で行うことになる。

『連絡艇〇二〇一、着艦を許可する』

　ガルトマンから発進した連絡艇がヴィマーナ〇四に到着した。

　着艦したデッキから与よ圧あつ区画へ続くエアロックのハッチが開き、先頭で出て来た中背、細身の男性がヘルメットを脱ぐと、ヴィマーナ〇四のクルーの間にどよめきが起こる。

「アモン大たい佐さ殿!?」

　それも当たり前だ。連絡艇から姿を見せたのは、ガルトマンの艦長その人だった。

「高たか城じよう候補生が面倒を掛けた。候補生は何処どこに？」

「こちらであります！」

　ユースフ＝アモンの質問に、デッキクルーが鯱しやちほこ張ばった態度で答えた。




　ヴィマーナ〇四のブリッジでも驚きよう愕がくの呻うめき声が上がっていた。

「何故なぜガルトマンの艦長がわざわざ……」

　フォンターナ艦長が慌あわててシートから立ち上がる。

「少しの間、任せたぞ！」

　フォンターナはブリッジの出入り口へ文字どおり飛んでいった。




「こちらが医務室であります」

「ご苦労」

　デッキクルーに案内されたアモンが、医務室に入る。

　玲れい音ねに付き添っていた朱理は、しゃがみ込んでいたベッドサイドで身体からだを伸ばし、突とつ如じよ現れた偉そうな士官に、不審感を隠せない顔で敬礼した。

「艦長!?」

　アモンの姿を認め、玲音が慌てて身体を起こそうとする。

　しかしアモンが、無重力とは思えない素早い身のこなしでベッド脇わきに駆け寄り、玲れい音ねを押しとどめた。

「レニー、そのままでいなさい」

　外見を百八十度裏切る優やさしい声に、朱あか理りが呆あつ気けに取られた。

　そこにフォンターナ艦長が乱入する。

「アモン大たい佐さ殿！」

「フォンターナ中ちゆう佐さか。久しいな」

　ガチガチに緊張した敬礼に端正な答礼を返し、外見どおりの冷たい声で返事をするアモンに、朱理は二重の驚おどろきを覚え立ち尽くした。

「ハッ。まさか大佐殿がお見えになるとは思いもよらず……お出迎えしませんでしたことをお許しください」

「気にする必要は無い。それより中佐、部下が世話になったな。礼を言う」

「高たか城じよう候補生はガルトマンの所属でしたか……」

　フォンターナが呻うめき声を上げた。きっと、「そうと知っていればもっと便べん宜ぎを図ったものを……」とでも考えているに違いなかった。

「候補生は私の艦で移送する。ドクター、動かしても構わないかね？」

　アモンはフォンターナの答えを待たず、船医に訊たずねる。

「問題ありません。連続投与に躊躇ためらいを覚える、少しばかり強い薬を処方致いたしましたので、むしろ薬の効果が切れる前に移動させるべきだと思います」

「分かった。おい」

　アモンが短くそう呼ぶと、

「ハッ」

　連絡艇ていに同乗していたガルトマンのクルー二名がすぐさま病室に駆け込んできて、玲音に優しく声を掛けながら持って来た与よ圧あつカプセルにそっと寝かせた。

　その行き過ぎにも見えるお姫様扱いに朱理が目を丸くする。

「行ってよし」

「ハッ」

　クルーが与圧カプセルの蓋ふたを閉めるのを見ていたアモンが、クルーから許可を求められる前に「さっさと行け」と指示を出す。

「早さ乙おと女め朱理候補生、君にも世話になった」

　朱理は声を掛けられたこと以上に、名前を知られていたことに驚いた。だがすぐに、玲音の秘密を知る自分のことをガルトマンの艦長が調べていても不思議はないと思い直す。

「いえ。玲音は友人ですから」

　朱理の言い方は少し挑戦的なものだった。

　アモンがフッと小さく笑う。

「そうか。これからもレニーの友人でいてやってくれ」

　またしても、優やさしい声。朱あか理りはこの冷たそうに見える艦長が玲れい音ねのことをとても大事にしていると、理屈以外の部分で理解した。

「無論です。むしろ私の方からお願いしたいと思っています」

「うむ。もし君が希望するなら、卒業後は私の艦に来ると良いい」

　思いがけないスカウトに朱理は硬直したが、アモンが立ち去ろうとしているのを察し、慌あわてて敬礼する。

　アモンが答礼し、医務室を出た。

　廊下ではマユリが待っていて、アモンの姿を認めると全身に力が入っている敬礼をする。

　先に声を掛けたのはアモンの方だった。

「カーティス少しよう尉い、私は君を責めない」

「恐縮であります」

　マユリの声は緊張に少し震ふるえていた。

「今回のことは私も懸け念ねんしていた。だがそれを克こく服ふくしようとしたのはあの子の意思だ。今回は駄だ目めだったが、だからといって籠かごの中で保護するつもりはない」

　マユリが意外感を露あらわにする。

「カーティス少尉、発言を許可する。言いたいことがあるなら言え」

「──何でもありません」

「そうか」

　頷うなずいて、アモンが去る。

　その背中が見えなくなって、マユリはようやく肩の力を抜いた。




　　　◇　◇　◇




　ガルトマンに戻ったアモンは、艦橋に戻るなり艦長席への直通通信に呼び出された。

　アクロバティックに部下の頭を飛び越えシートについて通信機をオンにしたアモンは、モニターに映し出された相手の顔に眉まゆを顰ひそめた。

『艦長、レニーが何やら、大変なことになっているようだな』

「パテル技術少しよう佐さ、貴官が何故なぜそれを知っているのか気になるところだが……知っているなら分かるだろう。本艦は今、立て込んでいる」

　用があっても後にしろ、とアモンは告げたのだが、彼の眼光もパテルには通用しない。

『知っているとも！　何せ私は天才だからね』

「少佐、盗聴容疑で軍法会議に掛けられたいか？」

『いや、遠えん慮りよしておく。天才の時間は貴重なものなのだよ』

　セリフだけ聞いているとふざけたことを言っているようだが、パテルの口調は少し真ま面じ目めなものになっていた。

『レニーの様子はどうなのだね？　容態は？』

「レニーのことが気になるのか」

『当然だろう。あの子には私の、現時点での最高傑作を預けてあるんだから』

　玲れい音ねをドウルのパーツ扱いするパテルの言い様に、アモンは柄にもなくムカッときた。だがパテルにとって、それは最大級の心配を示す言葉だということを思い出して気持ちを鎮しずめた。

「レニーのことは心配要いらん。この艦にいる限り、レニーのことは我々が支える。それに彼女は、あの地獄から立ち上がった子だ」

　アモンの言葉に、会話に参加していない艦橋の全員が頷うなずいた。

『ふふふふっ、あっはっはっはっは……これがあのユースフ＝アモンとはねぇ。変われば変わるものだ』

　パテルが心底おかしそうに笑った。

　アモンは何故なぜか、腹が立たなかった。

「少しよう佐さ。レニーのことより、未来の最高傑作機を預けた少年の方を心配するべきだと思うぞ」

　パテルがいきなり笑うのを止やめた。

　まるで今まで笑っていたのが演技だったかのような唐とう突とつさだった。

『ほお……大たい佐さ殿、その根拠をお教え願えないか』

「一つにはレニーのチームメンバーが随ずい分ぶんとショックを受けている。もう一つは、ヴィマーナ〇四艦長の能力不足だ。あの艦にはマユリ＝カーティス少しよう尉いが乗っているが、彼女という優すぐれたオペレーターがいるというのにアレクトーを用意していないなど、弛たるんでいるとしか言いようがない」

『そうか……。まあ、こんなに早くあの姉弟きようだいに退場されては、私の研究に支障が出る。フォローは任せておきたまえ』

　不真面目な口振りだが、パテルが玲音の友人たちを心配しているということをアモンは正確に理解した。

　弟の方はともかく、早さ乙女おとめ朱あか理りに何かあれば玲音は悲しむだろう。

「勝手にするが良いい」

　だからアモンは、パテルに任せることにした。




　　　◇　◇　◇




　ガルトマンがヴィマーナ〇四とすれ違う。

　蒼生あおいはその映像をしょんぼりと見ていた。展望室と名付けられた外部カメラ映像投映室には今、蒼生しかいない。一人きりでは強がる気力も湧わかなかった。

　玲れい音ねがあの船──ガルトマンで遠ざかっていく。それが必要なことだと、蒼生にも分かっている。彼が側そばにいたからといって、玲音の為ために何かできるわけでないことも理解している。

　それが蒼生には歯は痒がゆかった。

　姉に言われるまでもなく、彼は玲音に対する好意を自覚していた。ただ今の自分に、その気持ちを打ち明ける資格は無いと思っている。

　自分はまだ、余りに未熟だ。

　インドラという最新鋭機を与えられたエクサーでありながら、自分は余りにも弱い。

　弱い自分が恋愛に現うつつを抜かすことを、彼は許せなかった。

　好きだからという理由で隣となりに付き添うことも認められない。

　だから今は、こうして見送るしかない。

　それと入れ替わるように、別の艦がヴィマーナ〇四に接近した。

　遠ざかるガルトマンをモニター越しに見送っていた蒼生は、接近する船がヴィヴヴァンであることに気づいた。

　ブリッジ同士でどういうやり取りがあったか蒼生たちには知らせぬまま、何故なぜかヴィヴヴァンが新たな同行者となった。




　　　◇　◇　◇




　ここ二日間、ゲノムス空くう宙ちゆう母艦ナグルは、ガルトマンの探索を躱かわす為、Ｌ２の更さらに外側に退避していた。

　そのナグル艦橋で、慌あわただしく声が飛び交い始める。

「中継衛星から受電。ガルトマン、Ｌ１ベースへ針路を取っています」

　シアの報告にロペスが腕組みする。

「罠わな……というわけでもなさそうだな。急病人でも出たか？」

　ガルトマンはナグルと違い、十分なバックアップを受けられる。物資の不足はあり得ない。この急激な針路変更の理由として考えられるのは、急病人くらいしかなかった。

「余よ程ほどの重要人物なのでしょうか？」

　シアの質問に対するロペスの答えは、自信があってのものではなかった。

「分からんが、このチャンスを逃す手はない。回収作戦を開始する。ナグルを所定の位置まで前進させろ」

「ナグル、発進します」

　ロペスの命令に、操そう舵だ手しゆがメインスラスターを噴かせた。

「作戦ポジションまで、二時間です」

　シアに頷うなずき、ロペスは格納庫へ艦内通信をつないだ。

「グリフォン隊、二時間後に発進できるよう準備しておけ」

「格納庫、了解」

「グリフォン隊は何時いつでも行けます」

　発着管制オペレーターからの回答の後、グリフォン隊の隊長からも準備が完了している旨むねの報告が入る。

　ロペスが艦長席に座り直した。

「後は龍りゆう一いちが上手うまくタイミングを合わせられるか、だな」

　ロペスの呟つぶやきに、シアが不安げな表情で振り向いた。
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　玲れい音ねがガルトマンに去った後、一人欠けた第四班はヴィマーナ〇四のブリーフィング室に呼び出された。

　玲音のことかと考えて神妙な顔で待つ三人の前に、マユリが姿を見せる。

　彼女はやや苛いら立だっている様子だった。

「早さ乙女おとめ蒼生あおい候補生」

　マユリが蒼生の名を呼んだ。

「ハッ」

　蒼生は返事と共に、姿勢をいっそう正す。

「候補生は本日の訓練を外れてもらう」

「ハッ……って、ええっ!?」

　しかし意外すぎる命令に、思わず姿勢を崩して声を上げてしまった。

「教官、理由を教えてください」

　この命令は、蒼生だけでなく朱あか理りにも納なつ得とくできないものだった。玲音の変調に、蒼生は何の責任も無い。だからといって他ほかに思い当たる理由も無い。

　食って掛かる寸前の口調で朱理がマユリに説明を求める。

　マユリは軍人としての規律から外れた朱理の反抗的な態度を咎とがめなかった。

「現在このヴィマーナ〇四にソフィアの輸送艦ヴィヴヴァンが並へい航こうしていることは、既すでに知っていると思う」

　マユリが話し始めたことは、蒼生が訓練から外されることと一見何の関係も無いように思われた。だが朱理は我慢して、その続きを待った。

　なおヴィヴヴァンのことは、敵と間違えないよう先さき程ほど艦内放送で通達されている。

「そのヴィヴヴァンから人手を貸して欲しいと依い頼らいがあった。ドウルマスターとしての適性があって、若ければ若いほど良いい、という条件だ」

　ここまで聞いて、朱理は先の命令の真意を知った。要するに、パテル技術少しよう佐さが蒼生を実験台に使いたいということだろう。弟に対する命令に懲ちよう罰ばつ的な意味が無いと分かって朱理は安あん堵どした。

　同時に彼女は、この説明が蒼生や朱理に向けたものではなく、龍りゆう一いちに向けたものだと理解した。インドラのドウルマスターが蒼生だということを隠す為ための措そ置ちだ。

　しかし実のところ、それは徒労だった。マユリも朱理も、蒼生本人も、相模さがみ湾岸で交戦したタロスⅣのマスターが蒼生であることを龍一が気づいていることを知らない。そこからのつながりでインドラのマスターが蒼生であると勘かん付づいていることも、思ってもみない。

「その条件に当てはまったのが、今回最年少の早さ乙女おとめ蒼生あおい候補生だったというわけだ」

「理解しました」

　しかしそれとは別に、蒼生が干されたのではないと分かれば、朱あか理りに文句は無い。

「そういうわけで、今日の訓練はいつもとやり方が変わる。ヤクシャの一番機と二番機を第三班が、三番機と四番機を第四班、つまり如月きさらぎ龍りゆう一いち候補生と早乙女朱理候補生が使用する」

　マユリがニヤッと笑った。

「良かったな、二人とも。今日は乗り放題だ」

「お手柔らかにお願いします、教官」

　朱理も似たような笑みを浮かべる。

　だが龍一は、無言で敬礼するのみだった。




　ブリーフィング室から格納庫へ向かう途中。

「龍一」

　周りに誰だれもいなくなったのを確認して、朱理が龍一を呼び止めた。

　蒼生はヴィヴヴァンへ移乗する為ため、連絡艇てい発着デッキへ向かっている。この場は朱理と龍一の二人きりだった。

「何だ」

「あんた、何か変よ」

　何の前置きも無く、朱理が正面から斬きり込む。龍一は動揺を抑え込むのに意志力を振り向けている為、すぐに言葉を返すことができない。

「何か気になっていることでもあるの？」

　その所為せいで朱理に二の太刀たちまで許してしまう。

「いや……自分では意識していないが。朱理にはそう見えるのか？」

　朱理の不審感が決定的なものとなる前に、龍一は何とか態勢を立て直した。

「あたしの気の所為だったらごめんなさい。いつもの龍一に比べて、集中力を欠いているように見えたから」

「集中力が欠けている、か」

　あえてゆっくりと答えながら、龍一は思考力を振り絞り打開策を探した。朱理一人に疑いを持たれても、脱出作戦の成否に影えい響きようは無いように思える。だが同時に、共にヤクシャで出撃する朱理に疑われたままだと、計画に致命的な破は綻たんをもたらすような気もする。

「そうかもしれないな……。朱理、笑われることを承知で訊きくが、お前は予感というものを信じるか？」

　思考が纏まとまっていなかったからだろう。自分でも思っていなかったセリフが龍一の口から滑すべり出た。

「予感？」

　その言葉は朱あか理りにとっても予想外だったようで目を丸くしている。

「別に笑ったりしないわ。あたしは経験無いけど、予感が当たったお蔭かげで生き延びられたって人は何人も知っているから」

　朱理が半歩龍りゆう一いちに近づき、心配そうに彼の目をのぞき込んだ。

「何か感じているの？」

　朱理の自分を見る眼めが変わっている。

　そう感じた龍一は、この勢いに任せて押し切ることにした。

「漠ばく然ぜんとした、不安感のようなものだ。何か大きなアクシデントが起こる、演習が無事には終わらない……すまん、縁起でもない話だな」

「そう……でも、演習中は目の前の操縦に集中した方が良いいわよ」

「そうだな……。せめて機体が娑しや羯か羅らなら……」

　これは別の意味で龍一の本心だったが、朱理は「娑羯羅なら何が起こっても切り抜けられるだろうに」という意味に解釈した。

　朱理の龍一を見る眼から、不審感がすっかり取り除かれていた。




　蒼生あおいをヴィヴヴァンに送り出した連絡艇ていが帰還した。ヴィマーナ〇四はガルトマンと接触する為ために減速した分を取り戻す為、一時間の再加速を行う。

　その間は船外に出ることはできない。宇宙空間で加速中の母艦から出撃するなど、実際の作戦でも余よ程ほどのことがない限り行われない。

　食事を栄養剤で済ませ、候補生の操るヤクシャが宇宙へ出たのは、ヴィマーナ〇四が慣性航行に移行してからだった。

　龍一の乗る三番機は、ゲノムスの工作員が細工をした機体だ。吉き良らの指示どおり何回か機動訓練を繰り返した後、龍一は整備兵として潜もぐり込んだ工作員から教えられた予定どおり、接近するゲノムスの機体を発見した。

（いよいよだな）

　心の中の呟つぶやきとは全く別のセリフを、龍一はマイクに向かって放った。

「教官！　今一いつ瞬しゆんですが、レーダーにドウルの機影らしきものが映りました。そちらで確認していただけませんか」

　予定だけに従った報告ではなく、龍一の乗るヤクシャは実際にレーダーで機影を捉とらえている。何処どこに出現するかを教えられていた結果だが、レーダーのデータはヴィマーナ〇四でも確認しているはずだった。

『了解。……こちらのレーダーでも捉えた。機体の識別信号無し』

　マユリが龍一の報告にお墨すみ付つきを与える。

『候補生は全機、母艦防衛フォーメーションを取りなさい』

　それを受けて、吉き良らが龍りゆう一いちを含めたヤクシャ隊に命令を下した。

　了解、という声が通信機越しに重なる。その中に朱あか理りの声を聞き分けて、できれば巻き込みたくなかったが、と龍一は思った。

　だがそれは偽ぎ善ぜんというものだ。龍一は朱理たちを入学の時点から、否いな、入学前から巻き込んでいる。それを彼は自覚していた。

　せめて朱理は無事に磐いわ都とアイランドへ帰れるように手を尽くそう。そう考えながら、龍一は防衛フォーメーションの位置についた。

　ヴィマーナ〇四を取り囲むように四機のヤクシャが戻る。

　四つの操縦席に、警報が鳴り響ひびく。

『接近する機体はグリフォン三機！　ゲノムスのものと思われる！』

　警報に重なって、マユリの声が届いた。

『各機は防衛フォーメーションを維持。迎撃はチェルノボーグのケイツァル隊が行います』

『教官！』

　吉良の指示に、朱理が前進させてくれという意味を込めて抗議の声を上げるが、

『駄だ目めだ。候補生は防衛フォーメーションを維持。これはフォンターナ艦長の命令だ』

　それはマユリの断固とした声に却下された。




　ヴィマーナ〇四の艦橋では、副長がフォンターナ艦長へ作戦の変更を具ぐ申しんしていた。

「やはり候補生のヤクシャも迎撃に回した方がよろしいのでは？　チェルノボーグのケイツァル隊だけでは四対三にしかなりません。候補生のヤクシャを加えれば八対三です」

　正直なところ、副長は敵の目的を量はかりかねていた。こちらは宇宙母艦が二隻せきだ。ドウルの搭載機数も、ゲノムスなら分かっているはず。海かい賊ぞくだって知っているだろう。ゲノムスの改造型グリフォンとケイツァルの総合力はほぼ同等。グリフォンとヤクシャなら、相手が改造型であっても性能はヤクシャが上だ。相手だって八対三で勝てるとは思っていないだろう。この接近には、何か裏があるはずだ。

　敵の意図が不ふ明めい瞭りような場合は、確実に数の優位で押し切るのがセオリー。そうすれば策にはまることもない。副長の進言は、手て堅がたく合理的なものだった。

「それではこの艦が無防備になってしまう。敵の兵力がグリフォン三機だけとは限らない」

　しかしフォンターナにそれを聞き入れるつもりは無かった。

「でしたらなおのこと、数の優位を以もつて見えている敵を早急に殲せん滅めつし、伏兵に備えるべきかと存じますが」

「命令は変わらない。候補生は現フォーメーションを維持」

　艦長の本音が保身にあるということは、副長にも分かっていた。だが彼女には、それを指摘することも、それを理由に反論することも許されていない。

「──了解」

　副長は引き下がらざるを得なかった。

　フォンターナは副長が口を閉ざしたのを見て、艦橋正面の大型戦術モニターへ目を向けた。一見、戦況に考えを巡らせているように見える姿だ。だが頭の中では、少し違うことを考えていた。

（候補生にもしものことがあれば私の責任になってしまう……くそっ、何故なぜ私の艦が訓練航海に選ばれた時に限って！）

　副長の推測は、正せい鵠こくを射い貫ぬいていた。




　ナグルから出撃したグリフォン隊は、チェルノボーグのケイツァル隊と接触しようとしていた。

「隊長、接近する機影は護衛艦のケイツァルだけです。ヤクシャは動きません」

「隊長の予想どおりです」

　部下二人の報告に、隊長のウェイは特に誇るでもなく応こたえを返した。

「難しい予想ではない。ヴィマーナ〇四のフォンターナ中ちゆう佐さなら、そうする」

　ウェイはヴィマーナ〇四の艦長になる前のフォンターナの部隊と交戦経験があり、彼が保身に走る性格であることを知っていた。

「作戦どおり、まずケイツァルを墜おとす。敵ドウルマスターの生死を考こう慮りよする必要は無い。行くぞ！」

「了解！」

　ウェイの命令に二人の部下、ハサンとピーターは機体を加速させた。




　グリフォン隊とケイツァル隊が交戦状態に突入する。

「くっ、こいつら、速いぞ！」

「旧式のグリフォンのくせに！」

　チェルノボーグのドウルマスターは機動力の優位を活いかして、グリフォンを砲撃戦で墜とすつもりだった。だがあっという間に白兵戦の間合いまで詰められ、ガンジャベリンが役に立たなくなる。

「甘っちょろいぜ」

「性能を百パーセント引き出せなきゃ、最新鋭機も宝の持ち腐ぐされだな！」

　彼らのバイザーには、ケイツァルの機影に重なってケイツァルＡ、ケイツァルＢという具合に敵機が識別表示されていた。ダメージを与えた機体に攻撃を集中して相手の数を減らしていく為ためにウェイが考えた工夫だ。

　ハサンとピーターがケイツァルＡを左右から交互に攻撃し孤立させる。ケイツァルＢが救援に割って入ろうとしたところへ、武器を持ち替えてガンジャベリンで牽けん制せい。至近距離からの射撃にケイツァルＢが足を止める。

　武器を持ち替えたグリフォンに対して、孤立していたケイツァルＡがドリル・ランスで攻撃を仕掛けようとする。しかしその背後から、

「後ろがお留守だ」

「なに？　うわぁ！」

　ウェイのランスがケイツァルＡの操縦席を貫つらぬいた。

　ウェイのグリフォンがケイツァルＢに向かって突進。

　それに対して、ケイツァルＣとＤがＢの背後を固める。

　三機でウェイ一機に対するフォーメーション。

　しかしそれでは、残る二機のグリフォンがフリーになってしまう。

「何処どこに目を付けている」

「一つの的まとに気を取られすぎなんだよ！」

　ハサンとピーターに左右からガンジャベリンを浴びせられ、ケイツァルのフォーメーションが乱れた。

　更さらに加速したウェイがケイツァルＢの喉のどを抉えぐり首をもぎ取る。

　しかしウェイは止とどめを刺さずにそのまま離脱した。

　ハサンがケイツァルＢを撃つ。慣性制御による防御を失ったケイツァルＢはガンジャベリンに装甲を貫かれ、成形炸さく薬やくの爆炎流に内部を焼かれて機能を停止した。

　ウェイがケイツァルＣに白兵戦を挑む。ケイツァルは宇宙空間においてその機動力を活いかしヒットアンドアウェイを本来の戦い方とする機体だ。ケイツァルとウェイの乗る改造型グリフォンでは、機動力はケイツァルが勝まさっているが格闘戦能力はグリフォン改が上回っている。ケイツァルＣは何とか間合いを取ろうとするが、オリジナルのグリフォンに比べて機動力を大幅に強化されたウェイの機体は、彼の操縦技術も相あい俟まってケイツァルＣを逃がさない。

　ウェイがケイツァルＣを釘くぎ付づけにしている間にハサンとピーターがケイツァルＤを挟きよう撃げきする。二機の連携により白兵戦に引きずり込まれたケイツァルＤは、前後から同時に繰り出されたランスにひとたまりもなく貫かれた。

　孤立したケイツァルＣは逃走を図るが、ウェイ、ハサン、ピーターが包囲網を完成させる方が早い。左右から交互に浴びせられる射撃に逃げ道を塞ふさがれ、背後からウェイの攻撃を受けてケイツァルＣは撃げき墜ついされた。




　ヴィマーナ〇四の艦橋は、重苦しい沈黙に覆おおわれていた。

「チェルノボーグ・ケイツァル隊、全滅」

　オペレーターが己おのれの職務に従い、認めたくない現実を突きつける。

「候補生のヤクシャ隊を前進させろ。迎撃だ」

　フォンターナの命令に副長が異を唱える。

「お待ちください、艦長。彼らはまだサブマスターです。チェルノボーグのケイツァル隊をこれほどの短時間で全滅させた部隊の相手は荷が重すぎます」

「ではどうすれば良いいというのだね!?」

　フォンターナは艦長という立場にあるまじきヒステリックな反問を口にした。

「それは……」

　副長は投降すべきだと考えているが、それをこの場で口にする資格を持っているのは艦長のみだ。

「サブマスターと言っても如月きさらぎ龍りゆう一いち候補生は横よこ浜はまポリスの元エースだろう。早さ乙女おとめ朱あか理り候補生も有名な傭よう兵へいと聞いている。その腕は正規のドウルマスターに劣るものではあるまい」

　しかし、フォンターナはその決断をしなかった。

「そんなことを言っているのではありません」

「もういい！」

　フォンターナは自ら艦長席のインカムを操作する。

「艦長のフォンターナだ。カーティス少しよう尉い、候補生を前に出せ。迎撃に変更だ」




　格納庫脇わき、搭載機管制室。

『……候補生を前に出せ。迎撃に変更だ』

「──了解しました」

　苦い顔でフォンターナの命令を受けたマユリが吉き良らを見る。

「命令とあれば仕方がないでしょう。候補生とはいえ、彼らも軍人です」

　吉良は薄はく情じようとも思える声で、マユリの視線に淡々とそう答えた。

「……そうですね」

　マユリにも他ほかに選せん択たく肢しが無いことは分かっている。彼女はヤクシャ各機に通じる通信をオンにした。

「ヤクシャ各機に告ぐ。フォーメーション変更、第二次防衛ラインまで前進し、グリフォンを迎撃せよ」

『了解』

　訓練生の回答に、恐れや躊躇ためらいは無かった。




　ヤクシャが前進し、グリフォンと接触する。

　先に戦端を開いたのは第三班の二人。

　龍りゆう一いちが思わず通信機に叫ぶ。

「馬ば鹿か、慌あわてるな！　まだ早い！」

　この襲しゆう撃げきは龍一の「脱出作戦」の一環であり、グリフォン部隊は自分の味方だと龍一は理解している。だが無む謀ぼうな攻撃を仕掛けた第三班に、龍一はアドバイスを送らずにいられなかった。

　第三班の射撃は予想どおり外れる。彼らはむきになってガンジャベリンを撃ち続ける。

　ハサンのグリフォンが盾たてを翳かざしてジャベリンを受け止める。

　動きが止まったその一機に対し、第三班の二機が集中射撃を浴びせる。

「罠わなよ、分からないの!?」

　朱あか理りの警告も虚むなしく、第三班の二人は足を止めてその敵に拘こだわっている。

「龍一、マンツーマンよ！」

「仕方ない！」

　数の優位を作らせない為ため、残る二機を一対一で押さえようと朱理が提案。彼女はピーターの機体へ向かう。

　龍一はウェイの機体に接近して白兵戦を挑んだ。

　ここまでは段取りのとおりだ。龍一は疑われない程度に打ち合いを演じるつもりだった。

　だがウェイの攻めが思いの外ほか鋭く、龍一は演技ではない苦戦を強しいられる。

（こいつ、どういうつもりだっ）

　龍一としてはウェイを本気で墜おとしに掛かるわけにもいかないので、周りに目を配っている余裕が全く無くなる。

　朱理はグリフォンの機動力を重視したスタイルに振り回されていた。

「このっ、ちょこまかと！」

　四対三という数的優位、しかも相手が連戦で消しよう耗もうしているという条件で撃げき墜ついどころか撃退できないことに、朱理も第三班の二人も苛いら立だつ。

　その時、思いがけない凶報が三人の訓練生にもたらされた。

『レーダーに敵影！　上だ！』

　しかし、マユリの警告を訓練生たちは活いかせなかった。

　地球公転面を基準にした座標系に慣れていない第三班のサブマスターは「上」がどちらか咄とつ嗟さに理解できない。朱理も方向がすぐには把は握あくできなかった上に、グリフォン・ピーター機に振り回されて対応する余裕が無い。唯ゆい一いつマユリの警告が対処可能なレベルで理解できていた龍一も、ウェイに苦戦して対処できない。

　新たに襲来したのはドウルではなくレイヴンが三機だ。レイヴンにはドウルの防御力を突破する兵器は無い。しかし、宇宙母艦に対しては十分な脅きよう威いとなる。対艦攻撃機とも言うべきゲノムスのドウルキャリアー兼宇宙攻撃機のことは訓練校の授業で既すでに取り上げられており、その知識の故ゆえに第三班の二人は横を飛び抜ける機体に気を取られてしまう。

　第三班の射撃が中断する。それと同時に、標的となっていたグリフォンが二機のヤクシャの内の一機に突進。もう一機に対しては、慣性飛行のまま機体の向きを反転させたレイヴンがアレクトーの物より大口径のコイルバルカンを集中的に浴びせる。

　不意を突かれる格好になったヤクシャが、グリフォンの攻撃をさばききれず墜おとされた。コイルバルカンの集中砲撃を浴びたヤクシャはその完全な無効化に失敗し、少なくないダメージを被こうむったところでハサンの操るグリフォンに接近されて撃げき墜ついされる。

「まずいわね……」

　朱あか理りが思わず弱音を漏もらした。戦い慣れた地上なら二対三くらいの劣勢は、不利とも思わなかっただろう。だがここは宇宙。しかも機体は使い慣れた格闘戦タイプではなく高機動タイプのヤクシャだ。

『朱理、龍りゆう一いち、撤てつ退たいしろ！』

　マユリの指示は、ドウル同士の戦力差だけを見れば的確なものだった。

「撤退してどうするんですか!?　宇宙母艦に武装は無いんでしょう!?」

　しかし戦場全体を視野に入れれば、朱理にはそれが正しい選せん択たく肢しに思えなかった。

『それをお前が考える必要は無い！』

　マユリの言葉の意味が分からないほど朱理も頭が固くない。相手はグリフォンだけでなく、レイヴンもいるのだ。ここで彼女が撃墜されるまで頑張っても敵が投降を認めなければ、船はその場で宇宙の藻屑デブリになるだけだ。

「朱理、残念だがここは撤退すべきだ」

　龍一にまでこう言われては朱理も意地を張り続けるのは難しい。

「くっ……、了解よ。でも、素直に撤退させてくれるかどうか！」

　朱理は今や、グリフォン二機からの猛もう攻こうを受けている。宇宙空間機動が得意でない彼女は交互に襲おそい掛かるグリフォンから逃げることもままならない。

「朱理、待っていろ！　今行く！」

　龍一は計画よりもしつこく纏まとわり付くウェイの機体に対して、今度は本気で攻撃を仕掛けた。

　それが意外だったのか、ウェイが後退する。

　その隙すきに龍一はヤクシャのスラスターをフル稼か働どうにして朱理の許もとへ急行した。

『如月きさらぎ候補生、推進剤の残量に気をつけろ！』

　マユリからの警告は、龍一にとって織り込み済みのものだった。

　彼はわざと無む駄だに推進剤を使い朱理の側そばで急制動を掛けると、ピーター機に猛然と襲い掛かりその右腕を切り落とす。

　これも予定どおり。

　右腕を切り落とされたピーター機を抱かかえて、ハサン機が後退する。

「朱理、この隙に後退しろ！」

　そこにウェイの機体が追いついて、龍りゆう一いち機に襲おそい掛かる。

　朱あか理りは龍一の援護に向かおうとしたが、ヒットアンドアウェイを仕掛けてくるレイヴンに邪じや魔まされて少しずつ龍一のヤクシャから引き離されていく。

「あんたはどうするのよ！」

「俺おれはこいつを仕留めてから撤てつ退たいする。さっきのやつらがまた戻ってくるかもしれないから、朱理は補給を済ませておいてくれ！」

「──了解よ！　龍一、墜おとされたら承知しないからね！」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな。早く行け！」

　朱理の機体が離脱する。武器をガンジャベリンに持ち替えてレイヴンへ向け連射し、相手が遠ざかったところで慣性制御をフル稼か働どうさせて機体の慣性を中和。スラスターを噴かして最大加速でヴィマーナ〇四へ戻って行く。

　龍一はしばらくウェイと打ち合った後、整備班に潜入したゲノムス工作員が取り付けた専用通信機のスイッチを入れた。通信機のスイッチはサイクロニクス機関に紛まぎれ込ませてあり、操縦に影えい響きようすることなくＳＩＭＡシーマでオン・オフができる。専用通信機がオンになると、他ほかの周波数帯にジャミングが掛かっているようなノイズが流れる仕組みだ。

「グリフォンのマスター、聞こえるか」

「聞こえる。何だ」

　龍一が呼び掛けると、すぐにウェイから応答があった。その間にも龍一が操るヤクシャとウェイが操るグリフォンの激しい白兵戦は続いている。

「あんた、どういうつもりだ。予定とは随ずい分ぶん違うようだが」

　龍一の怒気が滲にじむ抗議に、

「俺は予定どおりやっている。言い掛かりは止よしてもらおう」

　ウェイは無愛想というよりいっそ白々しいと表現した方が適切に思える応こたえを返す。

「とぼけるな！　さっきから随分と加減抜きの攻撃を仕掛けてきてくれているじゃないか」

「フン、生ぬるい攻撃で疑われて困るのはお前だぞ、如月きさらぎ龍一」

　ウェイの声には紛れもなく冷笑の波動が込められていた。

「それに、この程度の攻撃をさばけないようでは足あし手で纏まといになるだけだ。機体の性能にあぐらをかいているだけの三流はいらん」

「……名前を聞いておこうか」

「ウェイだ。空くう宙ちゆう母艦ナグル・グリフォン隊の隊長に着任した」

「覚えておくぞ、ウェイ隊長」

「覚えていられればな。ここでしくじればそれもできない」

　そこにハサン機が戻ってくる。

「カウントダウンだ」

　ウェイの言葉をコマンドにして、専用通信機からカウントダウンの声が流れ出す。

『十、九、八……』

　機械音声のカウントをＢＧＭにして、ウェイとハサンが龍りゆう一いち機に猛もう攻こうを仕掛ける。

　龍一は苦労して二人の攻撃をさばきながら、機械音声に耳を傾ける。

『三、二、一』

　龍一がヴィマーナ〇四に背中を向ける。

　その背中に、横からハサン機のランスが掠かすめる。

『ゼロ』

　龍一機のスラスターが暴発したかのように火を噴いた。

　龍一を乗せたヤクシャがＬ２方面へ向けて急速に遠ざかっていく。




　　　◇　◇　◇




　龍一機がスラスターの暴発により漂流を始める少し前、ヴィヴヴァンの格納庫では蒼生あおいが苛いら々いらしながらインドラを見詰めていた。

「パテル先生、まだ出撃できないんですか！」

　インドラは実験モードだった為ため、推進剤の充じゆう塡てんやダミー回路の取り外しなどの準備で中々出撃できずにいた。

　戦況を映し出すモニターは、第三班のヤクシャが撃げき墜ついされ、朱あか理りの機体が離脱し、龍一が一人で戦っている様子を映し出していた。

「よし。待たせたな、蒼生君」

　パテルからようやく、待ちに待ったＧＯサインが出る。

　既すでに専用のマスタースーツに着替えていた蒼生は、返事をする間も惜しんでインドラの操縦席に納まった。

「ＮＩＴＵニツツで良いいのかね？」

「練習じゃありませんから！」

　蓋ふたが閉まる直前、蒼生はパテルの質問に対し律りち儀ぎに答えを返す。

　蒼生がインドラの胸部に吸い込まれる。

「機体コンディション、オールグリーン！」

　パテルも今はさすがに無む駄だ口ぐちを叩たたかなかった。

『カタパルト、セット』

　管制室で自ら発進の陣頭指揮を執っている。

『カタパルト、セット完了』

　パテルの指示に管制員が応こたえる。

『発進ゲート、オープン』

『発進ゲート、開きます』

　ヴィヴヴァンの円筒形の機体、その外がい壁へきが左右に割れて、インドラの巨体をセットしたレールが降りてくる。

　レールが進行方向に向かって延びる。艦首は龍りゆう一いちのヤクシャが交戦している宙域へ向けられている。

『インドラ発進、五秒前』

　パテルの声に、管制員がカウントダウンを開始する。

『四、三、二』

　蒼生あおいが発進に備えて、慣性制御装置にＳＩＭＡシーマを注ぎ込んだ。

『一、ゼロ』

　マスドライバーに電流が流れ、最大出力で慣性が中和されたインドラの巨体が小さな反動と共に目標宙域へ射出される。




　　　◇　◇　◇




　龍一のヤクシャがスラスターの暴発、実は自爆によりＬ２方面へ飛ばされたのは、蒼生を乗せたインドラがその宙域に到着する二分前のことだった。

　蒼生は最初、自分の見たものを理解できなかった。

　インドラの目を通して見た光景を理解すると、彼は衝しよう撃げきを絶叫として吐き出す代わりに、スラスターに火を入れた。

　慣性飛行中に慣性を中和すると速度が落ちる。それをスラスターの推力で補うのは推進剤の消費をむしろ激しくするので、蒼生は慣性飛行のままスラスターを噴かせる。だがインドラの巨体は思うように加速せず、龍一の乗るヤクシャとの距離はむしろ開いていく。

　蒼生は推進剤の残量を無視して慣性を中和しながら加速することに決める。慣性中和により飛行速度を落とすことができるので、推進剤を使い切っても遭そう難なんすることは無いと考えてのことだ。

　だがその前に、二機のグリフォンと二機のレイヴンが立ちはだかる。

「どけぇ！」

　インドラのグレイブが、一いつ閃せんでグリフォン・ハサン機を弾はじき飛ばす。しかし、手て応ごたえは無い。ハサンの操るグリフォンは自ら飛ばされることでダメージを軽減していた。

　ウェイがインドラの背後から襲おそい掛かる。蒼生はインドラを反転させ、下からすくい上げるようにグレイブを振る。その間合いの直前でウェイの機体が急停止。そのまま下降し、グレイブを振り上げたインドラへガンジャベリンを撃ち込む。

　腰のバーニアスラスターを狙ねらったガンジャベリンを、蒼生あおいは右腕を引き戻しガントレットで防ぐ。高温のメタルジェットが炭素繊せん維い複合セラミックス装甲に噴きつけるが、耐熱性を強化したドウルの装甲を焼き穿うがつには至らない。

　二十世紀に開発された成形炸さく薬やく弾はモンロー・ノイマン効果で装甲に穴を穿つ兵器で、その主要な破壊力を生むのは数千度の燃焼ガスではなく高々数百度しかない高圧のメタルジェットだった。しかし慣性制御により脆ぜい性せい破壊対策を考こう慮りよする必要が減じたタイタニック・ドウルの装甲は金属合金ではなく複合セラミックスが使われている。セラミックスのユゴニオ弾性限界──固体が流体化する圧力は鋼鉄の十倍以上。それに加えて慣性中和力場の下もとでは燃焼ガスもメタルジェットも砲弾に対して推進力として作用し、慣性中和が完全であるなら砲弾をメタルジェットの噴出速度とほぼ同じ速度で逆進させ、結果的に装甲に対して十分な圧力を作用させられない。高いＳＩＭＡシーマ指数を持つマスターが操るドウルに対して、ノイマン効果による装甲破壊は望めなくなっている。

　故ゆえに現代の成形炸薬弾は圧力による穿せん孔こう効果より高温による破壊効果の方が重視されるようになった。モンロー効果により高熱燃焼ガスを着弾点に集中すると共に、テルミット反応を利用した二次燃焼によりメタルジェットを加熱しながら噴きつけ、局所的な加熱による融ゆう解かいまたは熱ねつ衝しよう撃げき破壊で焼き穿つ兵器に変質している。

　しかしそれも慣性中和下における砲弾の逆進により、燃焼ガスとメタルジェットの接触が時間的にも量的にも減少することで破壊力が低下することは避けられない。ガンジャベリンは高レベルのマスターが操るタイタニック・ドウルに対して、決定打となり得ないのだ。

（ほう……？）

　ガントレットでガンジャベリンを防いだ、思い掛けず素早い蒼生の反応に、ウェイが意外感を覚える。

「これくらい、玲れい音ねさんに比べれば！」

　マリオンで散々玲音に翻ほん弄ろうされた経験が今、蒼生の血肉となってこの戦場で彼を支えていた。

　円を描えがいて足の下を通り抜けるように飛んだウェイのグリフォンが、真下から脚部バーニアスラスターを狙ってガンジャベリンを放つ。蒼生はそれを足の裏で受ける。巨体に似合わぬ反応の良さに、今度こそウェイが驚おどろきを懐いだく。

　ハサンのグリフォンが体勢を立て直してインドラを頭上から急きゆう襲しゆうする。白兵戦に持ち込むと見せ掛けて、近距離でガンジャベリンを連射。その反動を利用して減速し、インドラの後方へ離脱。

　同じ軸線上からレイヴンがコイルバルカンを浴びせる。

　左肩の盾たてを上に翳かざしてインドラが上昇。蒼生はレイヴンを墜おとそうとするが、今度は左横からもう一機のレイヴンによるコイルバルカン。ゲノムス部隊の連携により、蒼生は龍りゆう一いちの救出に向かうことができず焦しよう燥そうを覚える。

「くそっ、早く片付けないとレーダーのレンジ外に出ちまう！」

　彼の焦あせりを煽あおるように、レイヴンとドッキングしたグリフォンが三機、増援に駆けつけた。インドラの出現を見て、ロペスが予備兵力を投入したものだ。ナグルに格納されていた機体ではなく、アウターゲートに隠されていた機体だった。

「格闘戦は回避。ヒットアンドアウェイでマスターの消しよう耗もうを狙ねらえ」

　これまで性能的に勝まさった機体を数多く墜おとしてきたウェイがハサンと増援部隊に指示を出す。

　グリフォン隊の動きが変わった。

　朱あか理りが苦しめられたのと同じ戦法で足止めを受ける蒼生あおい。彼の中に焦しよう燥そうが蓄ちく積せきされ、集中力が切れかかる。

　インドラの背後をとったグリフォンがランスを構えて突進する。しかしそれを、戦場に飛び込んできた見たこともない赤銅色の機体が円形の盾たてで殴なぐり飛ばした！

「蒼生、目の前の敵に集中しなさい！」

　初めて見るドウルから姉の声で通信が送られてきて、蒼生は混乱してしまう。

「姉さん、何だよ、そのドウルは!?」

　朱理が両肩の肩当てと膝ひざの可動装甲から大型の衝しよう角かくを生やした厳いかめしいフォルムの機体をインドラと背中合わせのポジションに動かす。そのドウルは見たところインドラより十メートル以上背が低い。だが装甲は分厚く、インドラに匹ひつ敵てきする重量感を醸かもし出していた。
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「ついさっき、パテル少しよう佐さに押し付けられたのよ。あたしの専用機ですって」

「はあっ？」

　蒼生にとってはまさしく青天の霹へき靂れきだった。きっと、マユリやヴィマーナ〇四のクルーにとっても同様だっただろう。

「補給に戻ったらいきなりね。せめて慣らし運転くらいさせて欲しかったんだけど」

　そう言いながら、朱理の声は嬉うれしそうに弾はずんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶなの」

　蒼生が発した懸け念ねんの叫びに、朱理は笑い声を返した。

「少佐が言うには、アイアンメイデン──あっ、この機体のことね。このアイアンメイデンはタロスを強化した物で、操縦の癖くせはタロスⅢと同じになるように調整しているから大丈夫だろうってさ。実際、初めてとは思えないくらい思いどおりに動いてくれるわ、この子！」

　無む駄だ話ばなしをしている最中にも、朱理はガンジャベリンやコイルバルカンを無力化し、グリフォンの突撃を跳はね返している。

「そろそろお喋しやべりは止やめ。真ま面じ目めにお仕事タイムといきましょうか！」

　アイアンメイデンがインドラの背中を離れる。

　予想外の行動に、突っ込んで来たグリフォンの挙動が乱れる。

　表面にスパイクがついた円形シールドの縁へりを叩たたきつけてランスを握るグリフォンの右手の指を潰つぶす。これもスパイク、というより角つのがついた右肩の肩当てでショルダータックルを仕掛け、グリフォンを跳はね飛ばす。

　機首を真っ直すぐアイアンメイデンの方に向けているレイヴンに対し、朱あか理りは近接武装の十じゆう文もん字じ槍やりを左手一本に持ち替え、右肩と首の間にあるグリップを上に引っ張った。

　そこから出て来たのはガンジャベリンの砲身。ギリギリ人間のプロポーションを崩さない範囲で分厚く作った胸部、その上にバックパックを背負わせることで、ガンジャベリンの内蔵を実現しているのだ。

　安全装置を解除するまで引っ張り上げればあとは自動で飛び出してくる砲身を前に倒し、グリップを握ってレイヴンへ向ける。その構えはライフルというよりバズーカ型ロケットランチャーのものに似ている。

　だが、発射されるのは細い針のような弾体だ。三連射されたガンジャベリンの内、二発がレイヴンに命中し、レイヴンは真っ二つに折れて飛んでいった。

　アイアンメイデンの右腕がガンジャベリンの砲身を跳ね上げる。これが真空中でなければ、ガチャリと音を立てて真上を向いたポジションで止まり、バックパックに吸い込まれていくさまが観察されたはずだ。今も音がしなかっただけで、同じ収納動作が見られた。

　朱理の活躍に蒼生あおいが奮起する。

　目の前の敵を倒さない限りは、龍りゆう一いちを救出に行けない。そう心を定めたのだ。

　インドラがそのパワーを存分に活いかし、横から接近したグリフォンの胴体を薙なぎ払った。




　朱あか理りが蒼生あおいに合流した頃ころ、龍りゆう一いちもナグルと合流していた。ヤクシャの残ざん骸がいごと格納庫兼発着デッキに運び込まれた龍一をシアが出迎える。

　龍一がナグルに乗艦するのはこれが二回目だ。だが今回は、初めての時より深い感かん慨がいが彼を襲おそった。これで本当にもう、ポリスには戻れない。彼はゲノムスの一員として生きていくしかない。──太陽系連盟を、倒すまでは。

　連盟の支配体制を覆くつがえし自由で活力のある世界を取り戻す。彼はゲノムスの理念に共感を懐いだいていたが、その為ために命を懸かけるという使命感は今でも持てずにいた。龍一にゲノムス加入を決意させたのは理想でも大義でもなかった。

　連盟を打倒する為には、その最強兵力、ソフィアを倒さなければならない。ソフィアのエクサーが操るタイタニック・ドウルに勝利しなければならない。

　ソフィアが擁ようするエクサーの内、現役のドウルマスターとして活動しているのは三十人と言われている。正確な人数を外部から知ることはできないが、その中には間違いなく「暴風のドルジ」がいる。

　タイタニック・ドウル「ルドラ」のドウルマスター。龍一に敗北の屈くつ辱じよくを刻んだソフィアのエースと噂うわさされる男。連盟の支配を打ち破る為に戦い続ければ、確実にドルジが操るルドラと矛ほこを交えることになる。

　ドルジと再戦し、勝利する。そして最強のドウルマスターになる。

　その為に彼は家族と、安定した生活を保証するポリス市民の地位を捨てた。

　今この時が、その第一歩だ。

　思いに沈んでいた龍一の意識を、シアの切迫した声が現実へと引き揚あげた。

「龍一さん、例の巨人機に加えて重装甲の新型機の出現により、グリフォン隊は苦戦しています。帰って来て早々で申し訳ありませんが」

「分かっている」

　シアに皆まで言わせず、龍一はヤクシャから降りたそのままの格好でマクリールの操縦席へ向かってジャンプした。

　ゲノムスの機体は特別なコネクターを使わなくてもリンクできるように作られている。潜入先から直接ドウルに搭乗することが多いからだ。今回もそれがプラスに働いた。

『龍一さん、残っているグリフォン二機をマクリールに随ずい伴はんさせます』

　ドウルの操縦席に収まった龍一に、艦橋からではなく発着管制室に移動したシアから通信が入った。

「それではナグルが無防備にならないか？」

『龍一さんにもしものことがあっては、一大事ですから』

　龍りゆう一いちの懸け念ねんを、シアがそんな殺し文句で否定する。

『それに、ウェイ隊長を見捨てるわけにもいきません』

　しかし次の一言に、頰ほおを緩ゆるませた龍一は一転、面白くない気分になる。

　だがそれを顔に出すのは、彼の意地に懸かけてできないことだった。

「──あの巨人機は俺おれが抑える。その隙すきに、グリフォン隊を脱出させてくれ」

『よろしくお願いします、龍一さん』

　発進ゲートが開き、カタパルトが元来た方へ伸びる。

『マクリール、発進五秒前。三、二、一』

　シアのカウントダウンに合わせて、龍一は慣性制御装置に注ぎ込むＳＩＭＡシーマを少しずつ高めていった。

『発進願います』

「マクリール、発進する！」

　シアの指示に、龍一が力強く応こたえる。

　小さな振動と共にマクリールがカタパルトから射出された。

　龍一が真にゲノムスのドウルマスターに戻った、否いな、なった瞬しゆん間かんだった。

　ブルーの機体が瞬またたく間に見えなくなる。

『続けてグリフォン、カタパルトにセット』

　格納庫の中からではなく、ナグルの下に浮かんでいたグリフォンが自走してカタパルトに自分自身をセットする。

『発進五秒前、三、二、一、発進』

　マクリールに続いて、二機のグリフォンと二機のレイヴンが射出された。




　月の前（公転方向に対して前側）を通ってＬ１ベースに戻るコースを取っているガルトマンが、ちょうど月の前に通りかかったところで、玲れい音ねは目を覚ました。

　無重力環境用のベッドに身体からだを固定していたクッションを外して起き上がる。

　彼女を目覚めさせたのは、強力なＳＩＭＡシーマの波動だった。

（これは……蒼生あおい君？）

　玲音は蒼生がインドラで出動していることを察知した。

　彼女はキャビンを出てブリッジに向かう。

　艦橋ではアモンが難しい顔をしてメインスクリーンを睨にらんでいた。

「艦長」

「レニー、具合はもう良いいのか？」

　アモンの表情は作戦中のものだ。玲音は自分の推測が事実であると確信した。

「はい。元々病気ではありませんので」

「レニー……いや、それでどうかしたのか」

　アモンは言い掛けたセリフを中断して玲れい音ねに続きを促うながした。

「艦長、ヴィマーナ〇四が襲しゆう撃げきを受けていますね？」

「感じたのか」

「はい。艦長」

　玲音はアモンの言葉に頷うなずき、強い意志のこもった目を向けた。

「救援に出動させてください」

　アモンがため息を吐つきかけて、表情を消す。

「レニー、いや、ウォード少しよう尉い。貴官は自分の精神状態を理解しているのか？」

「理解しております。現在ヴィマーナ〇四を襲おそっているのは間違いなくゲノムス。それ以外に考えられません」

「そうだな。相手はゲノムスと見て間違いない。それで？」

「相手がゲノムスであるのなら、私の怒りは行き先を得ます」

　玲音の言葉はアモンの予想を超えていて、彼はその真意を理解できなかった。

「……説明したまえ」

「私が先さき程ほど発症したパニック発作は、恐怖に由来するものではありません。幼かった私から全すべてを奪うばったゲノムスに対する怒りと、『殻から』に閉じこもる以外何もできなかった自分自身に対する怒りに由来するものです」

　玲音は瞳ひとみに、いつもとは別人のような激しい感情を宿している。

「先程はその怒りを発散することができず、肉体に変調をもたらしました」

　アモンは結局、ため息を抑えられなかった。

「それを今回はゲノムスのドウル部隊にぶつけると？　ウォード少尉、分かっていると思うが、軍の行動は復ふつ仇きゆうを目的とするものであってはならない。復仇の範囲内なら許されることがあるというだけで、復仇そのものの為ために兵器を使うことは許されない」

「理解しております」

「ファーマンに爆弾テロを仕掛けたのはゲノムスの一部過激派であって、ゲノムス全体があのテロ事件に関かかわっていたというわけでもない」

「それも理解しております」

「……少尉。私は君が、月裏側宙域において、ゲノムスを前に冷静でいられるとは思わない」

「艦長の仰おつしやるとおりだと思います」

　アモンは思わず玲音の顔を凝ぎよう視しした。

「それでも私は、出動をお許し願いたいと思います」

　玲音の瞳に宿る炎は、無理に閉じ込めておくと玲音自身を喰くらってしまう。アモンはそんな危き惧ぐを懐いだいた。

　それより、適度に発散させるべきだ。アモンはそう決断した。

「分かった。出動を許可する」

　玲れい音ねが「信じられない」とばかり目を見張り、次の瞬しゆん間かん、真しん紅くのバラを思わせる笑みを浮かべた。

　血の色で自らを染める、真まっ赤かな花びら。

　玲音の愛機「ミスティムーン」が「ドゥルガー」の秘密コードを持つことを、アモンは無意識に思い出していた。




　　　◇　◇　◇




　宇宙の奥から青い機体が飛来する。

「あれは!?」

　そのドウルのことを、蒼生あおいは一日たりとて忘れたことはない。

　磐いわ都と訓練校に入学する直前、姉を死の間ま際ぎわまで追い込んだ機体。

　蒼生に未熟な自分自身を突きつけた、ゲノムスのタイタニック・ドウル。

「姉さん、あの青いやつは俺おれが相手をする」

「あたしもあいつには借りがあるんだけど……良いいわ、譲ゆずってあげる。ただし、無様な真似まねを曝さらしたら承知しないわよ」

「そんなこと、言われるまでもないよ！」

　インドラがバーニアスラスターを噴かせてマクリールへ身体からだを向けた。

　マクリールはいきなり固有兵装の液体輪状刃を展開する。

　それをインドラは、右手の甲から伸ばしたヴァジュラで迎え撃った。

　激しい電撃が水輪を蹂じゆう躙りんする。

　一撃で力を使い果たすのではなく、出力をコントロールした電撃だが、流体装甲のコントロールを狂わせるには十分だった。

　電流の伝達をカットする為ため、液体輪状刃はすぐに形を失って飛び散る。

　特殊武装がなくなったところで、蒼生もヴァジュラを収納し、マクリールのドリル・ランスを大きく上回るリーチのジグソー・グレイブで斬きり掛かった。

　マクリールが自機の慣性を中和して逃れようとするが、インドラも慣性制御力場を広げてマクリールを間合いの中に固定しようとする。

　せめぎ合いはマクリールに軍配が上がった。慣性中和で無抵抗に飛ばされるだけでなく、バーニアスラスターを操作して力を逃がす方向へ飛んだのだ。ランスの柄えで受けるのではなく、コントロールを取り戻した流体装甲を集中させたシールドで受けて、腰のスイッチを操作する手の自由を確保したのだった。

（玲れい音ねの言うとおり、バーニアスラスターくらい思念波で操れるようにならないと、こいつの相手はきつい！）

　心の中で愚ぐ痴ちをこぼしながら距離を取った龍りゆう一いちは、インドラの背後に回り込もうとする。インドラはそれを上昇・反転・下降（インドラから見れば上昇・反転・逆上昇）で阻そ止しする。

（この機動の癖くせ、やはり蒼生あおいか！）

　その動きを見て龍一は、インドラのドウルマスターが蒼生であると確信する。

（相手が蒼生ならば）

　龍一はマクリールを武器の間合いの外側へ後退させた。




（蒼生の反応が先読みされている？）

　朱あか理りは蒼生の乗ったインドラと、明るいブルーのドウル・マクリールの戦闘を視界の端に捉とらえて訝いぶかしんだ。

（あのドウルが蒼生と戦うのはまだ二回目のはず。しかも前回に比べて、蒼生の技量は飛躍的に上達している。あんな風に反応を先読みされるのはおかしい）

　朱理が違和感を懐いだいた点は、それだけではなかった。

（それにあの青いドウルの動き。何処どこかで見たことがあるような……）

　朱理はすぐにでも蒼生の助すけっ人とに駆けつけたかった。だが状況がそれを許さない。

（こいつら、口惜くやしいけど手て強ごわい！）

　突出した操縦技術を持っているのは、おそらくは指揮官機の一機だけ。だがその指揮が巧たくみなのか、相手は連携が非常に上手うまい。この新型機でなければ朱理も既すでに、墜おとされていたかもしれない。

「ええぇい！」

　気合と共に振るったアイアンメイデンの十じゆう文もん字じ槍やりがグリフォンの首を捉えた。ただし、首を守る立て襟えり状の装甲越しにだ。ドリル・ランスでも一いつ瞬しゆんで貫つらぬくというわけにはいかない。その間、朱理の機体は武器を使えない状態となる。

　しかし朱理の得え物ものはドリル・ランスではなかった。

　首の装甲を捉えた槍の穂ほ先さきがほとんど抵抗も無く沈み込んでいく。

　相手の装甲の中へではなく、槍の柄えの中へ。

　そして十文字槍の穂先が横に突き出す鎌かまのラインまで沈んだ瞬間、左右の鎌が勢いよくグリフォンの首を挟はさみ込んだ。

　敵を固定した槍の穂先が、沈み込んだ柄の中から勢いよく突き出される。

　慣性制御では防ぐことのできない切っ先が装甲を突き破り、首を刺し貫く。

　アイアンメイデンの特殊武器「シアーズ・クロス・スピア」がグリフォンを無力化した。

　だが朱理の周りにはまだ、五機のグリフォンがアイアンメイデンの隙すきを窺うかがっている。その内の一機、指揮官機を操るドウルマスターの腕は、おそらく朱あか理りより上。

　多少無理をしても包囲網を突破する、その決意を朱理が固めた直後。

　朧おぼろに光る白い月が戦場を横切った。
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「ゲノムスのグリフォン隊を視認。これより敵を殲せん滅めつします」

　玲れい音ねは接敵に先立ち、規定どおりガルトマンに通信を送ったが、返信は聞いていなかった。

　ミスティムーンとリンクした視界には、赤銅色の味方機が敵に囲まれている様子が映っている。その赤銅色の機体が朱理に与えられたアイアンメイデンであることも、玲音は出撃に際して教えられていた。

　だが玲音の目は、包囲された朱理の機体も激しい格闘戦を繰り広げる蒼生あおいの機体も見ていなかった。

　彼女が見み据すえているのはただ、敵の機体。

　ゲノムスのドウルと航こう宙ちゆう機き。

（敵を、殲滅します）

　ガルトマンに告げた言葉をもう一度心の中で繰り返して、玲音は敵部隊の真っ直ただ中なかへ飛び込んだ。
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　ぼうっと白く光る球体は、その軌跡と交差した敵機を一いつ瞬しゆんでスクラップに変えた。グリフォンとレイヴンのなれの果てである残ざん骸がいが、ゆっくりと月へ引かれて墜おちていく。

「えっ、玲音？」

　宇宙空間機動のルールをことごとく無視して一瞬で停止した機体は、乳白色の小柄なタイタニック・ドウル。

　そのシルエットは見間違えようもない、磐いわ都とアイランドへ向かう途中に航宙翼機スペースプレーンデネブ〇三の中から見たソフィアのミスティムーンに他ほかならなかった。

「玲音、玲音なんでしょ!?」

　思わず通信機越しに呼び掛ける朱理。

　しかし玲音はそれに応こたえず、次の獲え物ものへ向かう。

　スラスターも使わず、インドラにもアイアンメイデンにも、あの青いドウルにも真似まねのできない速度で乳白色のドウルはゲノムスのグリフォンへ肉にく薄はくする。

　ミスティムーンに狙ねらわれたグリフォンは立ちすくんでいた。

　それは錯さつ覚かくだが、結果的には同じようなものだ。グリフォンは確かに回避しようとした。だが回避の意思が行動となって現れる前に、ミスティムーンの星形方ほう天てん戟げきがグリフォンの頭に叩たたきつけられる。

　慣性制御を無視して方天戟は首の下まで粉砕した。当然、グリフォンは最も早はや行動不能だ。しかし玲れい音ねの攻撃はそこで終わらなかった。グリフォンに食い込んだ方天戟を、そのまま下へ、月に向かって振り切ったのだ。方天戟から外れたグリフォンの残ざん骸がいは、回転しながら月へ落下する。

　朱あか理りが呆ぼう然ぜんと大破したグリフォンを見送っている内に、玲音は次の機体へ襲おそい掛かる。

　その機体は、最初の二機──レイヴンも入れれば三機──よりもマシだった。一応、盾たてを翳かざして防御の姿勢を取った。だが真上から真横に、複雑に軌道が変化した方天戟の一いつ閃せんで盾をもぎ取られ、慌あわてて翳したランスの柄えはへし折られて、そのまま頭を潰つぶされた。

　ミスティムーンは、無む慈じ悲ひに方天戟を振り切る。そうして月に叩き落とされるゲノムスのドウル。

　ほとんど一いつ瞬しゆんと言っても良いいわずかな時間で、戦場の優劣は逆転した。グリフォンとレイヴンが撤てつ退たいを始める。朱理はアイアンメイデンの操縦席でホッと息をつき、すぐに気合を入れ直して蒼生あおいの救出へ向かおうとした。

　そして、目にした光景にショックを受ける。

　玲音は明らかに戦意を失い撤退中のグリフォンに襲い掛かっていた。
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（敵機を殲せん滅めつする）

　敵の姿を求めて、玲音は戦場の直ただ中なかを飛ひ翔しようする。

（ゲノムスを殲滅する）

　敵機の盾をもぎ取り、武器をへし折り、頭を潰す。

（ゲノムスに所属するものは、全すべて墜おとす）

　足の下に浮かぶ、不毛の天体。

　彼女がかつて生と死の狭はざ間まで見た、完全なる静寂の世界──月。

　彼女の大切な人を全員引きずり込んだ黄泉よみの星へ、今度は、あの人たちの命を奪うばったゲノムスを引き渡す。

　グリフォンもレイヴンも、虚無の宇宙空間に委ゆだねるつもりは無い。

　玲音は破壊した敵の全てを、月に送り届けるつもりだった。
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　ウェイは久しく忘れていた死の予感に囚とらわれていた。

　突とつ如じよ現れ戦場を蹂じゆう躙りんした乳白色のドウル。最初の一撃で、認めたくはないがその戦闘力は自分を上回っているとウェイは感じた。

（何だ、こいつは!?）

　かろうじて星形の方ほう天てん戟げきを防いだ代だい償しように、盾たては左腕からもぎ取られていた。盾だけでなく肘ひじから先もたったの一撃で壊されている。

　死神、という言葉が脳裏を過よぎる。見た目は華きや奢しやですらあるこの乳白色のドウルは、明確な殺意を持って自分たちを地獄へ突き落とそうとしている。

　ウェイの記憶が、死神の名を彼に告げた。

「球形のＭＩＤＦを纏まとう華奢な小型機……こいつがミスティムーンか！」

　ゲノムスのブラックリスト、ナンバー・ツー。

　ボルジギン＝バートリーン＝ドルジの操るルドラに次いで警戒を要するとされている機体。

　宇宙空間においてはルドラ以上の脅きよう威いと見み做なされているタイタニック・ドウル。

　ウェイは呪のろいの言葉を吐いた。ここでミスティムーンに遭そう遇ぐうするなど、全くの想定外だ。それにもしこれが初遭遇でなく、もっと早く相手の正体に気づいていればさっさと逃げていた。

　既すでに如月きさらぎ龍りゆう一いちの回収という作戦の目的は達成しているのだ。「適当に交戦して怪しまれないよう撤てつ退たいする」などといういい加減な作戦を立てた本部の作戦スタッフを、今すぐ縊くびり殺してやりたかった。

　ウェイが後こう悔かいを嚙かみ締めている間にも、白い死神は彼を追い詰めている。

　迫り来る方天戟の刃やいばにランスの柄えを翳かざす。しかし、それが意味の無い行為であることをウェイは覚さとっていた。

「隊長ぉ！」

　ハサンのグリフォンが背後からミスティムーンに突進する。

　防御を考えていない、捨て身の攻撃。ウェイだけでも逃がそうとしているのだろう。

「ハサン、止よせっ！」

　ウェイの制止は、届かなかった。

　ウェイのランスが叩たたき折られるのと同時に、ハサン機のランスが突き出される。

　ミスティムーンが真空の宇宙でバーニアスラスターも噴かさず、手品のようにスライドした。

　グリフォンのランスが、ミスティムーンのシールドの外側を通過する。

　ミスティムーンの肩につけられたシールドが、片方向きを変えていた。いつもは肘の先まで覆おおう長方形の盾が、九十度回転して後方へ、ハサン機へ向いていた。

　盾たての下から、細長い板が突き出された。

　板は、盾だった。

　板は、刃やいばだった。

　二枚重ねの盾の下層、その半分が巨大な刃となってグリフォンの顔を縦に断ち割っていた。

　ミスティムーンがクルリとターンする。

　振り返った自然な動作で頭部を失ったハサン機に方ほう天てん戟げきを振り下ろす。

「ハサンーっ！」

　ハサンがグリフォン共々、月へ叩たたき落とされた。
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　インドラと刃を交えていた龍りゆう一いちも、ミスティムーンの参戦にはすぐに気づいていた。

「何だあいつは!?」

　通常、光学兵器や粒子兵器、大気圏に過あやまって落下した際の摩ま擦さつ熱ねつ（正確には断熱圧縮による高熱）から機体を守るＭＩＤＦ、サイクロニクス機関で固定された気体の層は、ボディに沿って二メートルから三メートルの厚さで形成される。

　だが突とつ如じよ出現したあのドウルは、機体をすっぽり覆おおう球形にＭＩＤＦを展開している。その中に浮遊する濃密な光線散乱粒子の所為せいで本体のシルエットはぼんやりとしか窺うかがえないが、色は乳白色で、サイズは随ずい分ぶんと小柄に見える。

　しかしその戦闘力は圧巻の一言に尽きた。

　機体を加速する噴射炎が見えないのに、機動力はおそらくこのマクリールよりも上。

　グリフォンに接触するや否いなや、ほとんど抵抗を許さず斬きり捨てていく。

　残ざん骸がいを月に落下させているのは、デブリ回収の手間を省く為ためだろうか。だがあれだけの速度を自分よりも大きなグリフォンの残骸に与える為には、非常識な慣性制御出力が必要になるはずだ。

　思わず龍一の意識が目の前のインドラから逸それる。

　蒼生あおいは最も早はや、片手間にあしらえる初心者ではないというのに。

「くっ！」

　斜め下から襲おそってきたインドラのグレイブを、龍一は寸前で受け止めた。

　まともに受けた所為で、ランスの柄えに大きなダメージが生じている。

　龍一は後方に加速して距離を取ろうとした。

　だが、機体が重い。

　龍一が気を逸らしていた隙すきに、マクリールはインドラの慣性制御力場に囚とらわれていた。

「やってくれるな！」

　龍りゆう一いちはインドラの慣性制御から脱出すべく、サイクロニクスをフル稼か働どうさせた。




「逃がさない！」

　マクリールのサイクロニクス機関の出力が上がったのを感じて蒼生あおいは更さらにＳＩＭＡシーマを、自分をこの場に、ソフィアに誘いざなったＥｘＡエクサを高めた。

　自分よりも遥はるかに熟練したパイロットであるマクリールのドウルマスターが何に気を取られていたのか、蒼生には分からない。彼には目の前のこの敵以外の存在を気に掛けている余裕は無かった。

　それが何か、興味が湧わかないわけではない。だが今は、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを活いかすことだけが重要だった。

　インドラの慣性強化力場と、マクリールの慣性中和力場がお互いを喰くらい合う。四ヶ月前の再現だ。蒼生はインドラとマクリールの二機を包み込む形で慣性強化を展開し、マクリールのドウルマスターは自機の慣性のみを中和しようとしている。

　あの時はほとんど互角、相手の方が少し優勢だった。

　だが今は、自分の力が勝まさっている。

「ヴァジュラ起動！」

　蒼生は音声コマンドで右腕のガントレットに収納されている短剣型放電攻撃武装・ヴァジュラを呼び出した。

「俺おれの、勝ちだ！」

　蒼生はヴァジュラから電撃を放った。




　インドラがヴァジュラを起動したのは、龍一にも無論見えた。

（チャンスだ！）

　龍一は心の中で反射的に叫んだ。

　ヴァジュラから放たれる電撃がサイクロニクスを使った攻撃であることは誰だれに教わらなくても一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ヴァジュラを使用する為ためには、ＳＩＭＡシーマを消費する。

　ならば今、慣性強化に向けられているＳＩＭＡシーマはその分、減少するはずだ。

（タイミングを合わせろ）

　龍一はマクリールのセンサーではなく、自分の直感でインドラが電撃を放つ瞬しゆん間かんを見極めようとした。

（今だ！）

　ヴァジュラから電撃が放たれる、その瞬前。

　龍一は全力でマクリールの慣性を中和すると共に両足で真空を蹴ってバーニアスラスターをフルブースト、加速が掛かった瞬間に流体装甲を前面に集めるという三重の操作を行った。

　電撃が流体装甲を焼く。コロイド溶液の表面が蒸じよう発はつする。

　その気化爆発すらも推力に変えて、マクリールはインドラの攻撃圏内から離脱した。
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　ハサンのグリフォンを月に墜おとす、その一瞬の隙すきを突いてウェイは逃げた。

　ハサンはもう助けられない。ならば彼の死を無価値なものとするわけにはいかなかった。

　ハサンはウェイを救う為に命を投げ出したのだ。だから彼は、生き延びなければならない。

「この無念は忘れんぞ、ミスティムーンのドウルマスター！」

　ウェイのグリフォンはレイヴンとドッキングし、ナグルへ向かい飛んでいく。




　玲れい音ねは逃走するグリフォンを追撃するつもりだった。ドウルキャリアーとドッキングしたタイタニック・ドウルを補助ブースターも無しに追い掛けることは普通、不可能だ。だが玲音にはすぐに追い付ける自信があった。

　しかし彼女を、ガルトマンからの通信が引き止めた。

『ウォード少しよう尉い、帰還せよ』

「艦長？」

　玲音が夢から覚めたばかりのような声で応答する。

『戦闘は終了した。ウォード少尉、いや、レニー。ガルトマンへ戻りなさい』

　戦闘が行われていた宙域を玲音がミスティムーンの目で見回す。

　この場にいるのは自分を除いて、インドラとアイアンメイデンのみ。

　いつの間にかマクリールも撤てつ退たいしている。

　玲音の中で猛たけっていた熱が急激に冷めていく。

「──了解しました。ミスティムーン、帰還します」

　ガルトマンへ向けて飛んでいくミスティムーン。

　玲音は遂ついに、朱あか理りの通信に応こたえなかった。
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　蒼生あおいはヴィマーナ〇四ではなくヴィヴヴァンに帰還した。インドラはヴィヴヴァンに所属する実験機だから、これは当然のことだ。

　朱あか理りのアイアンメイデンもヴィヴヴァンに着艦した。今回が初実戦どころか初の本格稼か働どうだったのだから、開発者の許もとで点検を受けるのもこれまた当然のことだろう。

　格納庫で朱理と顔を合わせた蒼生は、気力が抜け落ちた声で姉に謝罪した。

「ごめん、姉さん。逃がしちゃったよ」

「青いドウルのこと？　仕方ないわよ。帰還命令が出たんだから」

　ヴァジュラから二発目の電撃を放った後も、蒼生にはまだ余裕があった。インドラはサイクロニクス機関が過熱気味だったが、戦闘が継続できないというほどでもなかった。

　蒼生はマクリールをあのまま逃がすつもりなどなかった。勝利を焦あせって絶好のチャンスを逃したことは自覚している。だがあの局面はまだまだ自分の方が有利だったと蒼生は考えている。状況もマクリールがほぼ孤立状態にあったのに対して、こちらはインドラにアイアンメイデン、そしてルドラと並ぶソフィアのエース機、ミスティムーンまでいたのだ。何故なぜ帰還を命じられたのか、蒼生は納なつ得とくできていなかった。

「何だか納得できないって顔してるわね」

　蒼生のそんな思いは、姉に筒抜けだった。

「色々理由はあると思うけど、要するにあれ以上の戦闘継続は意味が無かったってことね」

「……どういうことだよ？　あのドウルを仕留めることに意味が無いとは思えない」

「それはあたしたちの感覚よ。思い出してご覧らんなさい。あの青いドウルはまだ、連盟に対してそれほど大きな損害をもたらしていない。戦場に姿を見せたのはこれが二回目。前回ギュゲスを五機墜おとしたけど、今回はあんたとやり合っていただけで撃げき墜つい数すうゼロ。お偉えらいさんにとっては、まだ拘こだわる必要のない機体なのよ」

　くっ、と蒼生が奥歯を嚙かみ締めた。

　理屈では分かる。だがやはり、納得などできなかった。あの機体が今後連盟にとって大きな脅きよう威いになるのは間違いないのだ。再びあのドウルと相まみえた時、ミスティムーンのように強力な機体の助勢が得られる幸運はそうそう期待できない。期待してはならないだろう。もしかしたら今日は、あの青いドウルを墜とす、二度と巡ってこない機会だったかもしれない……。蒼生にはそう思えてならなかった。

　蒼生はミスティムーンのマスターが玲れい音ねであることをまだ知らない。ミスティムーンの参戦は、都合の良いい偶然によるものと考えていた。

「それにね、蒼生」

　姉の沈んだ声に、蒼生あおいはハッと顔を上げた。

「龍りゆう一いちを送ってあげなきゃならないでしょう？」

「何だよそれ！」

　蒼生の頭に血が上る。

「龍一さんが死んだって言うのかよ!?」

　蒼生が朱あか理りを睨にらみつける。姉に当たるのは間違っていると分かっていたが、蒼生には自分を止められなかった。

「まだ分からないじゃないか！　龍一さんは機体のコントロールを失って漂流しただけだ。流されていったのはちょうどアウターゲートの方角だ！　救助される可能性だって十分あるはずだろ！」

　蒼生の視線を正面から受け止めていた朱理が、首を横に振った。

「どういう意味だよ!?」

「龍一のヤクシャが暴走してすぐ、アウターゲートに救助を要請したらしいわ。ゲノムスの機体がウロチョロしていたにも拘かかわらず、アウターゲートはすぐに救助船を発進させてくれたそうよ。ロボット船だけどね」

「……それで、どうだったんだ？」

　朱理にそう訊たずねた蒼生の声は、少し震ふるえていた。

「ヤクシャは余よ程ほど勢いよく飛んでいったんでしょうね。ついさっき、こことアウターゲートのちょうど中間地点で龍一の機体を発見したそうよ」

　朱理が言おうとしているセリフが、蒼生には何となく分かった。

　それでも彼は、姉の言葉を遮さえぎることができなかった。

「操縦席は空からっぽだったって」

「……操縦ユニットが排出されたのではなく？」

「ええ。爆発で脱出装置が誤作動を起こしたのでしょうね。宇宙服の生命維持装置には二十時間分の電気が蓄たくわえられているから、その間は捜索を続けてくれるけど……」

「……それでもまだ希望はゼロじゃない」

　蒼生が顔を背そむけたまま、朱理を詰なじるようにそう言った。

「龍一さんを送るなんて、まだ！」

「そうね」

　朱理が穏おだやかな声で自分を責める蒼生の言葉を受け容いれた。

　蒼生は小さな水滴が目の前を漂ただよっているのに気がついた。

　蒼生がその流れを追い掛ける。

　水滴は、朱理の目から溢あふれ出した涙だった。

「あっ……」

　蒼生あおいの視線に気づいて、困惑顔で微笑ほほえむ朱あか理り。

　蒼生は謝罪を告げようとして遂ついに果たせず、その場を逃げ出した。




　　　◇　◇　◇




　ヴィマーナ〇四は予定を切り上げてＬ１ベースへ戻ることになった。まず非常用の分だけを残して推進剤を全すべて使い船体を止める。

　月に向かって緩ゆるやかに落下を始めたヴィマーナ〇四に補給船がランデブーしたのが十二月二十一日十七時。この時点で龍りゆう一いちの遭そう難なんから約五時間が経過している。

　ヴィマーナ〇四は補給を受けた推進剤を使って加速し、月の前面を掠かすめてＬ１へ向かった。

　Ｌ１ベースに到着したのは十二月二十二日十九時。龍一の遭難から三十時間以上が経過していた。




「玲れい音ね」「玲音さん」

　ガルトマンで一足先にＬ１ベースに着いていた玲音に出迎えられ、早さ乙女おとめ姉弟きようだいは一いつ瞬しゆん笑みを浮かべる。だがその笑顔はすぐに、暗く沈んだ表情に塗り替えられた。

「朱理、蒼生君、大変でしたね」

「大変だったのは玲音の方でしょ。具合、もう良いいの？」

「ええ。別に病気というわけではありませんでしたから」

　玲音に労いたわりの言葉を掛けられ、朱理は逆に心配してみせる気き丈じようさを見せたが、蒼生にはその余裕が無かった。

「玲音さん、その……」

「はい、何ですか？」

　蒼生が何を訊ききたくて何を躊躇ためらっているか、玲音は理解していた。どちらも同じ、龍一に関する情報だ。

　だが玲音は自分の方からその話題を切り出すことを、しなかった。

　二人は龍一の消息に心を痛めている。最悪の事態を予想して、それでも哀かなしみに負けないよう堪こらえている。

　だが玲音は違う。彼女は龍一が生きていると考えている。その思いは確信に近かった。そしてそれは、朱理にも蒼生にも告げられない推測だった。

　だから彼女は自分から龍一の消息を話題にできない。朱理か蒼生が口に出すのを待っているしかない。

「その……龍一さんのことですが……」

　結局、その質問を口にしたのは蒼生だった。

「何か、情報はありましたか？」

　見つかりましたか、と蒼生あおいは訊たずねなかった。

「──いいえ。残念ながら、まだ何も」

「そうですか……」

　蒼生ががっくりと肩を落とす。朱あか理りは涙を我慢している目をしていた。

「……私には伝わってこない情報があるかもしれません。教官の所へ訊ききに行きませんか？」

「……そう、ね。玲れい音ねの言うとおりだわ。──ほら、行くわよ、蒼生！」

　三人は朱理を先頭にして、マユリの許もとへ向かった。




　──マユリに質問した結果は、悪いニュースを確定しただけだった。

「……残念だが、如月きさらぎ候補生は現時点まで発見されていない」

「……そうですか」

「そして、既すでに捜索が打ち切られている」

　蒼生がグッと歯を嚙かみ締めた。

　朱理がギュッと手を握り締めた。

　玲音は俯うつむいて、マユリの目から表情を隠した。

　マユリは三人の反応を痛ましそうに見ている。

「正式な葬そう儀ぎは横よこ浜はまポリスで行われるが、磐いわ都とアイランドでも本艦帰還後、磐都高等訓練校主催で学校葬が行われることが決定している」

　押し殺した泣き声が聞こえた。嗚お咽えつを漏もらしたのは蒼生だった。彼の肩を抱だいた朱理の眼めはギュッと閉じられていて──彼女は、涙を見せなかった。




　ヴィマーナ〇四に乗った蒼生たちが磐都アイランドに帰還したのは二十四日四時。様々な聴き取り調査が終了して解散となったのは、それから六時間後の十時だった。

　いつもなら訓練校の生徒が自由に出入りできる軍港施設も、今日は正規の関係者以外立ち入り禁止となっている。そこからようやく解放された三人、朱理、蒼生、そして玲音を待っていたのは、出迎えに来ると約束していたレアだった。

　三人の姿を見て立ちすくんだレアに、玲音が声を掛けた。

「お久しぶり、レアちゃん。随ずい分ぶん待たせてしまったでしょう？　予定では八時でしたからね」

　朱理も蒼生も、レアも、自分からは何も言えない状態だったからだ。

「玲音さん、あの……本当、なんですか？」

「レアちゃんは何て聞いているのですか？」

　震ふるえる声で問い掛けたレアに、玲音は優やさしく反問する。

「りゅ、龍りゆう一いちさんが、遭そう難なんして……」

「遭そう難なんして？」

「行方ゆくえ不明、だって……」

　朱あか理りよりも蒼生あおいよりも小柄な玲れい音ねだが、レアはその玲音より更さらに十センチ強、背が低い。

　そのレアの肩に、玲音は両手を置いた。

「そうですね。それは事実ですよ」

　うっ、とレアがしゃくり上げる。

　だが彼女が泣き出す前に、玲音は優やさしい声でこう続けた。

「まだ見つかっていないというのも本当です。死体も見つかっていません」

　レアがハッと玲音の顔を見上げた。

「龍りゆう一いちさんは遭難しましたが、それは亡なくなられたということと同じ意味ではないのです」

「玲音さん……」

「レアちゃん。実を言いますと、私は龍一さんが生きていると思っています」

「えっ……？」

　その声を発したのは、レアだけではなかった。蒼生の喉のどからも、朱理の喉からも、同じ声が漏もれていた。

「私には、龍一さんが亡くなられたとは思えません。龍一さんはきっと、生きています。だから何時いつか必ず、また会えますよ」

「……はい、はいっ！」

「残念ながら、クリスマスパーティーという気分ではなくなってしまいましたが……龍一さんは生きているのに、私たちが勝手に亡くなられたと決めつけてしんみりしてしまっては、お互いに再会が気まずいものになってしまいます」

　レアが笑みを浮かべた。それは無理やり浮かべた笑顔だったが、少なくとも泣き顔ではなかった。

「そ、そうですね。あっ、ケーキを焼く準備はしているんですよ。皆さんがお発たちになった日に材料を買いそろえちゃって……」

「あらあら。レアちゃん、気が早いですね。ですが、せっかくの材料を無む駄だにするのはもったいないですし、一緒にケーキを焼きましょうか」

「えっ、玲音、ケーキ焼けるの？」

　レアに遅れて気持ちを立て直した朱理が、いつもの調子で絡からんでくる。

「ええ、もちろんです。女の子のたしなみですから」

「あたし、ケーキを焼いたことなんて無い……」

「では良いい機会ですから、朱理も手伝ってください」

　いいですよね、と視線で訊たずねた玲音に、レアは大きく頷うなずいた。

「玲音さん、朱理さん、早速始めましょう！」

「ええ」

　玲れい音ねはレアに頷うなずき、

「蒼生あおい君」

　蒼生へと振り向いた。

「は、はいっ」

　振り返った玲音にいきなり名前を呼ばれて、蒼生は反射的に、いつものように緊張気味の返事を返す。

「ケーキが焼き上がったらお招きしますので、お部屋で待っていていただけますか？」

「は、はいっ。喜んで！」

　レアが軽い足取りで三人を先導する。その後ろに続く蒼生の脇わき腹ばらを、朱あか理りが頻しきりと肘ひじで突つついている。それが強がりだということは、同年代との付き合いの経験値が低い玲音にも、もちろん分かった。

　一番後ろをついていきながら、玲音は両手を力みで震ふるえるほどギュッと握り締めた。

　彼女は自分の推測が外れていることを願った。

　もし自分の思っているとおりだったら、玲音は龍りゆう一いちのことを許せそうになかった。




　　　◇　◇　◇




　十二月二十五日。空くう宙ちゆう母艦ナグルは、地球のとある海域にあるゲノムスの基地に帰還した。

「龍一さん、ナグルの母港へ、ようこそ」

「海中基地か……。確かに、陸上や宇宙に造るより見つかりにくいか」

「海中基地と言うより、海中に出入り口がある地下基地ですけど」

　シアに先導されて、龍一は物珍しげにあたりを見回しながら初めて訪れるゲノムスの基地を進んだ。

　さっきから頻しきりと視線を感じる。それはシアが美人だから、という理由では決してないはずだった。

「どうも、余り歓迎されていない気がするな」

「そんなことはありませんよ。例えば龍一さんだって、同じ部隊に新しいメンバーが加われば気になるでしょう？」

　当然のことを言われて、それもそうかと龍一は思い直した。

「龍一さん……」

　いきなり躊躇ためらいがちな声を掛けられて、龍一は思わず足を止めた。

　シアも足を止める。そこはちょうど、周りから死角になっていた。

「先さき程ほど、磐いわ都と訓練校で龍りゆう一いちさんの葬そう儀ぎが執り行われました。訓練中に敵と遭そう遇ぐうして交戦中に行方ゆくえ不明。名誉の戦死として、学校が葬儀を主催しました」

「──そうか」

「横よこ浜はまでもポリス主催の葬儀が行われる予定になっています。予定どおり、ご家族の身分は保証されたものと考えて良いいと思われます」

「ありがとう。手間を掛けさせたな」

　不意に龍一は、顔を上に向けた。地下基地の天井は、アイランドの偽いつわりの空よりずっと低かった。

「龍一さん？」

「騙だますことになるのは、最初から分かっていた」

「…………」

「だから付き合いも程々にするつもりだったんだが……中々思いどおりにはいかないものだ」

「……そうですね」

「シアは、クリスチャンか？」

　龍一は天井を見詰めたまま、シアに訊たずねた。

「えっ？　はい、一応は」

　今までの話とは何の脈絡も無いことをいきなり訊きかれて、シアは自分でもおかしいと思う答えを返してしまう。

「一応、か」

　龍一の呟つぶやきがどことなく面白がっているように聞こえて、シアは赤面してしまう。

「クリスチャンでもないのにクリスマス・イブを祝うというのは、やっぱり変だよな」

「……いえ、そうでもないと思いますよ」

「そうかな……？」

「龍一さん？」

　龍一は涙も流していないし、嗚お咽えつも漏もらしていない。

　だがシアは何となく、龍一が泣いているように感じた。

「あいつらとも、帰ってきたらクリスマスパーティーをすることになっていた。最初から、約束を守れないのは分かっていたのにな」

「それは仕方がないですよ。下手へたに断ったりしたら、疑われていたでしょうから」

　龍一が天井を見上げるのを止やめて、シアに目を向けた。

　もちろん、龍一は泣いてなどいなかった。

「それは俺おれの都合だ。あいつらには何も関係ない都合で……俺の噓うその所為せいで、あいつらを悲しませてしまっただろうな……」

　龍りゆう一いちが自じ嘲ちよう気味に笑った。

　それが彼の泣き顔だと、シアには分かった。

「龍一さんの所為せいではありません」

「シア？」

　キッパリと言い切ったシアに、龍一が戸惑いを浮かべる。

「龍一さんに噓うそを吐つかせたのは、私たちです」

「…………」

「龍一さんのお友達を悲しませたのも、私たちです。龍一さんの所為ではありません」

「……だが、それを選んだのは俺おれだ」

「いいえ」

　あくまで自分を責める龍一のセリフを、シアは強く否定した。

「それは断じて、龍一さんの責任ではありません。私たちには、龍一さんをご家族ごと迎え入れるという選せん択たく肢しもあったのです。そうしなかったのは、私たちです。その所為で龍一さんは、吐かなくてもいい噓を吐くことになりました。だから龍一さんのお友達を悲しませたのは、私たちの責任です」

「シア、別に俺は君たちの所為にするつもりは……」

「私たちの所為にしてください。私を恨うらんでください。そうしていただければ、私は龍一さんにお詫わびすることができる。龍一さんに償つぐなうことができます」

　シアは真剣だった。彼女の言葉は、一時の気休めではなかった。

「……それでも、もし龍一さんがお友達に悪いことをしたと思われているのなら、直接謝りに行けば良いいんです」

「はっ？　だがそれでは、今回の作戦の意味が……」

「もちろんすぐには無理です。でも、ゲノムスがその目的を達成し、世界を連盟の支配から解き放つことができれば」

　シアの眼まな差ざしが、強い熱を帯びた。

「その日が来れば、お友達と再会することもできます。いずれ訪れる再会の日に、今回のことを謝罪すれば良いのです」

「そうか……」

「そうです」

　龍一がニヤリと笑った。それは自嘲の笑みではなく、自信と野心に満ちた笑いだった。ゲノムスが求める世界を実現する為ためには、ソフィアのエクサーを倒さなければならない。太陽系連盟の打倒は、龍一の目的を達成することにもつながる。

「ならばその日を、一日も早く実現しないとな。何十年も経たった後では、謝っても許してもらえなくなる」

「ええ、そうですね。お友達の所へ早く会いに行けるよう、頑張りましょう」

「ああ。その為ためにシア、力を貸してくれるか？」

「龍りゆう一いちさんが私たちに力を貸してくださるのですよ」

「じゃあ俺おれたちは、お互いに力を合わせる仲間同士ということだ」

「ええ。改めて、よろしくお願いしますね、龍一さん」

　龍一とシアは、屈くつ託たくなく笑い合った。

　しかし、彼は知らない。

　その日が、彼が思っているよりずっと早く訪れることを。

　そしてその再会が、彼の思い描えがくものとは全く違う形で実現することを。

　彼の、彼女の、若きドウルマスターたちの前途に広がる暗雲を、まだ誰だれも知らない。

　誰もそれに気づかぬまま、嵐あらしはすぐそこまで、迫っていた。







　　　あとがき




　ドウルマスターズ第二巻「高こう度ど四十万キロの死し闘とう」をお届けします。




　この物語は、当たり前ですがフィクションです。フィクションですから、実際に体験したことのないことも書きます。別シリーズで書いている魔法なんて、その最たるものかもしれません。

　むしろ現実にはない架空の舞台、架空の出来事をどれだけ「ありそう」に表現できるのかが、空想色の強い物語を書く小説家の腕なのかもしれません。上手うまく現実の要素を組み込めば、架空の世界に現実感を与えることができる、のではないかな、と思っていますが、それが正解かどうかまだ分かりません。

　しかし、本当に難しいのは「現実にあるけれど経験したことのない場所」を表現することではないかと、この「ドウルマスターズ」を書き始めて考えるようになりました。

　無重力空間。正確には微小重力空間ですが、人類にとっては既すでに知られている場所です。しかし、私は行ったことがありません。将来も宇宙を体験できる可能性は極めて低いと思っていますが、とりあえず問題になるのは無重力の世界を舞台にした物語を書きながらその状態がどんなものなのか良く知らないということです。

　人類にとって既き知ちの場所だから自分の想像だけで書くことはできない。

　自分は体験したことがないから、大部分は想像でしか書けない。

　この葛かつ藤とうは想像以上に大きなものでした。

　この点について、第二巻で最も迷ったのは「無重力状態でシャワーを浴びようとすると、どんな仕組みが必要でどういうことが起こるか」でした。一応調べたんですが、本当にご存じの方にとっては噴ふん飯ぱん物ものだったかもしれませんね。




　次回は地上が主な舞台になります。無重力ではなく通常の重力が掛かる世界です。

　でもやはり、自分では体験したことのない世界で……行ったことのある方が宇宙に比べて格段に多いでしょうから、現実と想像の乖かい離りにますます悩むことになりそうです。




　それでは次回、ドウルマスターズ第三巻「海かい抜ばつ二十メートルの呪じゆ詛そ」でお目に掛かれることを楽しみにしております。





（佐さ島とう　勤つとむ）
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